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嚙みつけ！　アンノちゃん。


１　あなたのハートいただきます





小林がる
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　アカバネ
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　おしながき







第一食　夜にあなたを食べたこと


第二食　教室で濃厚な味見をしたこと


第三食　リングの上で彼女の悩みを食べたこと


第四食　路上でパンと豆乳を食べさせたこと


第五食　雨上がりの下でお弁当を食べたこと





　あとがき
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　気がつくと、滝たき立たて米まい人とは捕とらえられていた。


　円形の実験台の上に仰あお向むけになった状態で、両手両足を鎖くさりのついた枷かせで固定されている。咄とつ嗟さに振ふり解ほどこうとするが、鉄製の頑がん丈じような拘こう束そく具はびくともしない。


「くっ……いったいこれは、どういうことだ……!?」


　頭上では緑や紫むらさきのランプが点てん滅めつしている。薄うす暗ぐらい中で周囲の細かな様子を窺うかがい知ることは出来ないが、なんともおどろおどろしい空気が漂ただよっていた。


　普ふ通つうの男子高校生である自分にとってまったく脈みやく絡らくの無いこの状じよう況きように戸と惑まどう最さ中なか、米人の耳が何者かの足音を捉とらえた。ごく近い位置……それが米人の横たわる実験台の隣となりで停とまったかと思うと、頭上からかわいらしい声が降ってきた。


「にゅっふっふ、ようやくお目覚めのようですね」


　なんとか首を起こして声の主を確かく認にんする。と、そこに立っていた人物のあまりに場ば違ちがいな容姿に、思わず米人は表情を歪ゆがめてしまった。つまり、その人物は明るく朗ほがらか、実に快活な雰ふん囲い気きを纏まとった、かわいらしい少女だったのである。


　青色が印象的なまるい瞳ひとみを悪役ぶった半眼に歪め、米人を見下ろしながら、やわらかな含ふくみ笑いを浮うかべている。淡たん色しよくの髪かみ色とは対照的な黒マントを仰ぎよう々ぎようしく羽織っているが、その下に着ているのがごく普通の白いワンピースなので、なんというか、ひどく手て抜ぬきなハロウィンの仮装のようにしか見えなかった。


　米人はその少女の姿に一いつ瞬しゆんひどく牧歌的な気分になりかけたが、がっちり拘束されている現状を思い出して危機感を呼び戻もどした。相手を睨にらみ付け、叫さけぶ。


「お前はいったい、何者だ！　俺をどうするつもりだ！」


「ふふん？　何を隠かくそう、私は通りすがりの美少女。そして……よいしょ」


「ん……？　お、おい、なにする気だ」


　少女は困こん惑わくする米人に構わず、実験台の上──言い換かえると米人の上に乗っかってきた。そのまま跨またがるようにして、米人の腹の上にお尻しりを下ろす……ひどくどうでもいいことだが、少女の格好はスカートで、その下にレギンスを穿はいたりもしていなかった。米人は自分の制服越ごしに腹部に感じられる感かん触しよくでそのどうでもいいことを瞬時に悟さとり、即そく座ざに忘れるよう必死に努めた。


　──努めたのに、それを台無しにするように少女は米人の胸に両手をつくと、こちらの表情を覗のぞき込むようにして、ピンク色の小さな舌でぺろり、と上うわ唇くちびるを舐なめた。そして呟つぶやく。


「はぁ……もう、我が慢まんできません」


　熱っぽい吐と息いき。少女の表情は上気している。胸に置かれた手の平から、体温が伝わってきて──十五歳の米人は、致ち命めい的に焦あせった。


「ままま、待て待て待て！　やめろお前なんでこんなお前、ぜったいなんか間ま違ちがってるというか、たぶん勘かん違ちがいだ！　人違いだ！　見当違いだ！　だからよせやめろ放せ！」


「なにも違ってません。あなたがいいんです……あなたじゃないと、駄だ目めなんですッ」


　少女は瞳を切なげに潤ませながら、その表情を徐じよ々じよに徐々に米人のほうに近づけてくる。薄暗い照明がその唇を艶つややかに照らすのが見えたので、見なかったことにする。


　米人はもうほとんど痙けい攣れんするような早口で言葉を撒まき散らすほかなかった。


「お、お前やめろふざけんな！　何が狙ねらいか知らんが、いいか!?　俺は一生独りで、他人とは関かかわらず生きていくと心に決めてるんだ！　学校でだって友達一人も作らずに行事はすべて不参加、休み時間は常に読書か昼ひる寝ねで過ごし、放課後はひたすら本の立ち読みと道に落ちてる小銭探しに明け暮れる、そんな人間だぞ俺は!?　こんなことされても迷めい惑わく千せん万ばん……い、色いろ仕じ掛かけなんかされても、一円だってやらないからな！」


　米人の死ぬほど侘わびしい自己紹しよう介かいを聞いた少女は、おかしそうに笑えみを漏もらした。


「あはは……色仕掛けなんかじゃ、ありませんよ」


　まっすぐ目を見つめてそんなことを言ってくる。米人はなんだか、心臓に凶きよう器きを差し込まれたかのような気分を覚えた。脳に送り込まれる血液の回転数が上がりすぎて上う手まく制せい御ぎよできない中、なんとか質問を口にする。


「じゃ、じゃあなんで、こんなこと……」


　もはや息も届く距きよ離りに迫せまった少女は、少しだけ恥はずかしそうに目を伏ふせ、答えた。


「それは、もちろん…………お腹なかが空すいたからです！」


「──は？」


　米人の目が、点になる。


　少女は満面の笑みで、その小さな口を大ーきくあーんと開くと、





「ということで、いっただっきまあぁーん、むぐ」


　勢いよく米人の左ひだり肩かたに[image: ]かみついてきた。というか、食べた。





「ぁフッ……って……へ？」


　少女は米人の制服ごと[image: ]み取ったソレを、もぐもぐむしゃむしゃ咀そ嚼しやくして、そして大きくごっくん、と喉のどの奥に……


　痛みは無い。が、身体からだの芯しんまで届くこそばゆい感覚が通り過ぎた後、胸の奥に隙すき間まが生まれたかのような冷たい喪そう失しつ感に襲おそわれる。


「……食べ……って、いま、お前……」


　混乱が限界を二、三回ほど超こえたせいで言葉が出てこない。


　少女はしっかりと口の中身を飲み込むと、頰ほおを染め、うっとりとした様子で呟いた。


「…………はぁ。……あぁ、美お味いしい」


　それから少女は再び大きく口を開き、二口目を米人に食いかかって──


「う、うわああああああああああああああああ──」
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「──あああああああああああ…………って、あれ？」


　気が付くと、米人は自分の部屋のベッドの上で跳はね起きていた。


　見慣れた畳たたみ敷じきの六畳じよう間。妙みような実験台も拘束具も無く、あの少女も当然いない。


「まさか……二十一世紀にもなって、夢オチ？　……はぁ～、ったく、あほらしい」


　思わず安あん堵どの息が漏れた。そう、言われてみれば先ほどまでの不条理感は夢特有のソレだった。目が覚めて初めてわかる荒こう唐とう無む稽けいさ。


　……というか、なんだいまの夢。見知らぬ美少女に馬乗りになられる辺りは、まあ百歩譲ゆずって、いわゆる一つの二次性せい徴ちよう期における認めたくない若さ故ゆえの過あやまちだとしても、その後……ぱくぱくむしゃむしゃ食われるって、どういうことだ。夢分ぶん析せきなんかしたら、ひどく猟りよう奇き的な結果が出るに違いない。


　そもそも、米人は他人のために損をするのが大だい嫌きらい、一円だって他人には譲らないと心に決めている人間だ。それが、よりにもよって自分を食べられる夢を見てしまうとは、不ふ可か抗こう力ながら自らを責めたくなってくる。


　──まあ、所しよ詮せんは夢か。


　米人は胸の中に溜たまっていたぬるい息を吐はくと、改めて周囲を見回した。


　窓の外は真っ暗になっている。時計を見ると八時を過ぎていた。もうすぐ叔お母ばさんが帰ってくる頃ころだ。どうやらいつのまにか、制服のままで眠ねむってしまっていたらしい。


　米人は立ち上がると、着き替がえを持って部屋を出た。あんな夢を見たせいか寝ね汗あせがひどいし、身体が妙に強こわばっている。シャワーを浴びてさっぱりしたい。


　一階へ下りると、二人暮らしにはやや広めな家の廊ろう下かを歩き、洗面所の引き戸を開けた。開けるとすでに明かりが点ついていた。叔母が朝、照明を点けたあと消し忘れてそのまま家を出たのだろう。それは度たび々たびあることだった。


　まったく、あの叔母は損とか無む駄だにてんで無む頓とん着ちやくなんだよなぁ信じられん、夏場の暑い時期にはエコだの節電だのとしきりに言っていたのに、日頃のうっかりでこうも容易たやすくエネルギーと電気代を浪ろう費ひしているのだから、詰つめが甘い。


　そんなことを思いながら米人は鏡の前に立って服を脱ぬごうとし…………そこで気付いた。


　袖そでの左肩口に破れがあった。それはさきほど夢で見た、少女の口が触ふれた位置──


「ッ！　…………って、んなわけないか」


　思わず触れて確認してしまったが、そこには怪け我が一つ無い透とう明めいな産うぶ毛げに覆おおわれた、いつも通りの左ひだり腕うでが生えているだけだった。何の違い和わ感も無い。ほっと安堵する。


　しかし、どこで制服を破いてしまったんだろう、新しく買うのは勿もつ体たいないからなんとか補修しないとなぁ、と現実的な問題に頭を悩なやませつつ改めて服を脱ぎ、上半身裸はだかになって…………そこで再び、気付いた。


「……は？」


　……今度は、鏡に映る自分の姿のあまりのあり得なさに、驚おどろくことも忘れてしまう。


　とりあえず、自分の胸に触れようと手を伸のばしてみた。が、その手は胸むな板いたに触れることなく、そのまま胴どう体たいを通り抜けるようにして背中側に突つき出してしまった。


　ああ、やっぱり目の錯さつ覚かくなどではなく……





　……自分の胸には、穴が空いている。





　ドッジボールくらいの大きさで、断面は黒い質感に覆われている異様な穴。その向こうには、米人の背後にある浴室のドアがしっかりと覗けていた。


　どこで胸に穴が……というか、どうやったら胸に穴が……!?　混乱のあまり言葉も忘れ、動けないままに呆ぼう然ぜんと鏡を見つめる米人を──次の瞬しゆん間かん、更さらに混乱させる出来事が襲った。


　ガラッ


　と浴室側のドアが開き、そこから少女が現れたのである。


　なめらかな白い肌はだに、やわらかな肉体のふくらみ。独特の淡色をした濡ぬれた髪に、自ら輝かがやいているかのような青色が印象的なまぁるい瞳。


　そこに居たのは間違いなく、さきほど夢の中で米人を食べていた少女だった。


　……いや、「夢で見た少女が実際に目の前に現れた」というのも、それはそれで確かに混乱すべき出来事だったがそれよりもっと、いま米人にとって問題なのは少女の格好。





　ピンポイントに肌を覆うのは、白い湯気だけ。





　つまりそう、全ぜん裸ら。





「ッ!!　ッ!?」


「あ、起きたんですね」


　米人はいまだ鏡のほうを向いている。鏡に映った自分の胸の穴越しに、少女と目が合った。少女は恥じらうことなく、にっこり笑って見せている。


「え、えええと、なんで穴が、っていうか裸、いや、じゃなくてえと、はあ!?」


　自分の穴について混乱するべきなのか、それとも全裸の少女について混乱するべきなのかで究極の混乱に陥おちいっている米人の背後に、少女が笑顔のまま一歩近づいてくると──


「ちょうどよかったです、さっそくひとくちぁー、むぐ」


　──そのまま当然のように勢いよく、米人の首元に[image: ]みついてきた。


「あフっ──ってお前、いきなり何を!?」


　咄とつ嗟さに首元を押さえ、振ふり返る。手で触れたそこに傷はなく、痛みもなかった。が、少女がその口の中にナニかを齧かじり取った瞬間──米人の胸部に異状があった。本人にしかわからない程度ではあるが、胸の穴が確かに広がったのだ。


　そう、それは暗い夜道で、腕を食われたあのときと同じように──



「──って、ああ！　思い出した！」


「もぐもぐっぷはー、風ふ呂ろ上がりの一口は最高です！」




[image: ]


　振り返った米人は、満足げに口元を拭ぬぐう少女の無防備な身体からだが目に入らないよう手で自分の視界を遮さえぎりつつ、声を荒あららげた。


「な、なにが風呂上がりの一口だ！　ふざけるなよお前、なんで俺の家に居るんだ！」


「やだなぁ、水くさい。これも何かの縁えん、『食べかかった船』というやつです」


「船を食べる前提のそんなことわざ、聞いたことねぇよ！」


「あ、間ま違ちがえました、言い直します。えーと、『食べかかったお肉』ですね」


「ことわざ、どこ行った!?　っていうかそれ、俺が肉みたいに聞こえるからやめろ！」


「え……肉じゃないなら、野菜だったんですか!?」


「違う！　まずもって俺は、食材じゃない！」


「食材じゃないって……あはは、またまた」


「一いつ笑しように付された!?」


　成立しない会話に困こん惑わくしながらも、米人は思い出していた。


　そう、さきほど見た夢──あれは夢だが、夢ではなかった。


　つまり、シチュエーションこそ違えど、米人は確かに、彼女に食われていたのだ。


　事の発ほつ端たんはいつからだったか──まず、第一に。


　この町では、連続殺人が起こっていた。
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　この町では、連続殺人が起こっていた。


　その死体はどこか一部が欠けていて、欠けた部位はいつまでたっても見つからなかった。


　バラバラ殺人か、とも言われたが、傷口には歯形らしきものがあったという未み確かく認にんの情報がマスコミ上を流れ、食人を匂におわせる猟奇殺人として取りざたされていた。





「あー、今日の昼にな、またー、あれだ。人が死んだ。ご愁しゆう傷しよう様さまだな」


　ちっとも痛ましくない感じで担任の花はな園ぞの教師がそう言った。


　花園教師はローテンションに定評のある、三み十そ路じ越ごえの独身男性教きよう諭ゆである。起きているのはそれなりの事件にもかかわらず、やはりその口ぶりはローテンションだった。


「これで殺人事件も三件目だし、危ないからな。だからお前ら、帰るな。じゃなかった、一人で帰るな。集団下校があるから、教室に残ってろ」


　それだけ指示をすると、下校ってだるいなぁ、と呟つぶやきながら教室を後にした。どうやらこれから、職員同士の打ち合わせがあるらしい。


　教師が出て行った直後、席に着いていた米人は鞄かばんを手にして立ち上がり、呟いた。


「……よし、帰るか」


　集団下校なんて反へ吐どが出る。一人でさっさと帰るつもりだった。


　そんな米人の様子を見て、斜ななめ前の席から小こ石いし口ぐちが寄ってきた。


「あれ、米人くん。今日は集団下校だよ？」


「知ってるよ、小石口。だからこうやって、コソコソ帰ろうとしてるんだろうが」


　小石口は男女から人気のある中性的な細身の美少年である。品行方正な彼は米人がやる不良行こう為いに興味があるのか、何かをするたびに寄ってきては声をかけてくる。


　米人の言葉を聞いた小石口は、驚きよりもむしろ納なつ得とくの表情を見せた。


「ああ、またサボるんだ？　本当に米人くんは、他人に関かかわることが嫌きらいなんだね」


「当たり前だ、他人に関わってもいいことなんか一つも無いからな。集団下校だって時間はかかるし五う月る蠅さいしで、損ばかりだ、やってられるか。……ということで小石口、お前との会話も無む駄だ以外の何ものでもないから、二度と俺に話しかけるな。わかったな？」


「……あぁ、やっぱり米人くんはかっこいいなぁ」


「…………」


　「話しかけるな」と言われて嬉うれしそうに瞳ひとみを輝かせる小石口は、確実に何かがズレている。無視をするといつまでもついてくるから、いちおうは相手をしてやった上で、必ず拒きよ絶ぜつの言葉を伝えるようにしているのだが一向に理解する気配が無い。


　よくわからん奴やつだ、といつもの結論に達した米人は、小石口に背を向けた。


「気をつけてね、米人くん」


「……ふん」


　小石口の要いらぬ声せい援えんを背に受けて、出口に向かう。


　言われなくても気をつけるとも。もちろん、その相手はどこかにいる猟りよう奇き殺人犯などではなく、もっと身近な、このクラスの法の執しつ行こう者──


「──クソ米人！　なに勝手に帰ろうとしてんのよ！」


「痛潰つぶれる！」


　出口にあと一歩のところで、米人の脳天にチョップが落ちてきた。床ゆかにめり込む勢いで姿勢を崩くずした米人は、殴なぐられた頭を押さえつつ振り返り、背後に立つ人物を睨にらみ上げた。


「く、実み桜お……いつもいつもポンポンポンポン、いきなり殴ってきやがって！」


　そこに凜り々りしく立っていたのは、米人の天敵である少女、津つ下げ実桜。活発な雰ふん囲い気きを全身に宿し、米人に対してのみ鉄てつ腕わんをふるう学級委員。平均的な体格の男子である米人と変わらぬ身長の上に態度がでかく目つきも鋭するどいので、対面すると思わず威い圧あつされかける。


　実桜は呆あきれ一割、怒いかり九割の表情で米人を見下ろしながら言ってきた。


「いきなりじゃないわよ、「サボろうとしたら殴る」って常つね日ひ頃ごろからちゃんと言ってあるんだから。なのに、あんたが懲こりないから……子供の頃からいっつもそう。団体行動を乱して、行事には不参加だしケチだしムカつくし、給食三回はおかわりするし」


「給食って、何年前の話だよ！　昔のことを、いつまでもグチグチと言うんじゃない！」


　九年越しの文句を言い合う幼なじみ二人。と、クラスの生徒たちもその様子に気づき始め、ぞろぞろと教室後方で対たい峙じする二人の周囲に集まってきた。


「あ、滝立またお前、勝手に帰ろうとしてたのか！」


「お前のサボりを報告するたび、学年主任の高たか菜なに「いつもいつもＢ組は……」って俺ら全体が白い目で見られるんだぞ!?」


「ミオミオ、頑がん張ばって！　今日こそはその無法者に、民主主義の鉄てつ槌ついを！」


　勢いよく巻き起こる非難の言葉に、対する米人も声を荒らげた。


「ええい、黙だまれ愚おろか者どもめ！　文句があるなら、俺よりいい成績を取ってから言え！」


「ふん、成績で黙るのは教師だけだ！」


「学力で性格は補えないんだよ、ブーブー！」


「くっ……」


　米人が反論しても、群衆による糾きゆう弾だんの声は高まるばかり。


　とはいえ、彼らも集団で一人の人間をボコボコにするほどの悪意は持っていないらしい。ただ実桜への応おう援えんと、米人への罵ば声せいに沸わくだけの観客となっていた。……というか、彼らはこの『正義の実桜と悪の米人の対決』を、自分たちの娯ご楽らくとして盛り上げている気配がある。なんだか見せ物にされているようで、米人は大いに腹が立った。


　ともあれ、仕方がない。米人は衆目の中、目の前の実桜に向けての文句を再開した。


「とにかく、俺は昔から他人に関わるのが大だい嫌きらいなんだ！　イライラするし、コストもかかって損ばかり！　俺は独りで生きる！　人付き合いに類することは一いつ切さい、お断りだ！」


「だから昔から言ってるでしょうが。たとえあんたはよくても、そんなんじゃ他ほかのみんなが迷めい惑わくするし、示しがつかないの！　規律を乱すな！　空気を読め！　調和しろ！」


　実桜の言葉に、周囲の生徒たちも「そうだそうだ！」と同調する。


「ああもう、うるさい！　俺は俺のためにしか行動しない！　他人の事なぞ知るものか！」


「この自分勝手！」


「痛ごめんなさいッ！」


　実桜に殴られた米人が即そく座ざに謝る。その様子に、周囲の観衆が軽く沸く。


「出た、滝立のカウンター謝り！　殴られるとすぐ謝る！」


「どうせいつもみたいに口だけよ、ミオミオ、とどめを！」


　最初の頃は殴られ謝る姿に同情する生徒も居たのだが、米人が毎度毎度あまりにへこたれない上に反省もしないので、もはや満場一いつ致ちで罵声が飛ぶようになっていた。ひどい。


「くそ、こうなったら……おい、実桜」


「ん？」


　謝罪の姿勢から立ち直った米人は、真しん剣けんな表情で実桜を見つめた。力の籠こもった眉み間けんと、鋭い視線。その表情の唐とう突とつさに、実桜がわずかに狼狽うろたえる。


　そこですかさず、米人は言った。


「今日のお前のパンチ……力任せで、キレが無い。大だい丈じよう夫ぶか？　なにか、悩なやみでもあるんじゃないのか？」


「へ!?　な、なんで突然、そんな……」


　予想外の心配そうな口ぶりに、実桜が思い切り取り乱してわずかに後あと退ずさる。


　米人はその隙すきを見み逃のがさなかった。


「実桜、何かあるなら気軽に相談しろよな…………その辺の、壁かべとかに向かって」


「米人……って、壁？　ぁあッ！　油断した！」


　気づいたときにはもう遅おそい。じりじりと移動していた米人はすでに実桜の間合いを脱だつし、教室の扉とびらに手をかけていた。


「ふふん、引っかかったな。誰だれが他人の悩みなど、気にするものか！」


「こっのクソ米人！」


　実桜が手を伸のばすが届かない。米人は盛せい大だいな罵声に揺ゆれる教室を後にして廊ろう下かを駆かけた。


　──そこまではまだ、世間的にはともかく、このクラスにおいてはよくある日常の風景だった。





　集団下校をサボっての帰り道、米人は行きつけの書店に寄って本の立ち読みに精を出していた。


　保護者にバイトを禁じられている米人の、お金を使わない放課後の過ごし方。立ち読みは米人の唯ゆい一いつの趣しゆ味みにして、その高い学力を支える修練にもなっていた。もはやその立ち読みはプロ級だと自負している。


　が、今日に限ってはどうも、雰囲気がおかしい。


「……そろそろ上がるかな」


　連続殺人という事件のせいか、普ふ段だんは両手に足りない数の立ち読み師が集つどう店なのに、今日は米人しか客が居ない。人気のない店内では蛍けい光こう灯とうに照らされた空気が肌はだに冷たく感じられ、スピーカーから流れる陽気な流行曲でさえどこか不安な気持ちを刺し激げきした。


「……帰ろ」


　書店を出て、帰り道。時刻は夕方六時を過ぎていた。


　家までは徒歩で十五分。自転車は、資産上の理由で持っていない。


　月はまだ昇のぼらず、辺りは真っ暗だった。見慣れた住宅街が、妙みようによそよそしい。


　おかしい。この道は、こんなに静かだっただろうか。


　……なんだ、これ、怖こわいぞ？


　認めた瞬しゆん間かん、秋風のせいではない震ふるえが走る。……ああくそ、実桜が「空気を読め」とかいらんことを言うから、町に漂ただよう妙な空気に影えい響きようされてしまったんだ。やっぱり他人に関わると碌ろくなことがない。


　とにかくもう、さっさと家に帰ろう。


　急ぎ足で進み始めた。が、すぐに違い和わ感に気が付いた──気付いてしまった。


　足音が重なっている。周囲に人ひと影かげは無いのに、自分以外の誰かの足音が聞こえていた。


「…………」


　気のせいだろうか。いったん、足を止めてみる。


　……気のせいではない。米人の足音が消えた今、確かに一人分の足音が残されていた。


　わずかに引きずるような、軽い足音。


　ずっ……ずっ……


　どこから聞こえてくるのか。家々に反響して、音の聞こえてくる方向が定まらない。


　ずっ……ずっ……


　鞄を握にぎる手に力が籠もる。いざとなったら、これでひっぱたいてやる。


　──後から思えば、足音など気にせずに早く逃にげ出すべきだったのだ。だが米人は足を止めてしまった。音を聞いてしまった。一度止まった足は動き出すきっかけを求めたまま、地面に縫ぬい付けられたように動かなかった。


　ずっ……ずっ………………


　ず


　音が止まった。瞬間、米人はゾッとした。足音の位置が特定できたのだ。


　それは背中の真後ろ、一歩の距きよ離り。


「ッ！」


　咄とつ嗟さに振ふり向く。構えるより先に、それはこちらの懐ふところに飛び込んできた。


「た……助けてください！」


「ッぅわ！　……って、あれ？」


　思わず悲鳴を上げてしまったが、飛び込むように抱だきついてきたのは米人と同年代か、わずかに幼い程度のかわいらしい少女だった。足音の意外な正体にあっけにとられた後、米人は相手の異様な格好に気づいて眉まゆをひそめた。


　白いニットのワンピースは表面が焦こげ、所々が破れている。彼女自身も憔しよう悴すいした様子で肌は青白く、頰ほおもこけ、瞳ひとみの焦しよう点てんは虚うつろだった。サイズの合っていない季節感のない革サンダルが、全体の印象を更さらに不安定なものにしていた。


　その少女は米人の胸の中から潤うるんだ瞳で彼を見上げ、改めて懇こん願がんしてきた。


「お、お願いです……助けて……」


　──背中に回された少女の華きや奢しやな腕うでから、体温が伝わってくる。幼さの残った美少女が、涙なみだを浮うかべて、弱々しく頼たよってきていた。これはもう、一も二もなく「任せとけ」と言いたくなる場面。特に男としては夢に見てもおかしくないような、決して見過ごせぬシチュエーション。


　米人は迷わず答えた。


「知らん！　放せ！」


　常人にはあり得ない態度で、無む慈じ悲ひにも全力で少女を振り解ほどこうとする。


　なにせ、他人に関かかわると碌なことがない。相手が助けを求めているなら、尚なお更さらだ。米人はそう考え、さっさとこの場を逃げだすことにした。が、しかし。




[image: ]


「お願いしますぅ」


「ぅぐ……し、しつこいな……」


　泣きそうな表情でなおも縋すがり付くように言われると、わずかに言葉に詰つまった。それに少女は思いの外に強い力でしがみついていて、簡単には振り解けそうにない。


　……他人と関わりたくなんかないが、しかしこの状じよう況きようを抜ぬけ出すためには拒きよ絶ぜつだけでは足りないらしい。仕方がない、と諦あきらめて、米人はいやいやながらに頷うなずくことにした。


「……ああもう、わかった！　わかったから、いったん落ち着け！」


「ほ、本当ですか!?　助けてくれるんですね!?」


「ああ！」


　とにかくいったん離はなれれば、あとは隙を見て逃げ出すことも出来るだろう。そんなことを考えながら投げやりに頷く。


　とたんに少女は懇願の表情から一転、喜びに笑顔を輝かがやかせると──





「じゃあさっそく！　いただきまーぁん、むぐッ」


　──その口を大きく開き、米人の左ひだり肩かたに[image: ]みついてきた。というか、食った。





「……は？」


「もぐもぐ、ごっくん…………ああ、おいしぃ」


「…………へ？」


　恍こう惚こつとした表情で感想を述べる少女。


　米人は混乱のまま、その少女が米人の肩の肉を齧かじり、咀そ嚼しやくし、飲み込むさまを見つめていた。なんだ、いま、もぐもぐとかいって、そしてごっくんと…………


「……って、ハァ!?　お、お前、なにやってんだ!?」


「え？　だって、ほら。空腹に耐たえかねてる私を「助けてくれる」って言ってくれたから、さっそくいただきます、って」


　当然のように言ってのける。


　瞬間、米人の中に稲いな妻ずまが走り、ある情報が劇的に思い起こされた。


　そう、この町では連続殺人が起きているのだ。そして死体には食べられたような傷。


　食べられたような。食べられ。食べられ──


「──謎なぞは全すべて解けた！　犯人は、お前か！」


「はい？」


　なんて、謎も無いのに決め台詞ぜりふをかましている場合ではない。


「くそっ、やっぱり他人に関わると、碌なことにならんッ!!」


　なんだよ無む邪じや気きな顔して凶きよう悪あくな殺さつ人じん鬼きって、その安易で低てい俗ぞくな設定は！　米人は胸の中で毒づきながら少女を突つき飛ばすようにして身を離すと、反対方向へ向かって逃げ出した。


　自分の肩がどうなっているのか、恐おそろしくてとても見る気になれない。とにかく、痛くないから大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫ったら大丈夫。そう自分に言い聞かせながら、鞄かばんも放ほうり出して全力でダッシュする。


　道沿いの民家に逃げ込むか、人通りの多いところまで走っていくか、どうしようと焦あせる米人の視界に思いがけず人影が映った。街灯の下にＯＬらしき若い女性が立っていた。


　米人は走りながら即そく座ざに、


「ええい、この上で更に他人になんか関わっていられるか！　どっか行け！　消えろ！」


　と、出会い頭がしらに喧けん嘩かを売るような文句を叩たたきつけた。


　そもそも相手は女性である、助けを求めても仕方がないし、下手に巻き込んでも面めん倒どうなだけだ。まあこの状況下では、『人間である』というだけで縋り付きたくなる気持ちもなくはないが……なんて思っていると。


「アァァー……んがばちょ」


　奇き妙みような音を放ちながら、ＯＬが脳天から縦に裂さけた。


「……ぎゃーッ!!」


　その裂け目には内側から牙きばが生えてきて、横開きの口のようになった。まるで、趣しゆ味みの悪い合成映像だ。人間大の牙と口は、さっきまでＯＬだったその肉体と自分を繫つなぐ生々しい部位をぶちりぶちりと食い破り、辺りをスプラッター色に染めながら人体から飛び出すようにして大きく跳ちよう躍やくした。というか飛んだ。顎あごだけで浮いている。


「なあああアアアアあああななな、なんだそりゃあッ！」


　米人は慣性の法則に全力で抗あらがって見事なＶターンを決めると、元来た方向へと逆ぎやく戻もどりして駆かけだした。


　当然、その先には人食い少女。


「あ、戻ってきてくれたんですねじゅる」


「人の顔見てよだれをすするなッ！　って、うわっ!!」


　背後から、空飛ぶ牙が米人をかすめていった。牙先こそは咄嗟にかわしたが、顎にぶつかられ二回転半、アスファルトの路上を転がりとても痛い。


「く、くぅ……」


　呻うめく米人に、少女が近づいてくる。


「大丈夫ですかカプ」


「心配するふりして食うな！　ったく……通りすがりの少女を助けて化け物と戦う話なら本で読んだことあるが……通りすがりの少女と化け物の挟はさみ撃うちって、なんだこれは!?」


「まあまあ。そんなに怒おこると、お肉に辛から味みが増して食欲をそそっちゃいますよ？」


「よだれを垂らすな！　人の気持ちを香こう辛しん料りようにしやがって！　というか、人の気持ちを香辛料ってどういうことだ!?　意味がわからん！」


　米人が生まれて初めて使う文句に自分でも少し混乱しかけていると、さきほど通り過ぎた牙が少女の向こうから戻ってくるのが目に入った。


『ＷＯＯＯＯＯＯＯＢＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!』


「くぅ、うおおおおおお！」


　怪あやしげな鳴き声らしきものを上げながら迫せまる牙を、少女を抱かかえながらすんででかわす。牙はそのまま勢いを殺せずに遠ざかっていく。引き返してくるまでには多少の時間がかかるだろう。


　心臓が破は裂れつしそうな勢いで高鳴っている。頭に血が上って吐はき気がした。とても落ち着いた思考なんて出来そうにないが、かといって気持ちが落ち着くのを待っている暇ひまは無い。どうするか、考えなければ。


　牙の速度はかなりのものだ。動きが直線的なのでギリギリで対処できたが、この道は長い直線。あの牙に背を向け、走って逃にげられるとは思えない……


「ったく、なんで俺がこんな目に……」


「なるほど、これは……むぐもぐ……焦りによって、お肉の酸味が増してますね？」


「ほんっっと、なんでこんな目に!?　っていうかお前、俺を味わってる場合かよ！　あれ見ろあれ！」


「あれ……？」


　ここで、さっきから米人の肩に[image: ]みついてはもぐもぐしていた少女が、初めてしっかり空飛ぶ牙を見た。少女は驚おどろいた様子で息を呑のみ、言った。


「あれは！　…………美お味いしそう」


「……ああ、そう」


　米人は呆あきれきっておざなりに頷いた。ついでに短く嘆たん息そくしてから、少女に言う。


「あのな、俺には他人であるお前を守る理由なんて無いんだ。この状況下でお前の面倒なんか見てられんから、さっさと逃げろ」


「はい？」


「とにかく、逃げろ！」


　米人が少女を突き飛ばした瞬しゆん間かん、先ほどより大きな助走をつけて牙が迫ってきた。


　まずい、思っていたより速い。ああ、あんな人食い女に構っている場合じゃなかったんだ。まずい、まずい──


「……ああ、だから他人に関わるのは嫌いやなんだ」


　思いの外にあっさりとした、情けない辞世の言葉が口から漏もれた。次の瞬間──





　バヅン！





　──その瞬間、目の前で起こった出来事を、米人はただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。


　諦めた米人の横で、少女は口を開いていた。空飛ぶ牙に向かって、大きく、あーんと。すると少女の目の前の空間に、縦に伸のびる陽炎かげろうのような揺ゆらぎと、ひび割れのような黒い線とが現れた。米人はそれを見て不思議と、虎とらバサミのような何かを連想した。


　少女が口を閉じる。バヅン！　という、固く張られた太い弦げんを何本もまとめて叩き切ったような音がした。それと同時に空間の歪ゆがみとひび割れは縦に閉じ、ちょうどそこに突っ込んでいた空飛ぶ牙も搔かき消えた。きれいさっぱり、欠片かけらも残さず。


「……お、お前……」


「うーん…………けふ。ごちそうさまでした」


　──物理的に何が起きているのかは、さっぱりわからない。しかし、それまでの出来事が、そして生物としての本能と直感が告げていた。


　この少女は一口に、あの牙の化け物を食べたのだ。


「ふぅ、ちょっと生なま臭ぐさいかなぁ。お口直しに、はむ」


　少女は呆然として硬こう直ちよくしている米人に、改めて[image: ]みついてきた。


「うわぁ!!　……あああ──」


　脳内麻ま薬やくの出で尽つくしていたところに不意打ちの一口で、米人は意識を失った。





　　　　[image: ]




　そうして気を失った米人が次に目覚めたら自分の部屋で、寝ねぼけて記き憶おくも不確かなまま洗面所に向かったら穴と全ぜん裸らに大混乱、というのが一連の出来事だった。


　米人は洗面所で出くわした裸はだかの少女に自分の着き替がえを被かぶせると、叔お母ばが帰ってこないことを祈いのりながら、彼女を自分の部屋へと連れ込んでいた。


「殺風景で、あんまり美味しくなさそうな部屋ですねぇ」


　と、辺りを見回しながら、失礼なのか失礼じゃないのかよくわからない評価を口にする少女。米人は怯おびえに身構えながら、その様子を窺うかがった。


　……この少女は見た目こそ頭の弱いかわいそうな女の子だが、明らかに人間ではない。化け物も一口で飲み込む謎生物にして、米人の身体からだに異様な食べ跡あとを残した人食いなのだ。


　じろじろと睨ねめ回す米人に対して、少女は、はっと気付いた様子で頭を下げてきた。


「ああ、改めてお礼を言いますね。ごちそうさまでした」


　お礼の言葉が「ありがとう」ではないということに改めて戦せん慄りつしながら、米人は曖あい昧まいに頷うなずいた。


　頷きながら、部屋の片かた隅すみに置いてある木製バットを目で確かく認にんする。そのバットは米人が越こしてくる前からこの部屋にあった代しろ物もので、野球を含ふくむ集団競技は愚ぐの骨頂と思っている米人がそれを置いておくのは、何かが起きたときのための用心、護身用としてのことだった。とはいえ、まさか本当にあれを頼たよりにする日が来ようとは……


「米人さん？」


「ああ、いや……あれ？　なんで俺の名前を知ってるんだ？　っていうか、そういえば、お前がなんで俺の家にいるんだよ!?」


　自分は気絶してたはずなのに……まさか、個人情報を握にぎられている!?　今までとは別種の緊きん張ちよう感に襲おそわれる。


　強こわばる米人の前で少女は朗ほがらかに、今は畳たたまれている自分の服の中から手帳を取り出してみせた。


「あい。名前も住所も、この成分表に書いてありま──」


「成分表じゃない、学生証だ！」


「あ、うっかり。てへ」


　個人情報の盗とう難なんという犯罪と、人を食材扱あつかいする犯罪的な言い間ま違ちがいを「てへ」と笑って誤ご魔ま化かされた。


　学生証の住所欄らんなんて書かずにいる生徒も多いのに、ケチな性格から持ち物の名前欄と住所欄は必ず埋うめていたのがあだになったらしい。


　しかし情報流出のタネは単純だったとはいえ、これはまずい。こうして家にまで乗り込まれてしまっては、犯罪対策として最も有効な『走って逃げる』という手が使えない。


　ますますもって凶きよう器きのバットに意識が向かう。だが、迂う闊かつに飛びついて一口に食べられてしまえばそれで終わりだ。機会は慎しん重ちように窺わなければならない。


　そう、それに米人には、少女を倒たおして終わりにするわけにはいかない理由もあった。


「……なあ、この俺の胸の穴。これはなんなんだよ」


　そう、胸の穴。一度は脱ぬいだシャツを着直して今は隠かくれているが、そこには確かに穴が空いている。一生このままだったらと想像すると、さすがにゾッとしてしまう。


　深刻な米人とは対照的に、少女はごく普ふ通つうの会話のような調子で説明し始めた。


「穴ですか？　それはですねー、私が食べた部分の量子スピン量の転位から相対的な次元比重が加増するので、より次元比重の軽い中心部と転てん換かんするんです。つまり[image: ]かみ跡はどこにつくっても、すぐにその単体の中心に集まるわけです」


「……なるほど、さっぱりわからん。が、要するにこれはやっぱり、お前の食い跡なんだな？　……ったく、こんな穴、どうしたらいいんだよ!?」


　胸を押さえながらそう嘆なげくと、少女は考える素そ振ぶりを見せながら言ってきた。


「そうですね…………いざというときのため、その穴にドングリを貯ためておくとか」


「なるほど要いらん！　っていうか、いざというときにドングリで何をするんだ俺は!?」


「あれ、知らないんですか？　米人さんには冬の間、胸の穴に貯めておいたドングリを食べるという習性が」


「勝手に俺の習性を考えるな！」


　……反論しながら、自然な動作で微び妙みように立ち位置を変えていく。


　よし、そろそろバットに手が届く。頭の中で、グリップに手をかけ思い切り少女の頭を殴なぐりつける動作を想像してみる──


　──明らかに自分のほうが凶きよう悪あく殺人者の絵え面づらだった。だが、それでも自分はやらなければならない。目の前で談だん笑しようしているこいつは、いつでも俺を食い殺すことが出来るということを忘れてはいけない。食われてから後こう悔かいしても遅おそいのだ。


　そう自分に言い聞かせながら、表面的には会話を続ける。


「っていうか、お前の言う食べるって、どういうことなんだ？　痛くも痒かゆくもないし、この穴も傷ってわけじゃなさそうだし」


「あー、えっと、私はもともと、この宇宙の中では次元比重が重すぎるんです。つまり水の中の石のようなもので、そのままだともっと深い次元に沈しずんじゃうんです。なので浮うき代わりに、この宇宙の動的拡張因子──『意志あるモノ』を取り込む必要がありまして、で、通りすがりの米人さんがちょうどよかったのでこう、ぱくぱくと」


「ほう、この宇宙に──宇宙!?　宇宙ってお前、宇宙人だったのか!?」


　それはあまりにもわかりやすい肩かた書がきで、それ故ゆえにまるっきり予想外だった。


「はぁ。まあ外宇宙人、と言ったほうが正しいと思いますけど」


「なんだ、そうだったのか。じゃあさっそくＮＡＳＡに電話を──」


　分類が判明したことの気軽さに任せて、ベッドサイドに置いてあった携けい帯たいを手に取り、米人が『あれＮＡＳＡの番号知らないぞ俺』と思った瞬間──


「待ってくだモガ！」


　バギン！　──という音が響ひびき、携帯の上半分が搔かき消えた。少女が、もごもごと口の中で何かを飲み込んでいる。携帯を齧かじり、食ったらしい。


　頭部をかすめるようにして閉じられた、目に見えない少女の強力な顎あぎとに、弛し緩かんしかけていた米人の緊張が倍の勢いで戻もどってきた。


「お、おおお、お前、結構大事なもの食ったぞいま！」


「ご、ごめんなさい。でも、通報なんかされたら私みたいな美少女、きっと捕つかまって解かい剖ぼうされてしまうに違ちがいありません！」


「美少女かどうかは関係ないだろうが、まあ解剖はあり得るかもな」


「でしょう!?　もしそんなことになったら、あなたの体は永遠に穴あきのままですよ!?」


「うぐ…………人ひと質じちならぬ、肉質というわけか」


　米人がそう言って悔くやしげに呻うめくと、少女は興が乗った様子でふんぞり返って胸を張り、楽しげにほくそ笑えんできた。


「にゅっふっふ、あなたの大事な肉質を返して欲しければ、私の言うことに従うのです！」


「くそっ、肉質とは卑ひ怯きような……」


　……まずい、『肉質』と漢字で書くと、なんだか自分が食材みたいな会話になっている。米人はなんとなく嫌いやな気分になりながら、その一方で少女の反応に納なつ得とくもしていた。


　確かに、ＮＡＳＡなり警察なりに対する通報は、人間でない彼女にとって最善手ではないのだろう。なにしろ、人間が彼女に対して友好的に接してくれるとは限らない。現に、内心では人食いの彼女を打ち倒そうとしている自分が居るわけで──


　──米人は携帯の残ざん骸がいを置くついでに、ごく何気ない様子でバットを手に取ると、杖つえ代わりに体重をかけたりしながら更さらに周囲を確認した。部屋の隅すみにおかれた段ボール箱の上に、ガムテープがあった。あれは使える、と思いながら話を続ける。


「なあ、『肉質を返して欲しければ』って言うからには、俺の穴を元に戻す方法があるんだろうな？」


「それはまあ、こう、オエってすれば」


「オエ、って……吐はけば!?　吐けば治るのか？　そんな直接的な方法で!?」


「あい。私は実際に食べてるわけじゃなくて、観測意志の固定エネルギーとして量子スピンの運動量を取り込んでいるだけなので──」


「ああ、わからん。わからんが、吐けば治るなら吐け！　今すぐ吐いてくれ！　くださいお願いします！」


　心の底から懇こん願がんする。身体が元に戻り彼女がここを立ち去ってくれるというのなら、米人にそれ以上望むものはなかった。物ぶつ騒そうなバットだって今すぐ手放せる。


　だが少女は視線を隠すように顔を伏ふせて俯うつむくと、これまでで最も低い、しかし最も強い口調で答えた。


「……やです」


「くっ……このドケチな俺が、いま返すなら無利子で済ませるって言ってるんだぞ!?」


「やです！」


　姿勢は変えないままでの強い叫さけび。その頑かたくなさに米人もつい、ケンカ腰ごしになっていく。


「俺だってなぁ、やるときはやるんだぞ！　怒おこると怖こわいぞホントだぞ！」


　いま、少女は顔を伏せている。米人はバットを持ち上げた。


　なにも、それほど凄せい惨さんなことを望んでいるわけじゃない。バットで殴られた程度では人は死なないと俺は知っている。とても痛くて動けなくなるが、それだけだ。


　拘こう束そくに使えるガムテープが手の届く位置にある。


　殴って縛しばって口を封ふうじたら、あとはＮＡＳＡなり何なり、大人の連中を利用すればいい。胸の穴についても仕方がない、他人に期待しよう。それはなかなか妥だ当とうな策に思えた。


　手足に力を込こめるのと同時に、どろどろとした熱量が身体の中で回転を始める。


　さあ、今だ、今だ！　心の中で繰くり返し呟つぶやきながら、構えたバットに力を込める。


　だが──最後のところで、手が動かない。


　早くしないとチャンスを逃のがす。そう自分に言い聞かせるが、やはり動かない。


　くそ、どうして……自分への問いかけに、答えが出るより早く──


「……私は！」


　俯いて表情が見えないままの少女が、再び叫んだ。


　米人は思わず息をのみ、少女を注視した。座り込んだままで頭を下げるその姿勢は、改めて見れば土下座のようでもあった。


　少女はゆっくり、絞しぼり出すようにして言葉を続けた。


「……私は、人を探してるんです。見つかるまででいいんです。どうか……あなたの体を貸してください。でないと私は、この世界でまともに歩くことも出来ないから……」


　その言葉には、これまでにない真しん剣けんみがあった。思わず聞き返す。


「……人を探してるって？」


「昔、行き倒だおれてた私を助けてくれた人で……いつかまた会いに行くと、約束したんです」


「…………」


　……米人はゆっくりとバットを降ろした。肩かたから力が抜ぬけていく。


　──思えば。


　この少女はいつだって米人を食い殺すことが出来たのだ。なのに、そうはしなかった。


　なぜか。それを考えたとき……少女の中に人間らしい感情を想像せざるを得なかった。


　少女は姿勢を崩くずさず、続けた。


「食べずに済むなら、私だって食べたくはないです。でも、どうしても……どうしても、必要なんです」


「…………」


　食べずに済むなら──それは、生物の倫りん理りではなかった。餌えさに対する感情では決してなかった。それは人間の、人間に対する感情に他ほかならなかった。


　……まったくもって、今いま更さらだった。


　そんなことはわかっていて、ただ考えないようにしていただけなのだ。だが、もう無理だった。認める他はない。


　少女は人食いだが、化け物ではない。


　ため息を一つつき、バットをぶらぶらと持て余しながら米人は言った。


「ああくそ、こんなのもはや一方的な脅おどしだが……まあ、仕方がない。お前とは敵対するより、交こう渉しようするほうがまだリスクは少ないらしい。……条件を飲もう」


「ほ、ほんとですか!?」


　少女が顔を上げた。見る間に雲が晴れていくかのようなその笑顔に向かって、米人は不承不承、頷うなずいて見せた。


「ああ。お前の探し人が見つかるまでは、穴あきのままで我が慢まんしてやる。見つかったら、すぐに吐けよ」


「ありがとうございます！」


　少女がうれしさのあまり、という感じで米人に向かって飛びついてきた。


　押しつけられる柔やわらかい感かん触しよくとその温度に、思春期の米人は思わず照れかけたが──


「おいおい抱だきつくな。あと[image: ]みつくな。そして飲み込むな、っていうか……食うな！」


「ンぐ、え？」


「え、じゃねぇよ！」


　飛びつきついでとばかりに三口くらい、食われた。


「オレいま、結構真ま面じ目めな顔して和解したんだぞ!?　一秒もおかずに裏切るな！」


「むぅ、さすがケチを自じ称しようするだけのことはありますね」


「ケチは関係ない！　どんだけ気前のいい奴やつでも、自分を食われていいとは言わん！」


「でもでも、テレビでは人のこと舐なめたり[image: ]んだり、ほぼ食べたりしてる人が居ますよ!?　こう、口同士を合わせたり、相手の身体からだに口を這はわせたり」


「外宇宙人がテレビを観みるのか？　っていうか、口同士、ってそれは……」


　……ラブシーンじゃないか、と気付いて不覚にも顔が熱くなった。平静を装よそおい、誤ご魔ま化かすように説明を口にする。


「そ、それは、だから……好きな奴同士でなら、いいんだよ」


「なるほど、好きな人同士でなら食べてもいいんですね？　…………米人さん、実は私、あなたのことが……好物なんです！」


「字は同じだけど意味が違う！　畜ちく生しよう、いまわかった！　こいつ、素す直なおそうなふりしてトボケながら俺のこと、生かさず殺さずおやつ感覚で食い物にするつもりなんだ……ッ！」


「あはは、やだなぁ。そんな素敵な計画、考えてませんよじゅる」


「説得力がひとつも無ねぇよ！」


　畜生、騙だまされた！　やっぱり退治しておくべきだったんだ、隙すきを見て縛り上げてやる……！　米人は改めて猛もう獣じゆうに接する気持ちを胸に、少女を睨にらみつけた。


　少女は照れたように、にゅうと笑った。


「……ったく。ああ、そういえば今更だけど、お前、名前は？」


「にゅ？」


　少女は首をかしげてから、胸を張って堂々と答えた。


「にゅっふっふ、何を隠かくそう私は誰だれ!?　ここはどこ!?」


「記き憶おく喪そう失しつ!?　今更!?」


「ええ、私もびっくりです！　にゅう……自分の能力は把は握あくしてますし、人を探すっていう目的も覚えてるんですけど……あれ？　私、なんでここに居るんでしょう？」


「ッ…………お……お……ォォオオお」


「お？」


「──俺が知りたいわぁ!!」


　全身を使って遠とお吠ぼえのごとく雄お叫たけびを上げた米人に対して、さすがに気まずく感じたらしい。少女は焦あせった様子で眉み間けんにしわを寄せ、一生懸けん命めいに記憶をほじくり返し始めた。


「にゅう……名前くらいは、ここまで出かかってるんですけど……アー、アー……アンノ……アンノなんとか、って名前だった気が……あい。私のことはとりあえず、アンノと呼んでください！」


「アンノ？　……猫ねこみたいな名前だな」


「え、そんなに美お味いしそうですか？」


「お前は猫をなんだと思ってんだ!?　そうじゃなくて昔、俺が飼ってた猫がそんな名前で……まあ、いい」


　猫に関してこれ以上、恐おそろしい会話が出てくるのが怖いので話を打ち切る。


「……でだ、まあさっきから気にはなってたんだが、記憶が無いとなるとこれはもう……なあ。お前、帰るところはあるのか……？」


　ほとんど諦あきらめつつも、アンノが今から「夜も更ふけて来たしそろそろ」なんていう風にどこかへ帰ってくれないかという最後の希望を込めてそう尋たずねた。


　それに対するアンノの反応は、米人の予想外のものだった。


「ああ、はい。大だい丈じよう夫ぶです！」


　そう言って胸を張り、すっくと立ち上がったのだ。


　ああ、なんだ、よかった。家なのか段ボールなのかは知らないが、これでもうこれ以上、孤こ独どくを愛する自分の生活を乱されずに済む……と、思った米人の目の前で。


　アンノは部屋の中を三歩だけ歩き、そこにある押し入れの襖ふすまを開けた。


「この上の段で、十分ですから！　居い候そうろうと言えば押し入れの上の段、というのが昔ながらの習わしだといいますし！」


「…………うう」


　米人は、両手両りよう膝ひざを床ゆかについて重たく項うな垂だれた。


　ああ、自分は他人が嫌きらいなのだ。他人に関かかわって損をするのがいやだからだ。なのに、なのに……顔を上げると、アンノが押し入れの荷物を整理し寝ね床どこを作っていた。


「…………なぜ……どうしてこんなことに……？」


　その呟きは、六畳じよう間の夜にむなしく霧む散さんしていった。
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　米まい人との目の前、一センチの距きよ離りにアンノの顔があった。


　アンノはわずかに口を開いて、米人の額を舐めている。


　なんだ、また夢か……昨日の妙みような実験台に縛しばり付けられる夢に続いて、またアンノに迫せまられる夢を見るとは、なにか腹立たしい。今度はもう、慌あわてたりなんかしてやるものか。……にしても、くすぐったい夢だなぁ……などと、夢うつつに米人が思っていると、


「にゅ？　夢じゃありませんよ？」


　と、目の前のアンノが答えてきた。


　んん？　これはいったいどういうことだ……と思うと、


「どういうって……夢じゃないってことですけど」


　と答えて──って、ん!?


　米人の意識は急激に覚かく醒せいし、上体を跳はね上げるようにして勢いよく身を起こした。結果、目の前のアンノの顔面に強きよう烈れつな頭ず突つきを見み舞まってしまう。


「ふにゃ！」


「ッだ！　ってぇ……悪い──じゃねぇ、なにやってんだお前！」


　責めるような米人の口ぶりに、アンノは堂々と答えた。


「誤解しないでください！　味見です！」


「なんの誤解もねぇよ！」


　寝ねる前にあれだけ「食うな」と言い聞かせておいたのに、味見は大丈夫だと思われているとは。とてつもなく不安になってきた。


　だいたい、昨夜は……そう、昨夜は実に無意味な作戦会議をしたのだった。
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　昨夜。押し入れの上の段がアンノの寝床である、という悪夢のような現実を仕方なく認めてやった後、米人は別の話を進めることにした。


「で、そのお前の探し人。こうなったら仕方がない、せめてそいつをさっさと見つけて、さっさと出てって欲しいわけだが……大丈夫なのか？　お前、記憶が無いんだろ？」


　心配する米人に、アンノは不服そうに唇くちびるを尖とがらせた。


「心配ありませんよ。私はただ、自分が誰で、ここがどこかわからないだけです！」


「重じゆう症しようだよ」


　呆あきれ半分、不安半分の米人に対して、アンノは拳こぶしを握にぎりしめ力強く応こたえた。


「大丈夫です、どんな人を探してるかは、ちゃんと覚えてますから！　えーとですね……まず、足は二本。そして、たしか……そう……手も二本です、間ま違ちがいありません」


「重要そうなふりしてるけど、大した手がかりじゃないからな、それ」


「じゃ、じゃあ更さらに言いますと、なんと……頭は、一つです」


「……わかった、もういい」


　このままじゃ埒らちがあかない。この人外から使える情報をいかにして引き出すか。考えた末に、米人は改めてアンノに質問した。


「そうだな、じゃあ、その探し人と俺とを比べてみて、違ってるところだけを言え」


　これで男か女か、髪かみの色は髪型は、といった情報が聞き出せるかと思ったのだが。


「米人さんと違うところ？　ええっと、そうですね……米人さんも、足が二本に手が二本、顔は一つに目鼻口…………ま、まさか、あなたが!?」


　見つけてしまった!?　という感じで驚きよう愕がくするアンノ。


　米人は死にそうなくらいに無感動な表情で答えた。


「それでいいならいいけど、多分違う」


「にゅう、そうですか？　でも、他に覚えてることといえば……うーん……」


「……頭が痛くなってきた……」


　手足が二本ずつに頭が一つで目と鼻と口がある人を探す──というだけなら、それはまあ、とてつもなく簡単だろう。適当な通行人でも引っ張ってきてやろうか、と米人が自や棄けな思考に陥おちいりかけていると、アンノが何か思い出したらしい、胸の前でポンと手を打った。


「ああ！　ありました、特とく徴ちよう！」


「おお、どんな？」


「すごく美味しい」


「食ったのか!?　命の恩人を食ったのかお前!?」


「だからこその恩人です！」


　自信を持って断言されると、なんだか恩人というイメージがずれてきた。


「行き倒だおれを助けてくれた恩人──っていうかそれ、行き倒れのときに見つけた美味しい食べ物ってことなんじゃ……」


「べ、別に、また食べたいからって会いに行くわけじゃありません！　お礼を言いに行くだけです！　そりゃ食べてもいいよって言われたら、拒きよ否ひする理由はありませんけど！」


「……まあ、とにかく。お前の人探しの手がかりは、味だけか。…………はぁ～」


　まったくの手がかり無しよりはマシか、と少し安心してしまっている自分が嫌いやになる。


　その疲つかれ切った空気にアンノも責任を感じたらしい、フォローするように言葉を続けた。


「あ、味だけって言っても、匂においでもある程度は判断できますので、みなさんを残らず味見しないとわからないってわけじゃないですから」


「なるほど。まあ犬に人探しさせるようなもんだと思えば、そんなに絶望的でもないのか」


「あい！　それにほら、私はわんちゃんより賢かしこいですし！」


「……ほう」


　米人は疑わしげにアンノを見つめた後、おもむろに右手を差し出し、言った。


「お手」「にゅ」


　差し出した手の平に、アンノが右手を置いてくる。


「……おかわり」「にゅにゅ」


　アンノが右手を引っ込め、代わりに左手を置いてきた。


「じゃあ…………待て」「パク」


　米人の突つきだした手の平に、アンノが[image: ]かみついていた。


「…………」


　米人は黙だまって手の平を引っ込めると、眉み間けんに深いしわを寄せ、低い声で言った。


「……まず犬に謝れ。それで次に、俺に謝れ」


「ええと……ごちそうさまでした？」


「それは謝罪じゃない！」


　米人はとりあえず、アンノは犬以下であるという事実を脳に刻んだ。





　その後、寝る前にはアンノと、


「寝てる間には、絶っ対に俺を食うなよ？」


「あい、寝ている米人さんがどれだけ美お味いしそうで、かつ無防備であったとしても絶対に食べまえう！」


「うん、語ご尾びをぼかすな」


「にゅう、大だい丈じよう夫ぶですよ。……ゴックンさえしなければ、食べたうちに入りませんよね？」


「頰ほお張ばる気マンマンじゃねぇか！　駄だ目めだよ！　口に含ふくんだ時点でアウト！　んなことしたら、むりやり喉のどに指つっこんで吐はかせるからな！」


　なんていうやりとりをしていたのだが。


　その結果が、翌朝の味見騒そう動どうだ。やれやれと、呆れるより他にない。





　　　　[image: ]




「──ああ、やっぱり他人に関かかわると碌ろくなことがない」


　昨夜からのことを思い出してうんざりしていた米人は、ふと今朝の出来事について疑問を抱いだいた。


「……そういや、アンノ。お前、俺が目を覚ました直後、頭の中で考えたことにいちいち答えてなかったか？　まさか……他人の考えが、読めるのか？」


　あまりにも恐おそろしい可能性を口にする。そんなことになったら、これからアンノ撃げき退たいの秘密計画も練れなくなる。


　心配する米人の考えを、アンノは朗ほがらかに否定した。


「やだなぁ、他人の考えなんか読めるわけないじゃないですか。私はただ、米人さんから『これは夢か』味や『どういうことだ？』味がしたから、それに答えただけです」


「味？　って……どんな味だよ？」


「うーん……じゅぽ、こんな味です」


　言うやいなや、アンノは自分の人差し指に唾だ液えきを付けて、それを米人の口の中へとまっすぐに突き入れてきた。


「んぶっ、てめ、なにし──」


　反応できなかった米人は、指を抜ぬかれた後になにか間接キスとか唾液フェチとか、そういう方面の感想を抱くより先に──


『どういうことだ？』


　──耳の奥で響ひびく言葉に驚愕した。それは、自分の声にとてもよく似ていた。


「…………なんだ、いまの？」


「耳で言葉を聞くように、目で文字を読むように──舌で思いを舐なめ取ることも出来るのだ、と言われました。……誰だれに言われたかは、覚えてませんけど」


「ほう……っていうか、凄すごいな。いまの、俺の声が聞こえたけど……」


「私の唾液で、米人さんの味を再現してみました。それこそ、人が耳で聞いた言葉を口で真ま似ねするのと、同じようなもんです」


「へぇ……じゃあお前、人の顔を舐めて『噓うそをついてる味』かどうかとか、わかるわけか」


「ええ、まあ。……あれ？　もしかして私のこと、尊敬してます!?」


　確かに、思わず凄いと思ってしまったが──


「え、えへへ、そうですね、私のことは今後、舌先の魔ま術じゆつ師しと呼んでくれていいですよ」


　──調子に乗ったアンノは、なんとなくムカつく。


「……単語的には間違っとらんが、日本語の会話がまともに出来ない奴やつを舌先の魔術師とは言わないからな！」


「にゅ……？」


　米人の言葉に、アンノは難しい顔をした。意味がわかっていないらしい。


　米人は改めてため息をついた。
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「ふわぁ～ぁ…………しかし、大丈夫かな……」


　寝ね不足に大きなあくびを漏もらしてから、思わず呟つぶやく。


　いま、米人は一人で登校中。まもなく校舎が見えてくるところだった。


　米人が心配しているのは、自分の胸に空いた穴のこと──では、ない。


　確かに穴は空いたままだが、それは大した問題ではなかった。服の上から透すけて見えるわけでもないし。道行く通行人たちも、米人が食われかけであることには気付かず通り過ぎていく──いや、何人かの通行人は驚おどろいた様子でこちらを二度見してきたり、もっと露ろ骨こつにジロジロと眺ながめたりしてくるような気もしたが……米人にはそんなことをされる覚えはなかった。きっと気のせいに違いない。


　それよりも、米人が気にしているのは家に残してきたアンノのことだった。


　今朝、叔お母ばが仕事に出た後の、アンノとのやりとりを思い出す。





「いいか、アンノ。俺は今から学校に行くけど、お前はちゃんとそこに居ろよ」


「あい！　ここに居ます！」


「あと、目立たないようにこっそりしとくように」


「あい！　こっそりしときます！」


「もちろん、勝手にものを食べるのも禁止だ」


「あい！　勝手に食べません！」


「よーし！　元気のよい返事だけどなぜだろう、不安が募つのる！」





　本当は縛しばり付けてきたかったのだが、残念ながら力ちから尽ずくではアンノに勝てそうにない。というか縛り上げられるなら、とっくにそうしてＮＡＳＡなり[image: ]つく波ばなりに届けている。


　やっかいだ……とにかく。早くあいつの探し人を見つけ出して、あとはその恩人とやらにあいつを預けるか、放ほうり出すかなりしてしまおう。


　とりあえず、放課後は町に出て、アンノの鼻を頼たよりに人探しだ。ああ、学校にいる間にインターネットを使って、関係がありそうな情報を探しておこう。第三者に対する聞き込みは最終手段だな。「少女に食われたことありませんか」なんて質問したら病人扱あつかいか、最悪の場合、特とく殊しゆな性せい癖へきの犯罪者扱いされかねないし。


　ということで、やることは決まった。あとはもう決して、平へい穏おんな日常を崩くずさないように心がけよう。家ではアンノにからまれて落ち着く暇ひまがなかったし、これからもなさそうだ。せめて学校でくらいは今まで通り、孤こ独どくで心休まる日々を送らなくては。


　そう……校舎に入ってからいっそう強まったように感じられる周囲からの妙みような視線も、自分の心の乱れが生んだ幻げん想そうに違ちがいない。心を穏おだやかに保てば、こんなものは気にならなくなるはずだ。いつも通り、いつも通りに行くのだ。


　決意を持って教室に入る。と、いつもなら遠目に挨あい拶さつするくらいの小こ石いし口ぐちが、頰ほおを紅潮させつつ気ぜわしげに近寄ってきた。


「あ！　米人くん、おはよう。大丈夫だった？　心配したんだよ、昨日は米人くんちの近くでまた殺人事件が起こったって言うから……その左ひだり腕うで、ガムテープ？」


「ん？　ああ」


　話の途と中ちゆうで気になったらしい。小石口は、米人の制服の左腕に巻かれたガムテープを凝ぎよう視ししていた。それは、アンノに[image: ]まれた跡あとを塞ふさぐために米人が適当に巻いたものだった。


「穴が空いたんでな。塞いだ」


「そ、そう……そっか……」


　小石口はガムテープを見つめたまま、何か言いたそうにしている。おそらく「みすぼらしい」と思っているのだろうが、気にしない。子供の頃ころから他人のお下がりばかり着ていた上に、実利主義を心がけている米人のオシャレ感覚はすっかり枯かれている。このガムテープについても、校則にさえ違い反はんしていなければいいやと完全に開き直っていた。


「……まあ、とにかくよかったよ、米人くんが無事で。昨夜は連れん絡らくを取ろうにも、米人くんの携けい帯たいはつながらなかったし」


「ああ、携帯はちょっと壊こわれて──っていうか俺の携帯の番号、教えてたっけ？」


　孤独を愛する米人は、叔母に持たされた携帯の番号を誰にも教えていなかったはずだが。


「うん、それはともかく」


　そう言って小石口は、米人の疑問に答えず話を続けた。


「結局、先生が米人くんの自宅に電話して、保護者の人に安否の確かく認にんをしてくれたっていうから安心したんだけど」


「教師にも連絡したのか？　お前、どんだけ暇なんだよ」


「暇じゃないよ、暇じゃないけど……米人くんのことだもん、そこは特別だよ」


　なぜか頰を赤らめている。いったい彼に何の得があるのかわからないが、何か事情があるのだろうと米人は適当に納なつ得とくした。


「……まあ、ご苦労なこった」


「ご、ご苦労って……米人くんが、僕にねぎらいの言葉を……!?」


「は？　いや、それは過大解かい釈しやく……」


　訂てい正せいしようかと思ったが、小石口はなにやら一人で感動している。いまさら誤解を解くのも面めん倒どうなので放っておくことにした。


　と、そこに近づくもう一人の生徒。


「……朝からなにキモいことやってんのよ？」


　実み桜おだった。彼女が朝から声をかけてくるなんて珍めずらしいが、しかしなんでこんなに不ふ機き嫌げんそうなのだろう？　米人は疑問に思ったが、その理由はすぐに知れた。


「まったく、昨日は勝手に帰っちゃって。あたしがどれだけ先生に謝ったと思ってるの？　いっそ通とおり魔まに殺されてたら、自じ業ごう自得でせいせいしたのに。……それ、ガムテープ？」


「……巻いてるだけだ、気にするな」


　実桜の視線から左腕を遠ざけるように身体からだを捻ひねりつつ、思い至る。そう、アンノのごたごたで忘れていたが、米人は昨日、集団下校を拒きよ否ひして逃とう亡ぼうしていたのだった。


　……いまにして思えば、集団下校をしておけばアンノと出くわすこともなかったのか。


「……たまには、実桜の言うとおりにしたほうがよかったか」


　そう米人が暗く呟くと、実桜は驚いた様子で──一歩退いた。


「米人……超ちようキモい」


「はぁ!?　人が珍しく殊しゆ勝しようにしてんのに、なんだその反応は!?」


「いやほら、米人はあたしに力尽くで従わされてるくらいが、ちょうどいいじゃない？」


「じゃない？　って同意するわけないだろ！　力尽くを強調するな、そのうち死ぬぞ俺！」


　思った以上に人間扱いされていなかった現状に、米人が全力で文句を述べる。


　そこに隣となりから割り込んでくる、背の小さな女子が一人。


「実桜、そんな汚お物ぶつに関かかわるな。人間としての格が落ちるぞ」


「八や光こう、お前、なんだその言い方は！　関わって欲しくないのは、こっちのほうだ！」


「ああ、耳が腐くさる。貴様のような汚物は、さっさと消毒するべきだ」


　米人の抗こう議ぎに対して苦々しげに呟く彼女は八光檸檬れもん。米人や実桜とは異なる中学の出身だったが、高校で出会った実桜のことをとても慕したっており、その影えい響きようなのか米人のことをひどく毛け嫌ぎらいしている少女だった。ついでにいえば、この高校──八光学園の理事長の娘むすめで、大変な金持ちらしい。


　彼女はその小さな身長から背せ伸のびするようにして、米人を睨にらみ付けてきた。


「まったく……貴様が成績だけは優ゆう秀しゆうな学力奨しよう学がく生せいでさえなければ、とっくに退学だぞ！」


「ほう、そうか。成績が優秀でよかったぜ」


「くっ、おのれ……」


「おのれ……って、なにがだよ？」


　米人は普ふ通つうに言葉を返しているだけのつもりなのだが、檸檬は実に憎にく々にくしげに米人を睨み付けてくる。檸檬とのやりとりは、いつもこうだ。どうも、根本から相あい性しようが悪いらしい。


　そんなやりとりを隣で見ていた実桜が、なだめるように檸檬に言う。


「まあまあ檸檬ちゃん、こんな馬ば鹿かに絡からんでも仕方ないわよ？」


「お前ら……勝手に話しかけてきといて、一方的に俺を貶おとしめるんじゃない！」


　馬鹿だの汚物だの、いつものことながらひどい言い様に米人が改めて抗議する。


　実桜がそれに、面倒くさそうに応こたえた。


「別にあたしらだって、話しかけたくて話しかけてるわけじゃないわよ。というか……」


　……そこでふいに、実桜が視線を落とした。沈しずんだ表情で、躊躇ためらうように言ってくる。


「あの、さ……米人、昨日あたしに、悩なやみがあったらどうとか言ってたじゃない？　壁かべに相談しろーとかなんとか……」


「ん？　確かに言ったが、それがどうした」


「いや、別に、何でもないんだけど……」


　そこで実桜は口ごもったまま、黙だまってしまった。力の無い視線を足あし下もとに向ける。


　まったく似合わない弱気な雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。そこはかとなくうじうじしている。


　……なんだか無性にイラっとした。子供の頃の実桜を見ているようで。


　言いたいことがあるならはっきり言え！　と米人が怒ど鳴なりつける寸前……さきほどからずっと隣に立っていた小石口が、おずおずと、控ひかえ目に声をかけてきた。


「あの、ところでさ、米人くん。さっきから、ほんの少ぅしだけ気になってたんだけど……その後ろの人って、米人くんの知り合い？」


「は？　後ろの人って……うわぁ!!」


　言われて振ふり向いたそこには、まぎれもない──


「アンノ!?」





　──そこに、アンノが居た。部屋着である米人のトレーナーとズボン姿のままで、姿勢を低くドアの向こうに半はん端ぱに身を隠かくしている。


　アンノは米人に見つかると、気取った様子で教室の中へと歩み入ってきた。


「にゅっふっふ……どうやら、ついに見つかってしまったようですね」


「ついにって、おま、いつからそこに!?」


「そりゃあもう、朝言われたとおり『米人さんの後方一・五メートルのここ』にずーっと『こっそり』居ましたとも！」


　咄とつ嗟さに朝の会話を思い出す──そこに居ろよ。あい、ここに居ます──


「……ああ！　お前な、『そこに居ろ』ってのは、俺の後ろにって意味じゃねぇ！　くそ、今朝の通行人からの妙な視線は、お前のせいだったのか──って、ハッ!?」


　思わず説教を始めそうになってから、気付いて周囲を見み渡わたす。教室中の生徒たちが『男物のトレーナーを着た美少女』という部外者にしても癖くせのある存在と、それを相手に声を荒あららげる米人とに注目していた。


「……なんだ、あのすごいかわいい子」


「……滝たき立たての関係者？」


「噓うそでしょ……あの人間嫌ぎらいの滝立に限って」


　こそこそ、ひそひそと囁ささやく声……実桜も先ほどまでのふさぎ込んだような様子から一転、表情をしかめてこちらを睨んでいる。


　やばい、しらを切るべきだったか。いやだが、アンノに腹芸なんか出来ないだろうし……後こう悔かいと焦しよう燥そうにかられる米人に向かって、クラスを代表して小石口が話しかけてきた。


「……ま、米人くん。その子はいったい、どういう……？」


「い、いや、こいつはだな……ただの…………ただの、赤の他人です」


「それはともかく、ねえ、あなた？」


　思わず丁てい寧ねい語ごになった米人の言葉を無視して、実桜はアンノに直接問いかけた。


「本当のところ、あなた、その男とどういう関係なの？」


「んー……くんくん……あ、えと、はい？」


　なにやら鼻をひくつかせながら実桜を見ていたアンノが、声をかけられたことに気付いてはっとする。


　そのまま困こん惑わくしていれば米人も助け船を出しやすかったのだが、アンノはそれなりにはきはきと答えようとし始めた。


「あい、私と米人さんはですねぇ──」


「アンノ……ッ！」


「にゅ？」


　頼たのむから、本当のことは言うな面倒だ他人にこれ以上関わりたくないのにお前とどうこうとかなったら絶対に囃はやされるしネタにされるしああもう想像するだけで面倒くさいからとにかく俺とお前は赤の他人だ赤の他人だ赤の他人だ──


　と、口に出すわけにはいかないので必死に視線で訴うつたえた。


「んー、米人さん？　何か言いたいんですか？」


「さて……何が言いたいと思う」


　米人が何か言おうとしてる、というところまでは気付いたらしいアンノだが、その中身までは読み取れないようで首をかしげた。


　伝われ伝われ伝われ、と念じ続ける米人に対してアンノは顔を近づけると──


「んー…………ペロッ。レロレロ」


　──唾だ液えきの乗った小さな舌で、米人の鼻はな面づらから額までぺろりと舐なめ上げ、それから鼻先を少しくわえ気味にれろれろあむっはふちゅぱっと賞味した。


「……！　…………!!」


「…………!!」


　声にならない悲鳴が教室を満たしたが、声になってないのでアンノは気付かない。


　ひとしきり舐め取ったものをごくんと飲み込み、それで米人の言いたいことがわかったらしい、にっこり笑ってみんなに答えた。


「はい、私は米人さんとは、まったくの赤の他人です！」


「────」


　一いつ瞬しゆんだけ、間があって。


「──うわぁ!!」




[image: ]


「おおおおお!!」


「なんだおま、それ、おま!!」


　米人の悲鳴を皮切りにして、教室に阿あ鼻び叫きよう喚かんが飛び交かった。


　小石口に至っては白目を剝むいている。立ったまま気絶しているようだった。


「畜ちく生しよう、いきなり早さつ速そく、面めん倒どうくさい……俺の平和が……孤こ独どくな生活が逃にげていく……ッ！」


　呻うめく米人の胸むなぐらが摑つかまれる。実桜が険しい顔つきで米人を持ち上げていた。


「実桜!?」


「あんたねぇ……他人とはつるまないんでしょ!?　米人は孤立無む援えんの男じゃなかったの!?　それがあたしに黙って、なんでこんなことになってんの！」


「黙ってって、なんでお前に報告しなきゃならんのだ！」


「え!?　それは、だから……」


　米人に問い返され、実桜は意表を突つかれたように目を丸くした。


　片手で米人を持ち上げたままで、焦あせったように視線を宙に泳がせる。


「ほ、ほら……あたしって、このクラスにおけるあんたの保護者だから！　あんたの問題はあたしが把は握あくして、管理しないといけない制度になってるの！」


「聞いたことねぇよ、そんな制度！　……が、まあ確かにこのままじゃ混乱が広がるばかりで、面倒くさいしな……わかった、本当のことを言おう！」


　と、米人は噓をついた。本当のこと──人食いと餌えさの関係です、なんて言えるわけがない。ということで、噓の中身を頭の中で必死に組み立て、恐おそる恐おそる口にする。


「……そいつはだな。記き憶おく喪そう失しつの、野生児で、訳あってうちの叔お母ばさんが保護することになった子なんだ。で、いろいろ困ってるから俺が助けてやったりしてるわけで。ちょっと変わったところはあるが、それも異文化コミュニケーションというか……まあ馬ば鹿かなんだ。そう、こいつは馬鹿なんだ。本当に馬鹿なんだ。ああ、もう、本当に！　馬鹿なんだよ！」


　……最後の部分だけ、熱が入りすぎた。


　ともあれ米人は必死に訴えたのに、実桜は鼻で笑った。


「いや、噓でしょ」


「なに!?」


「だって、もしその子の身の上が本当だったとして、よ？　それを米人が助けたりなんか、するわけないじゃない！」


　指さしながら思い切り断言され、米人は呻いた。


「ぬぅ、記憶喪失の野生児という設定より、俺の親切のほうがあり得ないっていうのか!?　そりゃそうだよ!!」


「でしょう？」


　不ふ名めい誉よながら、覆くつがえせない事実なので頷うなずき合うしかない。


　ということで結局、実桜はまたしても直接アンノに問いかけた。


「えっと、それで本当のところ、あなたは米人とどういう関係なわけ？」


「にゅー、まあ、だいたいは本当ですよ？」


　……米人が見るに、アンノは意識的に誤ご魔ま化かしているというわけではなく、野生児の設定を本当に「だいたい合ってる」と思っているようだった。そう、あえて噓をつかせるまでもなく、アンノは元から勝手に間ま違ちがえている。


　てっきり何か否定の言葉が返ってくると思っていたらしい実桜はアンノの適当な答えに狼狽うろたえ、聞き返した。


「え？　ってことはまさか本当に、米人があんたを助けたの!?」


　その質問に対して、アンノはやっぱり間違えた。


「あい！　昨日は米人さんの体を、何度も食べさせて貰もらっちゃいました、えへへ」





「たべ………………」


「え、それまさか……」


「………………」


「……にゅ？」


　さきほどまでざわついていた教室が、完全に静まりかえっていた。米人も、硬こう直ちよくした身体に脂あぶら汗あせを流して死にそうになっていた。


　場の雰ふん囲い気きが急変した理由をわかっていないらしいアンノは、不思議そうに周囲を見回している。


　いち早く立ち直ったのは、実桜だった。困惑したままながらに、アンノの発言はどこがどう間違っているのかを確かく認にんしようと恐る恐る問いかける。


「あのー、あなた。それって、どういう……？」


「どういう……？　ええと、美お味いしかったです！」


　どういう味か訊きいてるわけじゃねぇよッ!!　とツッコむわけにもいかない米人がどうしていいかわからず震ふるえている前で、まさか言葉通りの意味で米人を食べた話をしているとは思っていない実桜は怪け訝げんそうに聞き返した。


「おいし──って、え、どういう意味……？」


「にゅ？　わかりませんか？　えっと、つまり」


　訊かれたアンノは「美味しい」という単語の意味をなぜ質問されたのか不思議そうにしながらも、わかりやすく言い直した。


「つまり、米人さんはすっごく……うまかったんです」


　──ざわざわざわっ!!　という音を伴ともなって生徒たちの間に戦せん慄りつが走った。


　うまい？　上う手まいってなにが？　なにがって……言っていいの!?　アイコンタクトでそんな会話を交わし合う生徒たち。教室の熱気が妙みような具合に捻ねじれ高まっていく。


「ア……ンノォ……」


　米人はどんな表情をしていいのかわからないまま、死にそうな様子で喉のどの奥から細々とアンノに向かって呼びかけた。


　さすがに、なにかまずいと気づいたらしい。アンノはじっと考え込んでから、ハッとした様子でぽんと胸の前で手を打った。どうやらようやく「人間は人間を食わない」という大事なことを思い出したらしい。アンノは慌あわてて訂てい正せいの言葉を口にした。


「あの……誤解しないでください！　今朝は我が慢まんして、味見までしかしてません！」





　バタン！　──という小石口が床ゆかに倒たおれる音がきっかけだった。


　教室が爆ばく発はつした。


「小石口──小石口が泡あわ吹ふきながら倒れブハァ！」


「落ち着け！　まず鼻血をとめるんブハァ！」


「あ、味見ってなんだ!?　味見ってなんなんだよ!?」


「考えるな！　死ぬぞ！」


「滝立……いや、滝立さん！　あなたのこと誤解してました、俺を弟で子しにしてください！」


「馬鹿野や郎ろう、滝立相手に卑ひ屈くつになるな！　ということで滝立、俺と連れション行こうぜ？」


「うわ、なんか男子が卑ひ猥わいになってる……卑猥になってる！」


「卑猥！　卑猥！」


　勝手な憶おく測そくを孕はらんだ喧けん噪そうに教室が包まれる中、米人はアンノを引きずるようにして逃げだそうとしたのだが、強い力に引き戻もどされた。背中を実桜に摑まれていた。


「ちょっとキモ米人！　一から十まで、包つつみ隠かくさず話してもらおうかしら？」


　バキバキと、拳こぶしの関節が恐ろしい音を立てている。


「ぼ、暴力反対！　最近のお前の腕わん力りよくは洒落しやれにならん！」


「はあ？　誰だれの腕力が「かぷ」アッ」


「おま…………」


「………………」


　再度、教室が静まりかえった。


　怒いかり心しん頭とうだった実桜の首筋に、突とつ如じよとしてアンノが[image: ]かみついたためである。


「……おい」


「むにゅ……んむ……」


「アッ……ンァッ……」


　アンノは何かを確認するようにしばらく口元をもごもごさせて実桜に喘あえぎ声を上げさせてから、やがて口を離はなすと不思議そうに首をひねった。


「んー……この人、凄すごくいい匂においがするのに、米人さんと違ちがって美味しくないです」


　やっちまった、と思うと同時に、今だ！　と開き直る。


「……さて、もうこんな時間だし、そろそろ帰ろうかな」


　と、当たり前のような顔をして、アンノを引きずり出口へ向かう。


「あ……ちょっと！　まだ朝のホームルーム前でしょうが!?」


　実桜は正気を取り戻したが距きよ離りは遠い。捕まらないと判断し、米人はそのまま加速した。


「ふん、病欠だ病欠！　教師には、俺は全身の穴という穴から血を流して保健室へ行ったと伝えとけ！」


「それ大惨さん事じじゃない！」


「とにかく、さらば！」


　米人はアンノを引きずったまま、躊躇ためらうことなく教室を飛び出した。





　程ほどなくして、担任の花はな園ぞの教師が入ってきた。相変わらず、だるそうに。


「おーい…………って、なんだこりゃ？」


　彼は教室内の様子を一目見て、表情をしかめた。ぐちゃぐちゃだ。机や椅い子すがいくつか倒れる中、男子どもは鼻血にまみれ、女子どもはモジモジそわそわし、小石口に至っては幸せそうに倒れていた。


「はぁ…………なぁ、お前ら、元気なのはいいけど。いや、よくないんだよ。元気はよせ。うるさいと、俺が職員室で皮肉を言われるんだ。ちょっとくらい元気のない感じで過ごしてくれ。……なんで小石口は鼻血流して、気絶してるんだ？」


「彼は青春の犠ぎ牲せいになったんです」


「なかなか詩的で評価したいが、残念なことに俺は数学教師だ。とりあえずお前ら、席に着いてくれ。小石口も、誰か運んでやれ」


　ぞろぞろと、どこか気の抜ぬけた様子で生徒たちが席に着いていく。


「あと……滝立はどうした？　今日は、あいつがサボるような行事は無いと思うんだが」


　花園教師が不思議そうに周囲を見回す。口ごもる生徒たちの中、実桜が申し訳なさそうに答えた。


「あー、すいません、米人はちょっと体調が、あれとかで……」


「体調……？　……ま、いいかそれで、面めん倒どうくさいし」


　実桜の報告を受けた花園教師は投げやりに、出席簿ぼにペンを走らせた。


　そのやりとりを隣となりで見ていた檸檬が、実桜に対して不満げに口を尖とがらせる。


「実桜……、いつもいつも、滝立のことなんて庇かばわなくていいのに」


「あはは、それはそうなんだけどね。ま、あいつもただ自分勝手なだけで、意外と悪意があってやってるわけでもないから、さ」


　困った様子で笑いながら、米人を擁よう護ごする言葉を吐はく実桜。檸檬は納なつ得とくいかないというような表情で実桜を見つめた。が、米人以外に対しては居い丈たけ高だかな態度を取ることなく、むしろ控ひかえ目な性格を示す彼女は、それ以上、文句を言うことはしなかった。


　──そこでふと、実桜が視線を虚こ空くうにすべらせ、大きなため息をついた。


「……はぁ～」


「……大だい丈じよう夫ぶ、実桜？」


　普ふ段だんにない実桜の様子に、檸檬が心配そうに声をかける。


　それに対して実桜は、取り繕つくろうような笑え顔がおで答えた。


「え？　うん……もちろん、大丈夫、大丈夫」


　その表情には、明らかな誤魔化しが浮うかんでいた。檸檬は躊躇いがちに問いかけた。


「……ねえ、実桜。さっき、あの女の子が出てくる前に……何か、滝立に言おうとしてなかった？　悩なやみが、どうとか」


「あ……ううん。別に、なにも？」


「……本当？」


「やだなー、本当に何でもないって。ほら、檸檬ちゃんもはやく席に着かないと、花園先生がやさぐれちゃうよ？」


「…………」


　檸檬は腑ふに落ちない表情のまま、けれどそれ以上、追つい及きゆうすることもできず、ただ自然と口の中で一言だけ──「おのれ、滝立……」という、呟つぶやきを漏もらした。





　　　　[image: ]




「……司書は、準備室かどっかか？」


　ホームルーム中の校舎を渡わたり、米人とアンノが辿たどり着いたのは図書室だった。朝の始業前はそれなりに賑にぎわうところだが、チャイムの鳴った今はもぬけの殻からになっている。


「おお、本がたくさん！」


　嬉うれしそうに本ほん棚だなに駆かけ寄るアンノに向かって、米人は深々とため息をついた。


「っはぁぁぁぁぁぁ……ったく、いい加減にしろよお前！　問題発言を天まで積んで俺の平へい穏おん無事な生活を破は壊かいした上に……なんでいきなり実桜に[image: ]みつくんだよ!?」


　怒ど鳴なり気味に問うと、背を向けていたアンノがゆっくりと振ふり向いた。それは思いの外に真ま面じ目めな表情で、米人をやや気き後おくれさせた。その表情と同じ調子で、アンノが言う。


「……あの人から、美味しそうな匂いがしたんです。だから、もしかしたらあの人が私の探し人かもしれないと思って……」


　その言葉を聞いて、米人の中の怒りが萎しぼむ。


　アンノの探し人。それは事態を解決するためには重要なことである。


「ぬ……それはちょっと無視できない話だな。で、結局は違ったわけか？」


「あい。美味しそうな匂いだったのに、なぜだか実際は、ぜんぜん美味しくない味で……それに、あの味……」


「味？　それって、実桜が何を考えてたかって事か？」


「あい」


　アンノが頷うなずく。米人はふと、思いついた疑問を口にしてみた。


「そういえば、お前は探し人の味を覚えてるって言ってたけど、味ってそいつがそのとき、何を考えてたかによるんだろ？　だったら、味で人を判別なんて出来るのか？」


「出来ますよ。考えてることがどんなであっても、人によって味には個性がありますから。例えば、同じ言葉でも、誰が言ったかは声でわかるじゃないですか」


「ああ、なるほど」


　声せい紋もん鑑かん定ていなんてのもあることを考えると、確かに個人差というのは内容に関係なく出てくるものなのかもしれない。


　納得する米人の前で、はきはきと喋しやべっていたアンノは急激に表情を沈しずめていった。


「……でも、あの味は……」


「なんだよ、実桜の味か？　目的の相手と違うなら、どんな味でも構わんだろ」


「にゅう…………じゅぽ、えい！」


　アンノが唾だ液えきを指に付けて突つき出してくる。


　突とつ然ぜんのことにやはり反応できず、米人は思い切り口の中に突っ込まれてしまった。


「うぶっ、な、なんだよいきな──」





『助けて……！』





　頭の中で聞こえた微かすかな叫さけび──やや輪りん郭かくがぼやけていたが、それは確かに実桜の声に聞こえた。


「……なんだ、こりゃ？」


「さっきの、実桜さんという方の味です。表面的には米人さんに対する『この野郎』味をしてましたけど、奥には隠し味として、この『助けて』味がしました」


「隠し味？　潜せん在ざい意識、みたいなもんか……？　にしても──」


　──助けて、とは。いったい何からなのか。


　思えば昨日。パンチのキレが無いぜ、と言って自分は実桜の注意をそらしたが、あれは口から出任せを言ったわけではなかった。十年近く叩たたかれ続けてきた米人にはわかる違い和わ感が確かにあったのだ。それに今朝の煮にえ切らない様子……


　やっぱり家庭の問題なのだろうか？　それとも別の……


　ひとしきり想像を巡めぐらせてから、米人は結論を口にした。


「……まあ、俺には関係ない話だな」


　それは米人にとって自然に導き出された結論だったが、アンノには意外な答えだったらしい、目を丸くして驚おどろきの声を上げてきた。


「ええ!?　どうしてですか!?　困ってるなら、助けてあげましょうよ！」


「んなことして、なんの得があるんだよ。だいたいな、お前は知らないだろうけど実桜の父親は元プロボクサーの、武ぶ闘とう派だぞ？　俺になんとか出来ることなら、まずあのおじさんがどうにかしてるよ」


　……もし、そのおじさんが原因だったら──という考えは、ひとまず捨てておく。


「で、でも！　実桜さんは米人さんの前で、助けてって言ってたんですよ!?」


「それはお前が勝手に舐なめたら聞こえたってだけで、実際に言ってたわけじゃないだろ。それにたとえ言ってたとしても、やっぱり俺には関係のない話だし。あいつが探し人じゃないんなら、お前にだって無関係だ。だろ？」


「か、関係ないことなんかありません！　助けてと思っていると知ったんですよ!?　なら、絶対に助けるべきです！　人はみんな、幸せになるべきですから！」


　……なんだか子供の頃ころ、誰だれかに聞かされたような言葉だった。だが──


「さっぱり共感できんな。他人の幸不幸なんて、知ったことか」


「いいえ、米人さんにだって共感できるはずです！」


　不服げなアンノは人差し指を立て、米人に迫せまるようにして言ってきた。


「いいですか、米人さん？　人は幸せなほうが絶対、絶対……食べると美お味いしいんです！」


「誰にも共感できねぇよ、よだれを垂らすな！　ったく……」


　米人は、昨日からため息が自分の癖くせになっているなぁ、辛しん気きくさくて嫌いやだなぁ、と思いながら、改めて短くため息をついた。





「まあ、人の幸せだのなんだの、哲てつ学がくの話はそれくらいにしてだ。せっかく図書室に来たんだから、やることやるぞ。幸い、今は人目もないし、ここならＰＣも使える。インターネット越ごしじゃお前の嗅きゆう覚かくは頼たよれんが、人間に穴が空いたような事件とか……人食いの情報を調べれば、なんか出てくるかもしれん」


　そう言いながら、壁かべ際ぎわに設置されたＰＣ席に腰こしを下ろす米人。


　米人はどうやら、本気で実桜のことについては放置するつもりらしい。でも、アンノはどうしてもあの『助けて』味が気になった。食い下がるように声をかけた。


「米人さん、本当にいいんですか？　実桜さんのこと、このままで」


　米人は視線をパソコン画面に向けたまま、口だけで対応してきた。


「ったく、面倒くさい奴やつだな。お前がそんな偽ぎ善ぜん者だとは思わなかったよ」


「私だって、米人さんがそんなに薄はく情じようだとは知りませんでした！」


「じゃあ覚えとけ。俺は他人なんかのために、自分の時間を一分一秒とて使う気はない。今の世の中、独りで生きていくほうが楽だし効率的だ。俺はこのまま他人と関かかわらずに、高卒公務員になって死ぬまで独り、平穏に暮らしていくのが夢なんだ」


「……にゅう」


　独りで生きていくのが楽？　そんな馬ば鹿かな。


　アンノの中の、思い出せない記き憶おくが訴うつたえている。人間には、孤こ独どくという不幸に立ち向かう強い力が備わっている。だからこそ人は美味しくて──強くて、やさしいのだ。


　それなのに……という思いが、強い不満の言葉となってアンノの口から漏れた。


「まったく、なんで米人さんはそんなに薄情なんですか！」


「……なんで？」


　……聞き返す米人の周囲だけ、空気が歪ゆがんでいた。


　この会話を始めてから初めて、米人がパソコンの画面から視線を外し、こちらを見た。


　どこか乾かわいて感情を映さない沈んだ瞳ひとみ。アンノの背筋に震ふるえが走る。


　米人は、塊かたまりを吐き出すかのように、言った。


「それは、俺以外の人間に訊きいてくれ。なんで薄情なのか。なんで酷ひどいことが出来るのか」


「…………米人、さん？」


　……窓の外を、鳥が横切った。高い囀さえずりが空間を横切り、遠ざかっていく。


　唐とう突とつに、窓から差し込む太陽光の明るさを思い出す。いつもと変わらぬ口調で、米人が言った。


「他人嫌ぎらいに理由はない。むしろ、他人のために行動してなにかいいことがあるのか？　お前の特とく殊しゆな味覚以外で」


「あ、ありますよ！　人のために頑がん張ばると、こう、すごく気持ちがいいですし！　それに、えっと……美味しいですし……あとまあ……すごく美味しいですし」


「三分の二が味覚じゃねぇか！　しかも残りの一つも、気持ちがいいって……俺は他人を幸せにするより、独りで昼ひる寝ねでもしてるほうがよっぽど気持ちいいよ。ったく、まともに考えて今の世の中、他人と関わることにはメリットよりデメリットのほうが大きい。そういう合理的な判断が出来るから、俺は独りで生きていくんだ。わかったな」


「わかりません！」


「わかったことにしとけ。とにかく、俺は実桜の件には関わらんからな。それよりほれ、検けん索さく結果……うげ、人食いで調べたらグロネタだらけじゃねぇか。インターネットってのは本当に碌ろくでもない、世も末だな。とりあえず、ニュースに限定して調べてみるか」


「…………」


　……あからさまに会話を打ち切られてしまった。が、アンノは会話を打ち切られたことに対する不満よりも、米人に対する言い様のない不安を、より強く感じていた。


　米人は噓うそをついている。そして、間ま違ちがっている。根こん拠きよのないそんな直感に打たれて米人を直視すると、その姿にはどこか歪みがあるように感じられた。


　このままでいいはずがない……実桜を助けたいとなんの理由もなく思ったように、アンノは米人を助けなければいけないという、根拠のない使命感のようなものを感じていた。





「…………んーむ。この記事、昨日のあの女の件か」


　米人はパソコンの画面に映るニュース記事を見て、眉まゆをひそめた。


　この町で起きている連続殺人の最新のものとして昨夜、米人の前で身体からだを内側から牙きばの化け物に食い破られた、あの女性のことが報じられていた。


　被ひ害がい者の名前と年ねん齢れいが載のっている。それを見て、今いま更さらに少し吐はき気に襲おそわれた。顔写真が載っていなくてよかった。そんなものを見たら、本気で吐いていたかもしれない。


　あのときは、まともにショックを受ける暇ひまもなかったが……今の冷静な状態で、あの情景を思い出したくはなかった。


　頭の中にまとわりつく生なま臭ぐさい空気を払はらうように、軽く首を振ふる。


　改めて事件のニュースを辿たどってみる。昨日までで、殺人は四件。被害者の性別や年齢に偏かたよりは無い。彼らの共通点はこの市内に住んでいたことと、もう一つ。


　殺害される一週間ほど前から徐じよ々じよに、情じよう緒ちよ不安定になっていたらしい、ということ。


　人によって、暴力的になったり金かね遣づかいが荒あらくなったり異性関係が奔ほん放ぽうになったりと、形は違ちがうものの、とにかく性格が変わる──あるいは、ある証言者が言うには「抑おさえが利きかなくなった」感じになっていたらしい。


　それが一週間近く、程度を増しながら続いていって、やがて……遺体が発見される。どこか一部が食い破られた状態で──


「……あれ？」


　そういえば、あの牙。ここまで来て、連続殺人の犯人がアンノだとはさすがに考えづらい。おそらくあれが事件の犯人だったはずだが、しかし……あれはなんだったのか。


　いまのいままで、アンノに関する面めん倒どうにかまけてすっかり忘れていた。


「アンノ。昨日の夜、お前が一飲みした牙の化け物……あれはなんなんだ？」


　半分以上、まともな答えを期待しないでの問いだった。


　だが、アンノは顎あごに手を当て、存外にすんなりと答え始めた。


「うーん、記憶は不完全ですが、あれは確か七次元体ユーリ・フオルクと呼ばれるものです」


「ユーリ・フォルク？」


「あい、組織が作った人造生命です」


「……組織、ときたか。どんな組織かは、また忘れてるのか？」


「もちろんです！」


　外宇宙人に続いて、組織である。アンノの庶しよ民みんぶりを見ている米人からすると、なんとも荒こう唐とう無む稽けいに聞こえる壮そう大だいな単語だった。


「……まあいい。で、その七次元体ユーリ・フオルクってのはなんなんだ？」


「根本的には私と同じ他次元生物ですけど、私みたいに人を食べたりはしません。代わりに人の中に潜もぐり込んで、同化するんです」


「寄生虫、みたいなもんか？　……で、その同化ってのをした結果が、あの、昨日の女みたいに、こう、内側からぐわっと──」


　──喰くう。千切る。殺す。……直接的な言葉が喉のどにつかえ、息が詰つまった。


　アンノもまた言いにくそうに、言葉を選ぶような様子で説明を続けた。


「七次元体ユーリ・フオルクは人に同化したあと、十分な栄養を得ると実体化します。そうすると成長した雛ひなが卵の殻からを破るように、人の身体を内側から……」


「……なるほどな。で、生まれた七次元体ユーリ・フオルクは、また別の人間の中に潜り込むと……」


　そうして連続殺人が起こっていたのか……と思ったのだが、米人の言葉に対してアンノは首を横に振った。


「いえ、それはないです。一度実体化した七次元体ユーリ・フオルクは基本的に肉の塊かたまりですから、よほど特殊な成長をした個体以外、生きた人間の中にまた入る、なんてことは出来ません。昨日のあの子には、確実に無理です」


「は？　じゃあ、いままでの事件はそれぞれ、別の七次元体ユーリ・フオルクの仕し業わざってことか？　じゃあ、これまでの事件で実体化した奴らはどこいったんだよ」


「さあ……誰かが食べちゃったんじゃないですか？」


「あんなの食うのはお前だけだ！　……まあ、これ以上は考えてもわからんか」


　息を吐き、血なまぐさい思考に区切りをつける。それから、アンノに向かって言う。


「しっかし、お前からこんな流りゆう暢ちように情報を聞き出せるとはな。なんか、びっくりだ」


　聞きようによっては失礼なその言葉に、アンノ本人も素直に頷うなずいた。


「あい、私もびっくりです。どうも、食べたものについては記憶がはっきりするみたいで」


「ほう」


　どこまで信しん頼らいできる話なのかはわからないが、それが本当なら意外と、味を手がかりにした人探しというのにも現実味が増してくる。


「……にしても、この町ではその七次元体ユーリ・フオルクが原因らしき事件が、ここ一週間で連続して起こってる。で、お前は昨日あたりからふらふらと、記憶もなくこの町を彷徨さまよってたわけだ。……これってなにか、関係があるんじゃないのか？」


「にゅう、記憶にはないですけど、でも……私が七次元体ユーリ・フオルクを美味しそうと思うのと同じように、彼らも私や、他の七次元体ユーリ・フオルクを美お味いしそうと思ってるのかもしれません。私たちは、生き物として似てますから」


「ん……？　似てると、美味しそうなのか？」


「あい。人間だって、お野菜よりもお肉のほうを、ごちそうだって思うじゃないですか。生物学的に似ているもののほうが、食べると美味しいものですよ」


「……似てる似てないを基準に食い物の話をされると、なんか嫌いやだな」


「そうですか？　食べ物以外で言うなら……ほら、人間は自分と異なる赤の他人よりも、自分に似ている家族のほうが好きじゃないですか？」


「っ…………」


　無む邪じや気きに発せられたアンノの一言に、米人の表情が思わず強こわばる。米人は硬かたい口調で言葉を返した。


「……別に、そうとも限らん。家族だからこそ、嫌きらいってこともある」


「んー、そうなんですか？　難しいですね、えっとじゃあ──」


「いや、例え話はもういい。とにかく、お前を含ふくめた異次元なんちゃらはお互たがいが美味しそうに見えてるから、共食いをするためにこの町に集まってる、と言いたいわけか？」


「あい。……まあ、実際のとこはよくわかりませんけど」


「なんだそりゃ」


　……まあなんにしろ、あんな化け物には二度と出くわしたくないものだ。


　そんなことを考えてから、隣となりにいるアンノがその化け物の筆頭だということを思い出し、米人は自分の心配が、なんだか滑こつ稽けいなもののように思えてきてしまった。
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　……小さな瞳ひとみいっぱいに涙なみだを溜ためていた。


　それはまだ出会ったばかりの頃ころの、幼なじみ。


　なんだったか……。彼女は泣きそうになりながら、米まい人とに言ったのだ。


「────に────────って──────たの」


　なにか、それはとても腹の立つ言葉だった。


　だから米人は即そく座ざに、キレた。


「ふざけんな！　ばかめ！　この、おろか者め！」


　叱しかりつけてその場を去ろうとした。


　すると彼女は泣きながら……米人の後についてきた。


「ううううう……」


「くっ……」


「うううううう……」


「…………」


　しばらく無視していた米人だったが、いつまでもついてきて呻うめくように泣き声を漏もらす彼女に根負けした。ため息をついて立ち止まると、背後の彼女に向き直った。


「ったく……うっとうしい。ついてくるのか泣くのか、どっちかやめろ！　騒そう音おん公害だ！」


　その言葉に幼い彼女は泣くのをこらえようとしたが。


「うぶ、ふぶぶぶぶ……」


「……こらえきれてないじゃないか」


「ううう、だってぇ……」


「うるさいな……ったく。ほら、泣きやめよ」


　米人は不承不承、彼女の頭に手を置いた。それから猫ねこに対してするようなつもりで、ぽんぽんと叩たたいてやった。


　すると彼女はすぐに泣き止やみ、代わりに意外そうな表情で米人を見てきた。


「米人……やさしい」


「違ちがう、これは妥だ協きよう案だ。忘れるなよ、おれだって一皮剝むけばおまえの敵なんだからな」


「て、てきふぶぶぶぶ……」


「な、泣くな！　いまはあれだ、おれとおまえは利害がいっちしてる」


「りがい？」


「そう。おれは、おまえが泣いてないほうが静かでいい。おまえだって、泣いてたくはないだろ。だから、おれたちの利害はいっちしているのだ」


「おお！　米人はすごいね」


　わかったようなわかってないような単語を得意げに振ふり回す米人に、彼女は尊敬の眼まな差ざしを向けてきた。


「ふふん、おれがすごいんじゃない、おまえらがおろかなんだ」


「ううん、米人はすごいよ……米人はいつも一人ぼっちなのに、ぜんぜん平気だし」


「おまえは勘かん違ちがいをしている。まわりはみんな敵だから、ひとりのほうが安全なのだ」


「まわりはみんな敵なの？　じゃ、じゃああたしも、米人の敵なの？」


「もちろんだ！　だが、いまは利害のいっちだ」


「りがい……」


「だが一皮剝けば敵だ。油断するなよ。突とつ然ぜんなぐりかかるかもしれないぞ！　がぁ！」


「うわぁ！」


　ポカポカポカ


　脅おどかすように迫せまる米人のことを、少女の腕うでが懸けん命めいに叩いた。ちっとも痛くはないそれを受けながら、米人は満足げに頷いた。


「そう、それでいい。襲おそいくる敵には誰だれであろうと、容よう赦しやをしないで立ちむかうのだ」


「うう……わかった。あたし、容赦しない。容赦しないで……なぐる！」


「そうだ、どんどんなぐれ！　実み桜お！」
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　米人は図書室の奥まった位置にある席で目を覚ました。いつのまにか、うつぶせの状態で眠ねむってしまっていたらしい。


　……なんか、ものすごい墓ぼ穴けつを掘ほる夢を見た気がする。過去の記き憶おくを夢で見るのは初めてだが、あれは確かに……じゃあ、実桜が俺を殴なぐるようになった原因って、俺の一言？　まさかの自じ業ごう自得!?　ああ、やっぱり他人に関かかわると碌ろくなことにならない。くそ、あのときの実桜がなんか、見過ごせないくらいムカつくことを言いやがるから、つい……


　九年越ごしの後こう悔かいにため息をつきながら隣を見ると、アンノも机に伏ふせって寝ね息いきを立てていた。そして二人の前には数冊の画集が広げられていた。


　そう、インターネットでは有意な情報が得られなかったので、せめてアンノの探し人の特とく徴ちようを探さぐろうと、いろいろな人物画や人物写真の中に探し人に似ているものがないか確かく認にんをしていて……そのうち、なんの成果もあがらないまま二人して眠ってしまったのだった。


　見ると、十七世紀ヨーロッパの偉い人じんを紹しよう介かいする本が一冊、開いたままになっていた。音楽室にあるような肖しよう像ぞう画と共に、聞いたことのない人物の名前と言葉が記されている。


『──人は未来へ進むとき、必ず過去と対決することになる。そこに例外は無い。若者は大人の過あやまちと。子供は自らの未熟と。老人は歴史と。赤子は生まれてしまったという事実と。そして全すべての人間は、叶かなえられなかった理想と、等しく戦わなくてはならない』


　……意味を摑つかみきれない文句だが、なにかとても面めん倒どうくさそうなことを言っているなぁ、と思った。その感想につられるようにして、大きなあくびが漏れた。


「ふぁ～あ……」


　昨日の夜は緊きん張ちようしてなかなか眠れなかったからな……女の子が部屋にいたからとかではなく、獣けものに狙ねらわれた獲え物ものの心境として。


　米人は大きく伸のびをして、改めてアンノを見た。


　昨日は押し入れで寝ているアンノのことが得体の知れない化け物のように思えたが、こうして目の前にしてみると、それは普ふ通つうの少女の寝顔にしか見えなかった。


　もしここで喉のどに指を突つっ込んだら、自分の体を吐はき戻もどすだろうか……


　米人はそっと指を伸ばすと、アンノの無防備な…………鼻をつまみ上げた。


　アンノが口元と目元をそれぞれ歪ゆがめて、


「ふぬゅぬゅ……」


　と呻いた。


「…………はぁ」


　いま無理矢理吐かせて、あるいはそれで一時的に肉体は戻るかもしれない。だが、それでは後が怖こわい。なにより、自分はケチだが強ごう盗とうの気はない。盗ぬすまれたものだからといって、盗み返すのは許されることではない。盗まれたものは、公正に返へん却きやくされるべきなのだ。


「……まって……」


「ん……？　ッ！」


　寝言に呼ばれた気がして視線を向けると、アンノが眠ったまま涙を流していた。


　ふいに……人を食う、という異質に目を引かれていたが、その能力を差し引けば彼女は人を探して家を出た、ただの迷子なんじゃないかと思えてきた。


　……まあ、能力を差し引いて考えることに意味など無いのだけど。もしもアンノが普通の人間なら、自分は絶対に面倒を見ない。警察に送り届けるのがせいぜいだっただろう。


　と、図書室のスピーカーからチャイムが流れた。時計を見ると、驚おどろいたことにもうお昼休みの時間になっている。結構な時間を寝過ごしていた。


「やばいな、昼休みはかなり人が来るぞ、ここ……おい、アン──」


　──言葉に詰つまる。


　涙を浮うかべたアンノの口元が、わずかにゆるんでいる。笑っていた。夢の中で、探し人に会えたのだろうか。


　……よくよく考えれば、無理してアンノと同行することはない。そもそも、自分は孤こ独どくな人生を望んでいたわけで……だからアンノは起こさないことにした。


　とりあえず本を巧たくみに積み上げ、積み木の城かトランプ細工のようにしてアンノを匿かくまうバリケードを築き上げた。これなら外から見て、ただの本の塊かたまりにしか見えないはずだ。


　……こんな場所に本の塊があるというのも、それはそれで問題な気はするが……


「……まあ、いいか。じゃ、購こう買ばいにいこ」
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　買ったパンを手に教室に戻った米人は、他ほかの生徒たちからの好こう奇きの視線に晒さらされたが全力で無視をした。何人かの男子生徒は「自分を弟で子しにしてください！」と熱心に入門を志願してきたが、それも全力で断った。そもそも、何の弟子なのかがさっぱりわからないし。教室の隅すみで女子たちが語り合う言葉から、アンノの一連のカミングアウトが『滝たき立たて卑ひ猥わい事件』という屈くつ辱じよく的な命名をされているとわかったが、それにも気付かないふりをした。


　そうしてなんとか午後の授業を乗り切った放課後、帰り支じ度たくをする米人のところに実桜が近づき、話しかけてきた。


「ちょっと米人」


「俺は潔白だが、なんだ」


「どういう返事よ……別に『卑猥事件』のことじゃないから。ほらこれ、書いといてよね」


　実桜は小さなプリントを一枚、手て渡わたしてきた。そこに書かれた文字を読んでみる。


「『遅ち刻こく届』……って、なんだこれは！　俺は遅刻なんてしとらんぞ！」


「じゃあ保健室の利用証明でもいいけど？　ちゃーんとあるなら、だけど」


「くっ、なんだその用意周しゆう到とうな制度は!?　だいたい、俺が学校に来てたのはお前も知ってるだろ、見み逃のがせ！」


「見逃すか！」


「ですよねごめんなさいッ！」


　脳天にお断りチョップを見み舞まわれ、コンマ二秒で謝罪する。


「登校してたって、出席をしなかったら意味ないでしょうが。……というか、あんたって行事はいつもすっぽかすくせに、授業はサボり慣れてないのね」


「ふん、当たり前だ。公務員になって浮き沈しずみのない人生を送るためにも、授業はちゃんと受けることにしてるからな」


「相変わらず、侘わびしい将来設計ね……ま、公務員を目指すって言うならこんな書類くらい、ぱっぱと書いちゃってよ。私は早くこれを提出して帰りたいし、あんたも呼び出しなんて食くらいたくない。ほら、利害の一いつ致ちってやつよ」


「……利害の一致、ねぇ」


　……そこで。なぜかこのタイミングで、ふと思い出してしまった。


　『助けて』という実桜の味を。


「……？　なに？　キモいんだけど」


　思わず、実桜の顔を見つめてしまっていた。慌あわてて視線をそらし、文句を返す。


「キモいとはなんだ。名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえて、和解金として小銭をかすめとるぞ痛い！」


「えらーく規模の小さい脅おどし文句が聞こえたけど？」


　米人の脳天に、実桜のチョップが落ちていた。


「う、噓うそです噓です気のせいです」


「…………はぁぁ」


「……？　なんだよそのため息は」


　深々としたため息をつく実桜。その珍めずらしい姿に、米人は思わず問いかけてしまった。


　すると実桜は、慌てたようにそっぽを向きながら答えてきた。


「え、あ、別に……何でもないけど」


　……明らかに、何でもないようには見えない。が、米人は無理矢理に頷うなずくことにした。


「なるほどそうか、どうでもいい」


「あんたが訊きいたんでしょうが！」


「ッ！　……あれ？」


　お叱しかりパンチ──が来るかと思い身構えていた米人の前で、実桜はふっ、と肩かたから力を抜ぬいて息を吐はいた。


「……とにかく、遅刻届、書いといてよね」


　そう言い残して、実桜は他のクラスメイトのところへ行ってしまった。


　実桜の打だ撃げきは後にダメージを残さないから、殴られた痛みもすぐに引いていく。米人の下もとにはただ遅刻届だけが残された。……どうにも調子が狂くるう。


　米人がすっきりしない表情で実桜を見ていると、今度は檸檬れもんが近づいてきた。いつも米人に対しては不ふ機き嫌げんに接する檸檬だが、今日の様子は特にひどい。


　憎にく々にくしげな表情で米人を睨にらんだまま、いきなり質問を口にしてきた。


「貴様……実桜に何をした」


「は？　何って……何かされたのは俺のほうだろ。いまのやりとり、見てなかったのかよ」


「そういうことじゃない！　実桜は……実桜は最近、様子がおかしい」


「様子？」


　問い返すと、檸檬はそのことについて、躊躇ためらいがちに語り始めた。


「そう……遊びに誘さそっても毎日断るし、その理由も誤ご魔ま化かすし……それに、ふとした瞬しゆん間かんに疲つかれたような様子でぼーっとしたり、ため息をついたり……きっとなにか、悩なやんでるんだ。なのに、誰だれにも何も言わないで……」


　どうやら、普ふ段だん以上の檸檬の厳しい表情は、実桜に対する心配によるものだったらしい。


「…………」


　米人の脳のう裏りに、檸檬の言葉から連想されるようにして様々なイメージが浮かぶ。違い和わ感のあるパンチ、何かを相談しようとする朝の様子、そして……『助けて』という味。


「…………くそ、お前もアンノも、勝手に人を巻き込もうとしやがって」


「は？」


「とにかく。実桜が悩みを隠かくすのは昔からだ。単なる性格だよ。俺には関係ないことだ」


「わ、私とて、貴様と実桜は関係ないと思いたい！　が、不本意で仕方がないことに……貴様は実桜の、幼なじみだろう？」


「そう、単なる幼なじみだ。悩みまで気にするような間あいだ柄がらじゃあない」


「だ、だが、しかし……貴様には実桜を心配する、義理があるはずだ！」


「はぁ？　そんな義理、どこにあるんだよ」




[image: ]


　あるはずがない、と思って米人は問い返した。と、檸檬は米人を睨み付けたまま、思いもかけないことを言い出してきた。


「実桜は……誰かが貴様の陰かげ口ぐちを叩たたいていたら「そうでもない」と擁よう護ごし、教師が貴様を問題にしようとしたら「なんとかする」と請うけ負い──貴様を、守っているじゃないか」


「……は？」


　まるで理解できない文章を、時間をかけて咀そ嚼しやくする。実桜が、米人を、守っている……


「……は、はぁ!?　なんだそりゃお前、そんなことあるわけ──」


　──あるわけ、あるか？


　米人は改めて、過去の記き憶おくを思い返してみた。……確かに、小学校や中学校で実桜と同じクラスになったときは、教師からの説教も、周囲からの文句の声も少なく、過ごしやすかった気がする。もちろん、代わりに実桜に殴なぐられっぱなしの怒おこられっぱなしだったので、トータルで考えれば生活環かん境きようは悪化していた気もしたが……実桜が、米人と周囲とのクッション役をしていたというのは、意外とあり得る話のような気がしてきた。


「……だ、だとしても！　んなことしてくれって、俺が頼たのんだわけじゃないぞ!?　だいたい、さっきから言ってる通り、俺はあいつの悩みなんて、まったく知らないんだ！」


「……むぅ」


　檸檬が口を引き結び、小さく呻うめいた。米人に対する疑いはまだ晴れていないものの、これ以上どう切り込んでいいものかわからないようだった。


　米人は今のうちに立ち去ろうと考えたのだが、いつのまにか隣となりに来ていた小こ石いし口ぐちがひょいと間に割り込んできた。


「実桜さんの話？　やっぱり、米人くんも心配なんだね」


「お前まで馬ば鹿か言うな、心配してるのは八や光こうだけだ。どうして俺が、あの歩く暴行傷害の心配をしないといけないんだよ」


「そりゃあだって、米人くんと実桜さん、すごく仲がいいからさ」


「……適当なこと言いやがって。八光ともども、まったくの見当違ちがいだ」


「そう？　でも少なくとも実桜さんは米人くんの相手するの、楽しそうだけどなぁ。最近はなにか塞ふさぎ込んでる感じなのに、米人くんの前でだけは活いき活いきしてるし」


「それは単に、俺には弱みを見せたくないってだけだろ。昔、泣き虫実桜に対して俺がさんざ説教をしてやったから──ん？」


　米人は思わず眉まゆをひそめた。小石口と檸檬が、驚おどろきと疑いの入り交じった妙みような表情で米人を見ていた。そして言う。


「……米人くんが説教？　実桜さんに？」


「滝立…………妄もう想そうもほどほどにな」


「も、妄想じゃない！　実桜は子供のころ、死ぬほどネガティブな泣き虫だったんだよ！　それはもう、そばにいるのが不快すぎてこの俺が思わず説教してしまうほどの」


「うーん、米人くんの説教、か……いいなぁ」


　小石口はうっとりした瞳ひとみで遠くを見ていた。相変わらず、よくわからない男だ。


「……とにかく、お前らみんなして、勝手に俺を巻き込もうとするんじゃない。他ひ人と事ごとに関かかわるなんて面めん倒どうくさいし、時間の無む駄だだ」


　鞄かばんを抱かかえて話を終えようとする米人に、檸檬が未練がましく再び訊いてきた。


「……本当に、実桜の悩みについては知らないのか？」


「知らん。知りたくもない」


　そう言い捨てるようにして、米人はその場を立ち去った。





　教室を出た米人はアンノを迎むかえに行くため廊ろう下かを歩いていた。


　と、急に身体からだが重くなった。


「…………おい」


「ふが？」


　見ると、どこから飛びついたのか、アンノが米人の手先に[image: ]かみついていた。


「……俺はとてもやさしいから何度でも言ってやる。食うな！　味見も駄目！」


「これは、食べてるわけじゃありません。ただの眠ねむ気け覚ましです！」


「寝ねぼけたことを言うんじゃない！」


「寝ぼけないために眠気覚ましが必要なのにそれを寝ぼけたことって、なんですか！　自分でも何を言っているのか、よくわからなくなってきたじゃないですか！」


　アンノは抗こう議ぎなのかなんなのか、よくわからない文句を言ってきた。それからふと何かを思い出した様子で、慌てて米人に問いかけてきた。


「そういえば米人さん、罠わなは大だい丈じよう夫ぶでしたか!?」


「罠？」


「あい。実は図書室で目が覚めた瞬間……頭上から本が降ってきて、痛かったんです！」


「……ああ、あれか」


　アンノを隠すために米人が積み上げた本の壁かべ。どうやらあれが罠と化したらしい。


「それはだな、アンノ……学校の怪かい談だんの一つだ。つまりはえーと、図書室で本をたくさん積み上げようとした女の子が、なんか、途と中ちゆうで面倒くさくなってやめたときの呪のろいだ」


「なるほど……どこに呪いの要素があるのか、さっぱりわからなくて怖こわいですね！」


「ああ、うん、だろう？」


　怪談作りが数秒で面倒くさくなった米人は、適当に頷いた。


「……ってそうだ、どうでもいい話で忘れるとこだったが、アンノ。眠気覚ましでも何でも、他人に口をつけるんじゃない。少なくとも学校内では、特に」


「にゅう……わかりました。そこまで言うなら学校内でだけくらいは多少、我が慢まんしてあげなくもないです」


「何様だ！　ったく……教室で[image: ]みつくのだって、相手が実桜じゃなかったらどうなってたことか。あいつは俺には厳しいくせに女子供にはやたらと甘いから、お前のことも怒っちゃいないようだったが……」


「え、そんなに甘くありませんでしたよ？　むしろちょっと、ピリ辛からでした」


「……ああ、そう」


　性格の話をしていたつもりが、いつのまにか味覚の話にされてしまった。米人はげんなりと肩を落とした。


　そんな米人に、アンノが不ふ審しんげに訊いてきた。


「ところで米人さん……学校内から人間の匂においが減ってますけど……みなさん、なにかに食べられちゃったんですか？」


「恐おそろしいこと言うな！　そんなわけないだろ。今日はもう学校は終わりだから、みんな家に帰ったんだよ」


「あ、なるほど。で、米人さんはお腹なかの空すいた私のために、残っていてくれた、と」


「悪い意味でその通りだ。野放しには出来ないからな。ったく、いいか、今から俺たちも帰るけど、学校にいる間くらいはあまり目立たないようにしてろよ」


「あい！」


　と、アンノがしっかりと返事をした矢先。


「こら米人」


「はいごめんなさい！」


　背後に現れた実桜が、米人の脳天を鷲わしづかみにして持ち上げていた。


「なーんであれだけ言ったのに、忘れてくのよ……遅ち刻こく届」


　実桜の手には遅刻届のプリントが握にぎられていた。そういえば檸檬から逃にげるように教室を出た際、机の上に置きっぱなしになっていた気がする。


「あーいや……実は俺、殴られすぎて記憶障害がな」


「え……うそ、ほんと？　やだ、強すぎた？」


「ま、待て待て、真ま面じ目めにうろたえるな！　噓うそだ噓。俺がお前の暴力なんぞで痛いッ!!　ッ噓も本当になるぞこれ！」


　脳天の締しめ付け具合で絶ぜつ妙みような拷ごう問もんを演出しつつ、実桜はほっと安あん堵どの息をついた。


「まったく、一いつ瞬しゆん、責任とってこれから一生、あんたの面倒を見なくちゃならないかと……あれ？　いま、ここにあの子が居なかった？」


「ん？　あれ？　……ッ！　さ、さあ、なんのことやらさっぱり……」


　米人の額から脂あぶら汗あせが流れてきた。アンノは、どうやっているのかさっぱりわからないが背中を下に向ける形で天てん井じように張り付いていた。目立たないようにしてろ、と米人が言ったのを実じつ践せんしているのだろうが、なかなかに異様な光景である。


「そう？　まあとにかく、これ、書いてってよね。あたしが先生に頼まれてるんだから」


　頭の拘こう束そくを解かれた米人は、こめかみをさすりながら遅刻届とペンを受け取った。


「ええと、遅刻理由は……『人間としての尊厳を守るため』、と」


「まあ……噓じゃないか」


　そうして遅刻届への記入を終えた、その時。


　……どうやら、本当に実桜からはとても美お味いしそうな匂いがしているらしい。


　よだれごとにアンノが落ちてきた。


「パク」


「アッ……って、え？」


　実桜の背中に負おぶさるようにして、その首筋に[image: ]みつくアンノ。傍はたから見ると、ホラー以外の何ものでもない。


　ここで実桜から冷静にツッコまれたら負けだと思い、米人は咄とつ嗟さに話しかけることにした……それはもう、実に爽さわやかに。


「実桜。オレたち、幼なじみだよな？」


「ンッ……いや、なんで急にそんな……アッ」


　アンノが甘[image: ]みするたびに、実桜が高い声を漏もらす。なにやってんだあいつ、と思いながらも米人は言葉を続けた。


「実桜、何か悩なやんでないか？　困ったことがあったら、このオレに迷わず相談しろよな！」


「いや、キモいキモい、あんたがそんなこ……ンッ……こと言うなんて……アッ」


「ということで……よいしょ……」


　何気ない動作で実桜からアンノをひっぺがして──


「……じゃ、またな！」


「うん、ってこら」


　思い切り拘束された。


「変な語りで攪かく乱らんしようとしてるけど……なんであたしは[image: ]まれたわけ？」


「ちっ、ばれたか……」


「ばれるばれないの問題か！　あんた頭は悪くないのに、なんで他人のあしらいがそんな雑なのよ!?」


「それはな……他人に気を遣つかうなんて、馬鹿のすることだと思っているからだ！」


「うわ、救いようがない……まあ、その子のことはまた今度聞かせてもらうから。ねえ、あなたももう、人に[image: ]みついちゃ駄目よ？」


「あい、ごめんなさい！」


　やさしく諭さとす実桜に応こたえる、アンノの輝かがやくような天真爛らん漫まん笑え顔がお。


　それを見た実桜の肩かたが、ぴくりと震ふるえた。


「あ、あれ、意外と素す直なおでかわいい……あなた、お名前は？」


「アンノっていいます！　えへ」


　あざとい、と米人は思ったが、相手の懐ふところに潜もぐり込むようなアンノの微笑ほほえみを前に、実桜は幸せそうに吐と息いきを漏らした。


「かわええ……アンノちゃんっていうの？　それ名前？　いいこ、いいこ」


「にゅぅ」


　表情を弛し緩かんさせた実桜が、自然な素そ振ぶりでアンノの頭をなでなでする。米人に対する打だ撃げきとはまったく異なるスキンシップに、アンノがはにかみ、目を細めた。


　米人はその様子にため息をついた。ひどい差別だ……実桜は米人に対して暴力的なくせに、女子供に対しては母性──少し間ま違ちがった母性を発揮し、やたらとかわいがるのだ。


「やー、アンノちゃん綺き麗れいな髪かみしてるわねー、ふふ。……ほんと、どうしてあなたみたいな子が、米人なんかと住むことに……まあ、米人んとこのおばさまはしっかりした人だから大丈夫だろうけど、もし何かあったらあたしに言うのよ？」


「あい！　ありがとうございます！」


「うふふ、米人死ね」


　笑顔の実桜に罵ののしられた。


「な、なんだよ、いきなり!?」


「なんか一周して、ムカムカしてきたのよ。食べたの何だのって話は、多分なにかの言い間違いだと思うけど、でも一いつ緒しよに住んでるとか……あ、そうだアンノちゃん！　この男のことは絶対に[image: ]んだり舐なめたりしちゃ駄目よ!?　確実に悪い病気が感う染つって、全身の皮ひ膚ふが裏返って骨だけになっちゃうから！」


「なんて脅おどし文句だ！」


　思わず抗議する。が、[image: ]むな舐めるな、というのは米人としても望ましい指導である。なのに、アンノはニコニコするばかりで頷うなずかない。この野や郎ろう……


　眉み間けんにしわを寄せる米人の前で、実桜は更さらにアンノに語りかけた。


「ほんと、辛つらいことがあったら言ってね？　米人も悪い奴やつじゃないんだけど、ダメ米人な上にクソ米人だから」


「まともに説明する気がないだろお前!?」


　侮ぶ辱じよくのような説明をする実桜に、文句を言う米人……そんな二人の様子を見て、アンノが不思議そうに首をかしげた。そして言う。


「実桜さんって米人さんのこと、とっても詳くわしいんですね」


　と、一いつ拍ぱくも置かずして──


「腐くされ縁えんなだけだ！」「腐れ縁なだけよ！」


　──米人と実桜、二人の言葉が重なった。そのことに不ふ機き嫌げんになる米人とは対照的に、実桜は半眼でにやりと笑いながら昔のことを語りだした。


「ほんっと、こいつってば六歳の頃ころからこんな感じでねー。出会ったばっかりのあたしに向かって、『ふざけるな、ばかめ、おろかものー』って言ってきたんだから」


「にゅ、それはひどいです！」


「あっはっは、ほんとにねー。ひどいひどい」


　ひどいひどい……と口では賛同しながら、実桜はまるで楽しい思い出を語るような表情をしていた。アンノは少し目を丸くして、その言葉と表情の不一いつ致ちを見つめていた。


　と、唐とう突とつに──実桜の表情から温度が抜ぬけ落ちた。何かを思いだした様子で、軽く息を吐はくと同時に目線を伏ふせて口を結び、笑顔をひそめる。


「……実桜？」


　不審がって米人が尋たずねると、実桜は取り繕つくろうように表情を明るくして見せた。


「あ、うん……さて、と。ほんとはもっとアンノちゃんの相手をしてたかったんだけど、用事があるし、しょうがないわね。じゃ、あたし行くから。変なことしてないで、すぐに帰りなさい？」


「ああ……へいへい、わかってるよ」


「返事は一回」


「へっへへい」


　ビシ、とチョップ一発。去っていく。


　畜ちく生しよう、去り際ぎわにかわいげのある一いち撃げきのふりして、致ち命めい的な重さじゃないか……ずきずきする頭を抱かかえて実桜を見送る米人。その背後で、アンノが呟つぶやくように言った。


「……んー、この味って、どういう意味なんでしょう？」


「は？　味……って、いま[image: ]かみついたときの、実桜の味のことか？」


「あい。実桜さんが悩んでいる内容なんだと思うんですけど……んー」


「なんだよ、すっきりしないな。どうせあいつの悩みなんて、寒いとか眠ねむいとかお腹が空いたとか、そんなことだろ？　──って待った！　俺は聞かないからな！」


「んじゅぷ、えい！」


「おま、聞かないって無理矢ぅぶ」


　多少は警けい戒かいしていたのだが間に合わず、アンノの唾だ液えきが口に突つっ込まれた。直後、聞こえてくる実桜の声。





　──『お父さん』──『殴なぐる』ッ──『嫌いや』ァッ──！





　……断だん片ぺん的な言葉。そこから事情を読み取る。


　なるほど、こういう悩み──


「──って、重ッ!!　なんだこれ、重すぎるだろ!?　もっと思春期らしい、かわいげのある悩みじゃないのかよ!?　家庭の事情で、しかもこれ一番重い部類のやつじゃねぇか！」


「にゅ、そうなんですか？　私にはよくわかりませんが、どうしましょう？」


「そりゃ──」


　問われて、米人は家で殴られる実桜の、問題解決手段を考えてみた──たとえば、法的措そ置ち。社会的制裁。精神的ケア……


「……って、俺は関わらないって言っただろッ！　しかも、よりによってこんな面めん倒どうくさい悩み……パスだ！」


「えええ!?　パスってなんですか、パスって！」


「パスはパスだ。だいたい、実桜だってもう高校生だぞ？　いざとなれば自分でどうにかするよ。お前も、もう気にするな。なんであいつから味と一致しない『美味しい匂におい』とやらがするのかは気になるが、この際それも忘れろ」


「ひ、ひどい！　そんなこという人は、仕方ないから食べちゃいますよ!?」


「それ完全にお前の欲よく望ぼうだろ!?　ったく、お前にはわかんないだろうけどな、他人のうちの家庭内暴力ほど手を出すのが難しい問題もないんだ。下手すると、手を出したこっちが大やけどすることだってある。ここは実桜と距きよ離りを取るのが正しい選せん択たくなんだ」


「そんなこと言ってるうちに、彼女が元プロボクサーのお父さんに殴り殺されたら、どうするんですか!?」


「う……そういう単語にされるとショッキングだが……大だい丈じよう夫ぶだ。見えてるところに怪け我がはないし、俺を殴るあの馬ば鹿か力からして、見えないとこに怪我をしてるとも思えない。むしろここ数日、なぜだか腕わん力りよくが増してきてるくらいだ」


　殴られ慣れた米人にしかできない解説をしてやると、アンノは悔くやしそうに唇くちびるを[image: ]んだ。


「うう……こんな人に一いつ瞬しゆんでも期待した私が、馬鹿で愚おろかで素敵な美少女でした」


「さりげなく自画自賛するんじゃない。ほれ、今からお前の人探しだ。さっさと行くぞ」


　米人は話を打ち切り、歩き出した。


　そう、さっさと用事に取りかかろう。でないと……


　──『助けて』という実桜の声が、耳に蘇よみがえる。


　実桜に対して、無む性しように腹が立った。そんな昔のような言葉を聞かされたらイライラして思わず、口や手を出してしまいそうになるじゃないか。他人に関わりたくなんかないのに。


　米人は自分の胸の奥でもがく感情をぐっと抑おさえ込み、歩みを速めた。
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　放課後の町中。時刻はすでに夕暮れ時で、いまにも太陽は町並みに沈しずもうとしている。


　商店街の人混みから人探しを始めた米人たちは、アンノの鼻を頼たよりにして付近の住宅街の中を進んでいた。


「んー、ヒッヒッフー、ヒッヒッフー」


「……さっきから、何を産むつもりだお前は」


「だ、だって！　今まで匂いを嗅かぐって自然にやってたから、改めてやろうとすると嗅ぎ方がわからないんです！」


　鼻を鳴らそうとして、思わず出産のための呼吸法になっているらしい。さすが外宇宙人、生物として不器用この上ない。


「そんなんで大丈夫なのか、本当に」


「だ、大丈夫ですよ……ヒッヒッフー……んん？」


　アンノが何かに気づいた。無意識のことだろう、自然に鼻をひくつかせ始める。


「……くんくん。うん、こっちです！　こっちから、美お味いしそうな匂いが！」


「その台詞せりふだけ聞くと、とても人を探してるとは思えんな……」


　なにはともあれ、駆かけ出すアンノについて行く。


　そうしてそのままアンノに導かれること、わずか十分。


　アンノが、より頻ひん繁ぱんに鼻を鳴らすようになってきた。


「くんくん……こっちです！　近いですよ！」


「…………あれ？」


　ふと、米人は足を止め、周囲を見回した。


　なんだか景色に見覚えがあった。小学生の頃、届けたくもない誰だれかの忘れ物を押しつけられて、嫌いや々いやながらにこんな道を歩いたことがあるような……


「ここ！　この家が怪あやしいです」


「おお？」


　立ち止まったアンノの隣となりに立ち、一階がガレージになっているその家を見上げてみた。


　こちらもなんだか、とても見覚えがある。気のせいではない。


「米人さん？　どうかしましたか？」


「てめぇ……わざとだろ？」


「え？　あ、いや……なんのことです？」


　そっぽを向いて答える。明らかにわざとだった。


「ここ！　ここは、実桜の家じゃねぇか！」


「う、うわあ、すごいグウゼンですねー」


　目が泳ぎに泳いで、完かん璧ぺきに溺おぼれている。


　美味しい匂いを辿たどると言いながら、実際にはただ実桜の匂いを追っていたらしい。


「グ、グウゼンですけど、ここまで来たらほら、実桜さんを助けたくなってきませんか？」


「…………帰るぞ」


「ま、待ってください！　実際に、ここから美味しい匂いがしてるのは確かなわけで……」


「言っただろ、俺はこれ以上、他人に関わる気はない。お前も美味しそうでかつ、なんの問題もなさそうな奴を探してこい」


「うう……でもこの声と音、気になりませんか？」


「声と、音……？」


　聞こうと思ったわけではない。だが、耳は自然とそれらを捉とらえていた。


　一階のガレージ部分からわずかに漏もれ聞こえてくる、声と音。集中すると、なんと言っているのかを聞き取ることが出来た。


「──ほら、実桜！　早くしないか！」


「う、うう……」


　バシッ！　バシッ！


　……それは大人の男の声と、実桜の呻うめき、そしてそれに続く、何かを殴る音。


　『お父さん』『殴る』──実桜の味を思い出す。胸の中央、穴の空いている位置がざわつくような気がした。


「……実桜さん、助けてって言ってましたよ？」


「……口に出して、そう言ったわけじゃないだろ」


「でも米人さんは、実桜さんがそう思ってるって知ったじゃないですか！」


「だとしても、俺には関係ない。さっさと帰るぞ」


　胸のざわつきを懸けん命めいに無視して、アンノと家に背を向ける。


　早く立ち去らなくては。こんなとこにいても、碌ろくなことにならない。


「米人さん……」


　背後からの呼びかけに、背中を向けたまま応こたえる。


「お前もいい加減に諦あきらめろ。俺は決して、他人に関かかわる気はない」


「──それは噓うそです」


　あまりに鋭するどく否定され、歩き出そうとしていた米人の足が止まった。


「っ……噓なんかじゃ」


「噓です。だって、米人さんは──困っている私を受け入れて、助けてくれました。米人さんは、本当は、いい人です！」


「そ、それは、ただ仕方なく……」


　アンノに背を向けたまま俯うつむき、言葉に詰つまる米人。その背に、更さらにアンノが告げる。


「それに、実桜さんの『助けて』味は、米人さんの前で発せられたものです。それはつまり……実桜さんが米人さんに、米人さんだけに、助けを求めてるってことです！」


　『助けて』……その言葉が、幼い日の実桜の表情を伴ともなって、脳のう裏りに響ひびいた。


　米人は思わず振ふり返り、声を上げた。


「て、適当なこと言ってんじゃ──って、あれ？」


　振り返った米人の目の前に、アンノはいなかった。いまのいままでそこで喋しやべっていたはずなのに、一瞬のうちにどこに行ったのだろうと、視界を探さぐってみると──


「さてと、それじゃ、おじゃましまーす」


　……見み間ま違ちがいだろうか。アンノが玄げん関かんを開けて、実桜の家に入って行ったような──


「……ってお前、ちょっと待て！　ああもう、鍵かぎをかけろよ実桜の間ま抜ぬけめ！」


　何かを考える暇ひまもなく、米人は咄とつ嗟さに閉まりかけのドアを摑つかみ、中に入ってしまった。


　……バシッ、バシッ、という音が、廊ろう下かと壁かべ一枚を隔へだてた向こうから聞こえてくる。すぐそこの、ガレージへと続くドアがわずかに開いていた。アンノはそこに入ったらしい。


　引き返すならここが最後のチャンスだ。そう自分に言い聞かせる。なのに、足は止まらずドアに向かう。


　自分を動かす感情の正体も摑めないまま、手はドアを開けていた。


　そして米人は……愕がく然ぜんとした。





「ほら実桜、ジャブ！　ジャブ！　脇わきを締しめろ！」


「うう、はっ、はっ」


　バシバシバシ


「いいぞ、ここでワンツー！」


「は、ふっ」


　バシ、バシィ！


「打ち終わりに気をつけろ、足を使え！　よし、そうだ！　特訓を始めてわずか一週間でこの仕上がり……天才だ、実桜！」





　という感じで、実桜がボクシングをしていた。


「──って、はぁ!?」


　ガレージの中央には、リングが拵こしらえられていた。手作りらしい厚みの少ない四角いマットと、弛ゆるみ気味のロープ。その中央でグローブをつけた実桜と、ミットをつけた実桜の父親らしき男が特訓をしている。


「な、なんだこれ……？　ちょっと待てよ……」


　アンノから伝えられた、実桜の苦く悩のうの言葉を思い出す。


　お父さん──殴なぐる……？


　……ああ！　あの断だん片ぺん的な単語の意味するところは、『父親が実桜を殴る』ということではなく、『実桜が父親を殴る』という──


「──って、なんじゃそりゃぁぁぁ!!　いったい誰が被ひ害がい者なんだよ、それ！」


　あまりにも予想外の事態に、文句にならない文句を叫さけぶ。


「あ、米人さん！　やっぱり来てくれたんですね！」


　先に中に入ってドアの隣に待機していたらしいアンノが、満面の笑えみを米人に向けてきた。リングの上の父おや娘こはよほど集中しているのか、まだこちらに気づかずパンチの確かく認にんにいそしんでいる。


「いや、これはお前を連れ戻もどすために……っていうか、実桜はアレ……」


「あい……嫌いやがる実桜さんに無理矢理自分を殴らせるだなんて、まさに悪あく魔まの所行！」


「お前の中の悪魔はえらく偏かたよった趣しゆ味みをしてるな」


　どうやらアンノにとって、虐ぎやく待たいの内容が『実桜を殴る』なのか『実桜が殴る』なのかは大した違いではないらしい。だが米人からしてみたら、それは雲うん泥でいの差である。


「……はぁ。実桜のアホめ、こんなことで悩なやんでたのか。心配して損した……いや、心配なんてしてないけどな。ったく、イヤならイヤって、言えばいいだけの話じゃねぇか」


　──なのに、実桜は親に対してイヤと言えないのだ。子供の頃ころから、相変わらず。米人があれだけ教え込んできたというのに。


「……ああ、事情がわかったらムカムカしてきた」


「それで米人さん、どうしましょう？」


　実桜を睨にらみつける米人に、アンノが訊きいてくる。


「どうって言っても……なあ」


　さっさと帰ってしまおう、そう思ったのだが。


「実桜、休むな！」


「っ……」


　ふと、リングの上の実桜の表情が目に映った。それは、暗く沈しずんだ表情をしていた。まるで幼い頃の、泣き虫実桜のような。


　……あれはあれで、虐待なのか。趣味が偏っていようとも、悪魔は悪魔に違いない。


「……んーむ」


　腹の底に生まれた重たい感情のせいで米人が動けずにいると、アンノが何かを思いついた様子で話しかけてきた。


「あ、そうだ米人さん！　損です、損！」


「あ？」


「ほら、このまま帰ったら米人さん、骨付き損ですよ」


「なんだその骨付き肉みたいな損は。まさか、骨折り損と言いたいのか？」


「まあそんな感じで、とにかく米人さんの嫌きらいな損ですよ！　このまま帰ったら、ここまで来たことが全部、無む駄だになっちゃいますよ？　これって損じゃないですか!?」


「こんなとこまで来たのは、お前のせいだろうが。……とはいえ確かに、あいつが落ち込んでるせいで八光に絡からまれたり、無駄に脳みそを使わされたりしたからな……」


　改めて思い返せば、今日は実桜のせいでいろいろな迷めい惑わくを被こうむった。しかも、このままでは明日以降も実桜は落ち込み続け、そのせいで自分の生活環かん境きようは更さらに悪化するに違いない。それを避さけることは、そう、自分のためだ。実桜のためなどではない。


「…………」


　アンノが見つめる中、思考を練り上げる。あれがああなら、こうすればこうで……


「……よし。実桜のせいで被った損害の補ほ償しよう代わりだ。この機会に、あいつの俺に対する暴力をやめさせてやろうじゃねぇか」


「米人さんへの、暴力を……？」


　唐とう突とつな提案に首をかしげるアンノを残し、米人はリングに歩み寄りつつ、声を上げた。


「実桜！」


「へ……ま、米人!?　アンノちゃんも……なにやってんの!?」


「うん？　実桜の友達か？」


　どうやら二人とも、米人たちが不法侵しん入にゆうしたことには気づいていないらしい。この家のどこかに居るであろう母親が招き入れたとでも思っているのだろう。とはいえ予想外の来客に十分に戸と惑まどっている。


　そんな父娘に対して、米人は人差し指を突つきつけ堂々と宣言した。





「実桜……いますぐ俺と、ボクシングで勝負しろッ!!」


「…………は？」


「んん？」


　唐突な展開に父娘が呆あつ気けにとられる中、アンノだけが歓声を上げた。


「米人さん！　なんだかよくわかりませんが、かっこいい！」
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「ふふん。実桜、もし俺が負けたら、何でも言うことを聞いてやる。代わりにもし俺が勝った場合には俺に対する暴力、罵ば倒とう、拷ごう問もんを、二度と行わないと誓ちかえ！　ああついでにこの、俺を殺すためにやってるとしか思えない妙みような特訓も中止して貰もらおう！」


「いや……は？　米人……？」


　困こん惑わくする実桜。一足先に混乱から立ち直った父親が、米人をにらみ据すえてきた。


「君……どういうつもりかはわからないけど、邪じや魔ましないでくれるかな？　これは遊びじゃないんだ。娘は大変な才能を持ってる。オリンピックだって、世界チャンピオンだって夢じゃない。これはそのための特訓なんだ。わかるだろう？」


　棘とげのある中にもどこか得意げなその言葉を、米人は鼻で笑った。


「はっ──おじさんの目は節穴ですか？　親の欲目もここまでくると失しつ笑しようもんです。実桜なんて素人しろうと以下、なんの見込みもありゃしない！　この俺が保証しますよ」


　心の底から呆あきれたように言い放つ。


　それを聞いたおじさんは表情から愛想をそぎ落とし、眉まゆの下に不快な色を浮うかべ始める。


「何を……一方的にあがりこんで……何を言うんだ。素人はそっちだろう」


「じゃあ、試ためしてみますか？　こんなみすぼらしいリングまで用意して滑こつ稽けいに空回りして、まったく哀あわれですね。まあ、素人相手に正々堂々と勝負する自信が無いっていうんなら、逃にげるのを止めはしませんけど？」


　斜ななめに笑い、挑ちよう発はつするように睨み返す。米人の狙ねらい通り、実桜の父親は額に青筋を立て


て目元を痙けい攣れんさせながら、ゆっくりと熱気を吐はき出すようにして応こたえてきた。


「ぐ……い、いいだろう。そこまで言うなら、君の望み通りにやってやろうじゃないか。だがもし負けたら、そうだな……娘の、打だ撃げきの練習台になって貰おうか」


「なるほど、人間サンドバッグということですか……ってそれ、俺の普ふ段だんの扱あつかいと変わらなくないか……!?　まあ、どうせ負けないから、どんな条件でもいいですけど」


「ふん、後こう悔かいするんじゃないぞ。ルールは三分一ラウンドでラウンド制限なし、どちらかが倒たおれるまで続ける。ま、どうせ一ラウンドと持たないだろうがな……実桜、準備を！」


「お、お父さん、そんな──」


「実桜！」


「っ…………」


　父親に言われ、怯おびえたように口をつぐむ実桜。学校で米人と相対するときとはまるで別人のようなその様子に、米人は大きく一度、舌打ちを漏もらしてしまった。
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　米人は制服のズボンに肌はだ着ぎ代わりのＴシャツという、およそボクシング向きではない格好でグローブを嵌はめた。実桜と同じヘッドギアとグローブ、そして分けて貰ったマウスピースと貸して貰ったシューズ。それっぽい装備を調ととのえると、なんだか気分が高こう揚ようしてきた。


「よし……やってやるぜ！」


　血をたぎらせる米人の隣となりで、セコンド役のアンノもなにやら興奮していた。


「いやー、知りませんでした。米人さんがそんなに強かっただなんて！　教室では鷹たかの爪つめを隠かくしていたんですね？　まさに隠し味、なんちゃって！　……ふふん」


　上う手まいことを言ったつもりになって得意げなアンノ。そんなアンノに冷や水を浴びせるように米人は告げた。


「なに言ってんだお前？　俺が強いわけないだろ」


　アンノの目が、点になる。数秒かけて、ようやく米人の言葉を理解した。


「……ええ!?　そ、そんな……米人さん、なんで……なんで急に、自殺なんて！」


「別に死のうとはしてねぇよ！　勝算はある。というか、負けるわけがない」


　米人はリングの対角にいる実桜を不敵に睨み付けながら、勝利の根こん拠きよを口にした。


「なにせ実桜は俺のことを……殴なぐろうとは、してこないからな」


　その一言にアンノが息を呑のみ、目を見開く。そして言った。


「ま、米人さん……米人さんのこと、気が狂くるった人のことを表す放送禁止用語で呼んでもいいですか？」


「駄だ目めだよ！　いろんな意味で駄目だよ！　ったく、頭を使え。いいか？　実桜は父親の前ではおとなしいとはいえ、お前が感じたように、本心ではこんなことはしたくないと思ってるわけだ。ってことは、特訓の中止を賭かけたこの勝負……実桜は自分から負けようとしてくるに決まってるだろ」


「あ！　……なるほど」


「それに、お前は信じないだろうけどな。実桜はもともと、人を殴ったりするのが嫌いな奴やつなんだ。普段の俺に対するあれは、まあ、条件反射みたいなもんで」


「にゅ？　別に、信じなくないですよ？　だって実桜さん、やさしい味をしてますし」


「……そうか？」


　予想と異なる反応を返され、少し拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。


　やさしい味……ま、そうかもな、と内心で頷うなずきつつ、それは口に出さず話を続ける。


「……とにかく、俺のこの合理的な脳みそで考えた結果、実桜はこの試合、まともに俺を殴ってはこない。つまり俺の一方的な勝ち試合。なら、俺に対する暴力をやめさせるためにここで実桜を負かしておくのが得だと判断したわけだ。そう、俺はあくまで自分の利益を追求した謀ぼう略りやくの結果として、この勝負を持ちかけたんだよ」


　……それに、父親に逆らわないあいつの態度がムカつくんだよ──という動機は胸の中だけで付け足しておく。


「にゅー、なるほど。……確かにそれなら、米人さんの勝ちですね！」


「わかったか？　ならそこで、俺が実桜に日ひ頃ごろの恨うらみを晴らすのを見ているんだな」


　米人が一通り説明し終えたタイミングで、おじさんがゴングをセットした。米人と実桜がリングの中央に進み出て、向かい合う。


　自信満々な米人に対し、沈しずみ込んだ様子の実桜。こりゃ楽勝だなと米人は思った。


　カーン、と、試合開始を告げる電子ゴングの音が鳴る。


「行くぜ！　うおおおおおおお──」


　ゴングと同時に思い切り突とつ進しんしていった米人は。


「──おおおおギャフン！」


　ギャフンと言わされた。顔面を殴られ、一いち撃げきで大きくふらつく。


　殴った実桜は、まるで自分が殴られたかのような表情で米人を見つめていた。


「米人……やっぱり、やめよう？」


「く……ま、まだまだ！　うおおぐへっ！　ごはっ！　げほぁ！」


　いくら殴りかかっても、パンチが届くより前に思い切り打ちのめされてしまう。


　実桜は殴るたび悲痛な表情を増していくが、手を止める様子はない。


　早々にサンドバッグと化した米人を見て、アンノが驚おどろきの声を上げた。


「ま、米人さん！　なんだか予想と違ちがって、米人さんがしっかり殴られてるような気がするんですけど！」


「奇き遇ぐうだな、俺もそんな気がする！　っく、うぐっ！　うぐぇ、ぐへっ！」


　完全に浮き足立つアンノサイドとは対照的に、無様な米人の様子を見つめるおじさんはすっかり落ち着きを取り戻もどしていた。口元には笑えみさえ浮かべている。


「ふふ、口ほどにもない。さあ、手を休めるな、実桜！　即そく座ざに意識を刈かり取るんだ」


「ッ……ごめん、米人！」


　実桜は相変わらずの暗い表情ながらも、的確にパンチを繰くり出してくる。


「ぐふっ！　げふぅ！　ぎゃ！　あべし！」


「そうだ、いいぞ！　相手は手も足もでん！」


　これほど一方的に殴られては一分と持たないに違いない……おじさんはそう確信した。が、しかし。


　カーン。電子ゴングが三分を告げた。実桜は俯うつむきながらコーナーへ。米人も、ふらっふらになりながらナメクジのような足取りでコーナーへ戻った。


　アンノが驚きの表情で出で迎むかえる。


「凄すごい！　米人さん気持ち悪いくらいタフ、略して気持ち悪いですね！」


「そ、それは、略じゃ、ない……」


　ツッコみを入れるのもつらい。椅い子すがあるわけではないので、ロープに手をかけ必死で呼吸を整える。


「……それにしても、米人さん……実桜さん、殴ってきましたね？」


　気まずい様子でアンノがそう指し摘てきしてきた。米人は、腫はれた顔に無理に余よ裕ゆうの笑みを浮かべて答えた。


「く……ふ、ふふん、これは実桜のパフォーマンスだな。まったく、負けたくて仕方がないはずなのにあいつめ、妙なサービス精神を出しやがって。だがまあ、それももう十分だろう。次のラウンドになれば予定通り、俺の勝ちだ」


「パフォーマンス……なるほど！　ステーキ屋さんがお肉を普ふ通つうに焼かないで、棒やナイフでやたらと叩たたいたり刻んだりする、あれみたいなものですね!?」


「お前はどうしても俺を肉にたとえたいのか!?」


　そんなことを話しているうちに、インターバルが終わりゴングが鳴った。


「さてと……もうあいつも攻こう撃げきして来ないだろ！　うおおおおおおおギャフン！」


　二度目のギャフンだった。


「ぐ……お、おかしい……こんなはずでは……」


　踏ふみこらえて、実桜を見つめる。実桜は追撃してくることなく、心配そうな表情で米人のことを見つめていた。


「……ごめん、米人……せめて、早く楽にしてあげようとしてるんだけど……」


「よ、余計なお世話だ！　……くそ」


　……やはり、実桜はやめたがっている。そんなことは、アンノの舌に頼たよらなくても一目瞭りよう然ぜんだった。


　まったくもって認めたくはないが、普段の実桜が米人を殴るのは結局のところ、コミュニケーションの一いつ環かんで──本気で誰だれかを痛めつけたいなんて、思う人間ではないのだ。


　なのに──


「実桜！　やれ！」


「っ……」


　父親に言われると怯えたような表情でそのまま──


「ばびで！」


　殴られる。痛いというより、もう本当に、ムカついて仕方がなかった。





　二ラウンド終しゆう了りようのゴングが鳴り、米人が風に吹ふかれるようにしてコーナーに戻ってくる。


「米人さん……略して、かわいそうですね」


「なんの略だ！　ッつぅ……ふぅ、はぁ……はぁ」


　一ラウンド同様に殴られた米人は、顔面は腫れ身体からだも重たくなっていた。


「……米人さん、あの……大だい丈じよう夫ぶですか？」


　アンノはひどく心配そうな表情をしている。アンノのそんな顔を見るのは初めてだった。米人はその表情で、自分がいかにひどい状態なのかを理解した。


　だが、米人は笑って答えた。


「……問題ない、計画通りだ」


「ほんとですか？」


「ああ。実桜の顔を見てみろ、もう泣き出す寸前だぞ？　いまに、やめてくださいって音を上げてくるに決まってる」


「でも……」


　納なつ得とくしない様子のアンノに、米人はため息をついてから更さらに言葉を続けた。


「はぁ……それにな、アンノ。実は、俺は殴られてもあまりダメージを受けていないのだ」


「え……米人さんやっぱり、殴られると嬉うれしい人だったんですか!?」


「やっぱりってどういうことだ!?　違う、実はだな……俺の体重、今朝量った時点で四十キロしかなかったんだ」


「まさか……そんなに瘦やせるまで、殴られ特訓を!?」


「どんな拷ごう問もんだそれは!?　お前に食われた分、軽くなってるんだろうが！　まあ物理的には何がなんだかわからんが、今の俺は六十キロ近いパワーと耐たい久きゆう性を持ちながら、実際の重さは四十キロ！　殴られても、ふわふわしてるから大して痛くない！」


「おお、なるほど！　じゃあもうちょっと、食べておきましょう！」


「お前は俺を食うチャンスには目ざといな……いいよ、これより軽くなると、さすがに動きがおかしくなりそうだ」


「にゅう、残念です」


「本音を隠かくせよ……」


　そこで、三ラウンド目のゴングが鳴った。リングに出る米人に、アンノが声せい援えんを送る。


「米人さん！　ふわふわ！　ふわふわ！」


「すげぇ気が抜ぬけるな、その声援……」


　がっくりしながら、実桜と対たい峙じする。


　泣きそうな表情の実桜が、ヘッドギアの奥から細い声で言ってきた。


「米人……もうやめよ？」


「……お前がギブアップすれば、いつでもやめてやるよっ！　うおおギャバン！」


　一撃でギャバンと言わされた。視界がくらくらする。


「ぐ……ふぅ、はぁ、はぁ」


　……米人がアンノに言ったことに、噓うそはない。実桜は泣き出しそうな表情をしているし、米人の軽い体重もパンチの衝しよう撃げきを受け流すのに多少は役に立っているらしい。


　だが、実桜に試合をやめる気配はない。そして、わずかな体重の異常が劇的に米人を救ってくれるわけでもなかった。実桜のパンチは肉を腫らし、骨を痛めつけ、米人の肉体に確実にダメージを蓄ちく積せきさせていっている。


　それでも歯を食いしばり痛みを忘れ、腫れ上がった身体を人ごとのように酷こく使しして、とにかく我が慢まんする。泣きそうになりながら向かってくる実桜の表情に、腹を立てる。


「なんで……なんで、そんな顔で、こんなこと、続けんだ……実桜の野や郎ろうめ……ッ！」


　なぜ──なぜ。米人が忌いま々いましげに呟つぶやく疑問の言葉。


　それに重なるようにして、おじさんも呟いていた。


「くそっ、なぜだ……なぜ彼は倒たおれない!?」


　致ち命めい的な一撃を何度も受けて、明らかに意識も朦もう朧ろうとしている様子なのに、それでもしぶとく立ち続ける米人に対して、さきほどからおじさんの表情は不快げに歪ゆがんでいた。


「……っ、実桜！　武士の情けだ、ひと思いに倒さないか！」


「っ、く……ぅ！」


　父親の声に反応し、実桜が泣きそうになりながら、大きく踏み込む。


　ビシィ、と鋭するどくまっすぐに一撃、ヘッドギア越ごしに顔面を殴なぐり抜かれた。


　これまでで最大のヒット。殴り倒された米人の意識は、世界を一周していた。


　視界が急激に暗くなる……





　米人は夢を見ていた。


　幼い日の夢。実桜との断だん片ぺん的な記き憶おく。


　米人と実桜が出会った場所は、児童養護施し設せつだった。


　施設が孤こ児じ院いんと呼ばれたのは昔のことで、いまそこにいる児童の大半は孤児ではない。家族と呼べる相手はいるものの、いろいろな問題で一いつ緒しよには暮らせない子供たちだった。


　実桜もそうだった。ここ一番の試合で敗戦し引退した元プロボクサーの父親は、酒と借金に溺おぼれて家に寄りつかなくなり、ついには蒸発。母親は情じよう緒ちよ不安定になり育児放ほう棄き。近所の通報で児童相談所が実桜を一時保護の上、長期化を見込み養護施設へ。家庭はすっかり崩ほう壊かいしていた。


　改心したという父と母が迎むかえに来るまでの三ヶ月間、実桜はなぜか、米人の後をついて回っていた。当時から他人を避さけていた米人は、最初こそ実桜のことを放ほうっておいたが、やがて無視できなくなった。


　なぜなら、実桜があまりにムカついたから。ムカつくことを言ったから。


　実桜は親に捨てられた理由を考えていた。その理由が自分にあると思い込んでいた。


「あたしが、おとうさんの言うことを聞かない悪い子だから……だから捨てられたの。だって、静かにしろっていわれたのに喋しやべっちゃったし、はやく食べろっていわれたのに食べるのが遅おそかったし、もう寝ねろっていわれたのにトイレに起きちゃったし……」


「じゃあ、黙だまって食べて、寝てればいいだろ」


　米人はまず、実桜の言葉を冷たくあしらった。だが、次の一言を聞いた瞬しゆん間かん、絶句した。あまりにも、腹が立って。


　涙なみだをこらえるようにして、自らを責めるようにして発せられたその言葉。


「それに、おとうさんに叩かれたとき、あたし──やめて、って言っちゃったの」


　だから自分が悪いんだ、と実桜は言った。


　米人は迷わず、罵ののしった。


「ふざけんな！　ばかめ！　この、おろか者め！」


　……それから米人は、実桜に説教をするようになった。他人は敵だ、独りで生きろ、とにかく立ち向かえ、と教え込んだ。米人は、自分から損をしている人間を見ると腹が立つのだ。……しなくていい損を背負い込んでいる実桜のことは、とても、許し難がたかった。





「……あー……思い出した……くそッ……そんなことかよ……」


　──リングの上で意識が戻もどる。倒れた状態のままで、遠くのぼやけた声が聞こえた。


　……このまま寝たら気持ちよさそうだった。だが当然、そんなことをする気にはならない。過去の実桜に対して抱いだいた腹立たしさが蘇よみがえり、今の実桜に対する苛いら立だたしさと合わさって、意識を沸わかせる。その熱が、痛みをはるかに上回っている。


「……ったく……あんなわけのわからんトラウマ、まだ引きずって……この歳としになっても、親に逆らえないって……っとに、この、愚おろか者めが……ッ！」


　米人は呟きながら、周囲の驚おどろく視線の中でゆっくりと、しかし確実に立ち上がって見せた。ファイティングポーズを取る。まだやれると訴うつたえる。


「さあ……続けろよ、実桜」


「っ……」


　実桜が躊躇ためらう。瞬間、ゴングが鳴った。おじさんが大きく舌打ちをして、実桜がコーナーに戻っていく。見送る米人は、歯を食いしばり、眉まゆ根ねを寄せた。





「ま、米人さん！　大丈夫ですか？」


「はぁ……ああ……はぁ……大丈夫だ……」


　ボロボロになりながらも意識はあるらしい米人の様子にぎりぎりで安あん堵どしながら、アンノは躊躇いがちに何かを言おうとしたが──


「……どういうことだ？」


「え？」


　おじさんの声に遮さえぎられる。


　リングを回り込んで、おじさんは米人側のリングコーナーに来ていた。血走った目つきで、米人を憎にく々にくしげに見下ろしている。


「いったい、なぜ立っていられる。そんはずがないだろう。どういう仕し掛かけだ。言え！」


「お、おじさん……ッ!?」


　その様子に、はっとする。おじさんの瞳ひとみは赤くギラつき、きつく握にぎられた両りよう拳こぶしの先せん端たんに裂さけ目のようなものが生まれていた。そして、その裂け目には牙きばが……


　これは、昨日の女と同じ──


「──かぷ」


「ォフ……！」


　──アンノが、おじさんの後頭部に[image: ]かみついていた。


「な、なんだ、お前は！」


「乱暴はよしてくだふぁい」


　どんな感かん触しよくなのかわからないが、アンノが喋るとおじさんが頰ほおを赤らめ身もだえした。なんとも言えない汚きたない絵え面づらだった。


「ンッく……わ、私には妻と娘むすめがァ……ええい、放せ！」


「きゃっ」


　おじさんが、平手でアンノを叩たたき払はらう。


「お、お父さん！」


「……手が滑すべった」


　実桜に呼ばれ、舌打ちをして去っていく。その様を見て、ほっと安堵する実桜──まるで昔のように、怯おびえたような、いやな表情をしやがって。


　米人はそう思いつつ、床ゆかに倒れているアンノに声をかけた。


「アンノ、大だい丈じよう夫ぶか？」


「あいたたた……痛いの痛いの、飛んでけペッ」


　とアンノが何かを吐はき飛ばす仕草をしたかと思うと、


「──いでででっ！」


　米人の顔面の痛みが増した。


「いって、なんだこれ？　お前、なにした!?」


「あれ？　いやー、私って実体は三次元に無いわけですから、物理的なダメージだけうまく吐き出せるかなぁって思ったんですが……米人さんに移っちゃいました。てへ」


「てへじゃ……ねぇよ、物理法則を超こえてまで俺に迷めい惑わくをかけるんじゃない！　……っつぅ……っていうか、アンノ！　いま、おじさんの身体からだに裂け目が……」


　意識が朦朧としていても、あれは見み間ま違ちがいではなかった。確かに、おじさんの身体には裂け目が生まれ、それが牙になっていた。アンノも深刻な表情で頷うなずいた。


「はい……[image: ]みついて、確信しました。七次元体ユーリ・フオルクです」


「──ッ！」


　七次元体ユーリ・フオルクによる殺人に関する記事の内容──「一週間程ほど前から性格が変わり」「抑おさえが利きかなくなったような感じ」、そんな文言が脳のう裏りに浮うかび納得すると同時に、昨日の女の、裂けて、内側から食われる姿……血まみれの情景が思い起こされ、ゾッとする。


「……なんでそんなもんが、おじさんに」


「……七次元体ユーリ・フオルクは人の中の、理想と現実のギャップ──不良成就アルター・エゴに引き寄せられます。そしてその人の中にある、こうなりたいのになれないという、不満や欲よつ求きゆう、欲よく望ぼうを増長させて、それを自分の成長に用いるんです。だから──」


「不満や欲求を増長……ああ、なるほど」


　深く頷く。米人の中でいくつかの疑問に答えが出た。一度は捨てた実桜を、頭を下げて迎えに来て、曲がりなりにも九年間しっかりと育ててきた父親が、なんでいまこんなことになっているのか。なんであんな様子の実桜を、放置していられるのか……


　もともと、おじさんの中にあった欲求には違いない。ただ、抑おさえ込まれていたそれを解きはなったのが、七次元体ユーリ・フオルク……


「……で、その七次元体ユーリ・フオルク、退治する方法は……なにか、無いのかよ」


「宿主の中の不良成就アルター・エゴが消えれば、よりどころを無くして出てくると思いますけど……例えば現実を理想に近づけるとか、理想を諦あきらめて現実を認めるとか……」


　おじさんの理想……現実……そのギャップ。それぞれの中身を考えると、答えはすぐに知れた。米人は緊きん張ちようの息を吐き、腫はれきった表情に笑えみを浮かべた。


「じゃあ別に、俺のやることに変わりはない。……この勝負で実桜に勝利して、おじさんの理想など絶対に叶かなわないと思い知らせてやるだけだ」


「……米人さん、なんか、凄すごくやる気ですね？」


　今いま更さらに、意外そうな表情でアンノがそんなことを言ってきた。


「は、はぁ!?　なに言ってやがる、俺ほどやる気のない人間はいないぞ!?　ッ──」


　興奮気味に声を上げたせいで、身体に痛みが走った。歯を食いしばる。


「ッつぅ……と、とにかく、俺はただ実桜のアホがムカつくから仕方なく……じゃなくて、俺はただ、俺の得になる試合をして……そう、ここでやめたら、それこそ骨折り損だ。俺はケチで……だから、つまり、ここまでやったからには、労力に見合った元は取らないと」


　やや支し離り滅めつ裂れつな言葉を口にする米人。それを見て、アンノが少しだけ微笑ほほえんだ。


「……やっぱり、米人さんは私が思った通りの人でした」


「……勝手なことを言うんじゃない。ったく……」


　毒づく米人は、先ほどまでよりいくらか体調が回復した様子だった。それを見たアンノも、逼ひつ迫ぱくした状じよう況きようながら微笑み、ほっ、と息をつくことが出来た。


　と、そこでアンノが何か思いついた様子で、疑問を口にしてきた。


「にゅ……でも米人さん、おじさんの理想って、実桜さんがボクシングに勝つことじゃないんですか？　ならここは米人さんが負けたほうが、おじさんの理想が叶って、不満も少なくなって、七次元体ユーリ・フオルクもおとなしくなるんじゃ……？」


「は？　わかってないなお前。もし娘をチャンピオンにしたいってだけだったら、実桜みたいな無む駄だにハイスペックな娘がいる時点で不満なんか持つかよ。おじさんが現実に不満を持ってるっていうなら、理想はそれじゃない」


「え、じゃあいったい……」


「……お前、図書室で言ってただろう。人間は、自分に似てる奴やつが好きなんだって」


「にゅ？　それが、なにか──」


　説明する前に、ゴングが鳴った。


「……ま、見てろ。すぐわかる」


　米人はアンノにそう告げると、重たい身体を引きずりながらリングに戻った。





「待たせたな、実桜。……ぬあああああ」


　相も変わらずの猪ちよ突とつ猛もう進しん、技術もなにもあったものではない。米人は思い切り殴なぐりかかる。そんなほとんど運任せの一いち撃げきは実桜に軽く躱かわされ、即そく座ざに殴り返された。


「ぐふ……ま、まだまだ……ぅぐ、げほっ、ぼはぁ」


　殴られても殴られても前に出続ける米人に、実桜が混乱に近い狼ろう狽ばいを見せてくる。


「米人……どうしてそんな……」


「ど、どうして？　……自分の胸に、訊きいて、みやがれぇ！」


「いまだ実桜、トドメを刺さすんだ！」


「っ！」


　米人の全体重を乗せた、渾こん身しんの大おお振ぶり。それは実桜の顔面を外れ──代わりに実桜の突つき出していた右みぎ腕うでが、お互たがいの踏ふみ込みのエネルギーを凝ぎよう縮しゆくして米人の身体を捕とらえる。


　米人の全身に悪お寒かんが走る。さすがにこれを貰もらったらまずい──が、よけられない……


　どぐぼ、と異様な音を立てたかと思うと、実桜の拳はまっすぐに米人の胴どう体たいを捕らえ……そのまま貫かん通つうし、背中から突き出していた。





「…………きゃ───!!　か、かか、貫通!?　貫通って!?」


「なんてことだ……娘のパンチが、ここまで殺人的になっていただなんて……」


　凄せい惨さんな出来事に、父おや娘こがそれぞれに取り乱す。実桜は軽く腕を抜き去るとリングにへたり込み、米人を抱だき支えるようにして揺ゆり動かした。


「いや、だって、ちょ、ちょっと米人!?」


「……この罪は私が被かぶる。実桜、お前はベルトを巻いて、私の出所を待っていてくれ！」


「ちょっとお父さん、そんなことより救急車！」


「いや……それは手て遅おくれだろう」


「うそ……ま、米人ぉ!?　う、うぐ、うううう……ご、ごめん、米人。いまから、あたしも……自分のパンチで胸を貫つらぬいて、後を追うから！」


「──ど、どんだけ超ちよう人じん的な自殺をするつもりだ、お前は」


　米人が苦しげにツッコむと、本気で涙なみだを流していた実桜がキョトンと目を丸くした。


「ま、米人!?　生きてる……どうして」


「ふ、それはな……まあ、ほら……あれだ、あの……………………………………残像だ」


「……ざ、残像？」


「うん。そう。ざんぞう」


「…………」


　難しい顔をする実桜とおじさん。セコンドのアンノからのみ感かん嘆たんの声が上がった。


「残像だったとは、米人さん、かっこいい！」


「だ、だろう？」


　グローブでＴシャツの穴を隠かくしながら、ファイティングポーズを取る。


　上う手まいこと胸の穴で受けられた。とはいえ、ダメージの蓄ちく積せきはとうに限界を超えている。いま、両足で立っていられるのは奇き跡せきに近い。


　それでも、米人は正面から実桜を直視した。


「ほれ実桜……俺は、まだやれるぜ。うっく……」


「と、とにかく実桜！　とどめだ！　やっぱり、お前にはパンチの神が宿ってる！」


　コーナーから叫さけぶおじさんの輪りん郭かくが、ぼこぼこと蠢うごめいていた。七次元体ユーリ・フオルクが、膨ふくらんでいるということか。いまにもはち切れんばかりに……


　……さあ、ここからは、賭かけだ。


「ほれ……実桜」


「…………んぅ」


「……実桜」


「う、うう……ううううううぅ」


　……実桜はリングの上に座り込んだまま、立たなかった。グローブも外さないままに、顔の涙を拭ぬぐっている。いまの胴体貫通パンチは致ち命めい的だったようだ。それはもう、打ったほうにとって。


　一いつ瞬しゆんでも、他人を殴り殺してしまったと本気で思ったら、こうなるのも道理だろう。


　にしても、まったく……泣かせてしまったと言えなくもないこの状況の罪悪感に、胸の中で文句をたれる。本当にまったく、いやになる……が、ここから事態がどう転ぶかは、実桜に掛かかっていた。


「み……実桜？　実桜！　はやく戦うんだ！　実桜！」


　おじさんが叫んでいる。そちらを一いち瞥べつしてから、米人は実桜を覗のぞき込んだ。


「実桜……立てるか？」


「…………」


　顔を拭い、しゃくり上げながら首を横に振ふる。幼い子供のようだった。


　そこで米人は──怒おこった。


「ええい泣くな、うっとうしい！　泣くのをこらえるか、また戦うか、どっちかにしろ！」


「……うう、うぶぶぶぶ」


「こらえ切れてないだろ、ったく……敵には立ち向かえと、言っただろう。たとえ相手が誰だれであっても。たとえ……父親であろうとも」


「ッ──」


　実桜が顔を上げ、米人の顔を見た。


　……そこに何を見たのかはわからない。だが実桜は涙を止めるようにぎゅっと目をつぶり、顔を拭いながら、小さく、しかしはっきりと、頷いた。


「…………っ、んぅ」


　頷いたもののなかなか立ち上がれずにいる実桜に向かって、米人はグローブを外した手を差し出してやった。出来るだけ、雑な感じに。


「ったく……いつまでそうしてるつもりだ、うっとうしい……ほれ、手ぐらいは貸してやろう。なんせ、俺たちの利害は一致してるからな」


「…………米人、ごめん」


　実桜は米人の手を取り、一生懸けん命めいに立ち上がった。そして大きく一度、二度、深呼吸をしてから振り向き、そこに立つ父親に向かって言った。


「お父さん……ごめんなさい。あたし、ボクシングは……やりたくない」





「な、何を馬ば鹿かな」


　狼狽うろたえる父親に、ひとことひとこと丁てい寧ねいに、はっきりと実桜は言った。


「あたしは、人を殴るのは、嫌いやなの」
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「そ……それは、一時的な気の迷いだ。わかった、今回はもういいから、これからは……」


「お父さん！　……ごめんなさい」


「……何を言ってるのか、わかってるのか!?　お前には才能があるし、お前は……俺の娘むすめだろう？　実桜は、お父さんとやってくれるよな？」


「っ……」


　反則のような父の訴うつたえに、実桜が迷う。父親に駆かけ寄り、やっぱりやると声をかけたがっている。


　父を拒きよ絶ぜつしたくない。そこには愛情以外の怯おびえがあった。


　彼女は、幼い日の父の荒あれようを、自分のせいだと責めていた。


　あの頃ころのような匂においを放つ父を前にして、だから彼女はいままで一言として反はん抗こうできずにいたんだろう。


　かつてのことについて、彼女には何の責任もないだろうに、九年越ごしのトラウマにするなんて律りち儀ぎにも程ほどがある。まったく腹が立つ。


　米人は、実桜の頭をポンと叩たたいた。


「米人？」


「ったく……いいか？　俺はお前に強くなられたら困るんだよ。死ぬから。だからこんな妙みような特訓は、是ぜ非ひともやめて欲しいわけだ。で？　……お前はどうなんだ」


「……うん」


　そうして米人に支えられながら実桜は、控ひかえ目ながら正面に、父と向き合って。


「お父さん。やっぱり、あたしは殴り合いは出来ない。他ほかに、やりたいこともある。だから、ごめんなさい。あたし……お父さんみたいには、なれない」


「…………ッ」


　……そう、この親子の最も大きな隙すき間まは、それだった。実桜は確かに才能があって、強かったのだろう。だが、おじさんの描えがいた理想はそんなことではなかったのだ。おじさんは実桜に、自分のようになって欲しかった──自分の好きなものに同じように熱中して、自分の見た夢を同じように追いかけて欲しかったのだ。


　子供が自分に似て欲しいという、ほとんど本能のような親の欲よつ求きゆう。おじさんが人より多く持っていて、七次元体ユーリ・フオルクを引き寄せてしまった感情の正体はその程度のものだった。


　米人は最初「おじさんの目は節穴か」と言ったが、そうではない。彼は、言われたとおりに練習する実桜が、本心では嫌いやがっていることに気づいていたのだ。だからこそ、彼は現実への不満を募つのらせ、七次元体ユーリ・フオルクに食われかけていた。


　だが、実桜がはっきりと本心を告げたいま、おじさんも現実を認め、理想を諦あきらめてくれるのではないか。あるいは絶望して、七次元体ユーリ・フオルクに食い尽つくされてしまう可能性もあったが……しかし、少なくともおじさんは、一度捨てた家庭を取り戻もどして、立て直した人間だ。それは誰にでも出来ることじゃない。なら、きっと……


「……ああ…………ああ、俺は…………実桜。……すまない」


　脱だつ力りよくしたようなおじさんは、すぐに──


　暴れ出した。





「う、ぅばばばばばば」


　大きく口を広げ、上体を震ふるわせる。血管が太く浮うき上がる。


「お、お父さん!?」


「まさか……七次元体ユーリ・フオルクが……!?」


　最悪の事態を想像し、米人の全身に鳥とり肌はだが立った。が、すぐに背後からアンノが頼たのもしい口調で言ってきた。


「大だい丈じよう夫ぶです！　うまく、剝はがれてます！」


「剝がれ……？」


「っ、うぉえええ……」


　事態を把は握あくしきれずにいる米人の見つめる前で、おじさんの折れ曲がった身体からだから吐はき出された物体が、昇のぼり立つようにして人の形を成していく。


　半はん透とう明めいの、透すき通った人型。両りよう拳こぶしが異様に肥大した男性的なシルエット。


　おじさんの不良成就アルター・エゴを元にして、ここまで形作られていたらしい。だが、端はしからすぐに溶とけていっている。


「アンノ、あれ……」


「はい……美お味いしそうです！」


　……初めて会った夜に、牙きばの化け物を前にしたときと同じ台詞せりふだった。


　その言葉はいま、より複雑な感情と、たしかな頼もしさを持って米人の耳に響ひびいた。


『ＷＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！』


　人型は上体を伸のばすようにして近づいてくると、アンノに向けて左拳を放ってきた。その拳の先せん端たんは裂さけ、牙が生えていた。


　バジン、という音。アンノが宙を[image: ]かんでいた。空間ごとに、人型の左拳が削けずれ飛ぶ。


　続いて右拳。ガヂン。同様にして、右拳も消しよう滅めつ。


『ＦＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＭＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！』


　呻うめく彼を前に、アンノはひどく官能的な動作で、大きく空間を齧かじり取った。


　バギン。喉のどが一度、大きく動く。


「……げふ。ごちそうさまでした」


「…………はぁああああ」


　腰こしが抜ぬけた。リングの上で、大の字になって力を抜いた。


　今いま更さらに全身の苦痛と疲ひ労ろうが思い出された。死にそうなほどに辛つらかった。


　……だから他人に関かかわるのは嫌なんだ、と、米人は誰にも聞こえない声で呟つぶやいた。





「お父さん、大丈夫!?　気持ち悪いの？」


　向こうでは、実桜が父親に駆け寄っている。その様子に、米人は不ふ審しんげに眉まゆを寄せた。


「……もしかして……実桜には見えてなかったのか、いまの」


「あい、七次元体ユーリ・フオルクは実体化してませんでしたから。実体化してたら、出てくるときにあの人の身体は裂けてます」


「でも、俺には見えてたぞ」


「それは、米人さんがいまのところ、完全には人じゃないからじゃないですかね？」


「穴のせい、ってことか……面めん倒どうくさいな」


「おお！」


「あ？　なんだよ」


「いえ、面倒くさがってるところを見て、ああやっぱり米人さんだと安心しました」


「失礼な奴やつだな……まあ俺も同感だが。よっと」


　痛みにきしむ身体に鞭むち打うって立ち上がると、実桜たちの許もとに近寄っていく。


　もう特にやることはないが、帰りの挨あい拶さつくらいはしていこう。


　おじさんは落ち着いた様子を見せている。


　実桜は、似合わない涙なみだ目めで米人に頭を下げてきた。


「米人……ごめん。あたし、自分からじゃ、言い出せなくて……」


「まったく、たまったもんじゃない」


「ごめん……」


「言っただろ。親でも何でも、他人ってのは全部敵。襲おそいかかってきたら容よう赦しやなく立ち向かえ、って」


　実桜が顔を上げた。表情は、笑っていた。


「うん……そうだったね。あはは、米人はすごいわ」


「俺がすごいんじゃない。お前らがおろかなんだ」


　実桜が笑えみをこぼしたのを見て、目を背そむけた。


　どうも自分は涙を見るのが苦手らしい。嬉うれし涙は、特に。





「ねぇ…………ゆ、夕飯、うちで食べてかない？」


　傷を冷やす氷を貰もらって、さて帰ろうとしているところに、実桜がそう声をかけてきた。


「おお、素す晴ばらしいですね！　米人さん、是非、食べていきましょう！」


　アンノがよだれをのぞかせながら賛同する。


　更にはなんと、隣となりにいたおじさんまでもが嬉しそうに追従してきた。


「うむ、それがいい！　米人くん、是非ごちそうさせてくれ。ビールもあるし！」


「ちょ、お父さん、ビールって──」


　呆あきれた様子の実桜。米人も頷うなずく。


「そうですよ、おじさん。アルコールなんて、栄養は偏かたよってて高カロリーで、しかも値段は無む駄だに高くて勿もつ体たいないから、要いりません」


「ああ、確かに」


「ちょっとお父さん、納なつ得とくしないで！　もっと手前の問題に気付いて！」


「うん？　いやでも、減量中には確かにビールが大敵で……」


「お父さん！」


　……その父と娘のやりとりを見て、表情は変えないままに、米人は一歩、さがった。


「……まあ、身体もぼろぼろだし、さっさと帰ります。それにほら、こういうときくらい家族の団らんとか、そういうのがいいんじゃないですか。俺にはよくわかりませんけど」


「……米人くん」


　……しまった、柄がらにもなく喋しやべりすぎたか。


　おじさんは、真しん剣けんな表情で米人を見てきた。それどころか、米人の手を握にぎってきた。


　お遊ゆう戯ぎ会や体育祭もサボってきた米人は、殴なぐってくる実桜の拳以外で他人の手に触ふれた記き憶おくがほとんど無かった。おじさんのゴツゴツと骨張った硬こう質しつな手に、戸と惑まどってしまう。


　それからおじさんの言った言葉に、米人はいっそう困こん惑わくしてしまった。


　おじさんは、予想外に熱っぽい調子で言ったのだ。


「米人くん…………君は、すごい子だね」


「は、はあ……？」


「今日でなくとも、ぜひうちにおいで。いつでも、待ってるから」


「あー、はあ」


　相手の真意が摑つかめず、ただ曖あい昧まいに頷く。妙に、落ち着かない。


　居たたまれず、米人はおじさんの手を逃のがれ、そそくさと出口に向かった。


「じゃ、じゃあ、俺は、これで。アンノ、帰るぞ」


「にゅう、ご飯が食べられなくて残念ですが……」


　落ち込むアンノに、実桜がやさしく声をかけた。


「アンノちゃん、またおいで」


「あい！　ぜひ！」


　アンノに向かって、実桜は笑っていた。いつも通りの、実桜の笑顔で。


「……じゃあな」


「うん。……食べてけばいいのに、ほんと、あんたも昔から変わらないわね。頑がん固こで自分勝手で……」


　……お節せつ介かい。


　実桜が最後にそう呟いた気がしたが、米人は自分がお節介なわけがないので聞き間違いだと判断した。その上で、確かに変わった覚えはないのでとりあえず頷く。


「あー、当然だ。俺は昔から変わることなく、冷血無情な現実主義者だからな」


「はいはい」


　おざなりな様子で頷く実桜の口元には、なぜだか笑みが浮かんでいた。そのままの表情で、ふわりと言う。


「じゃ……また明日ね」


「ああ、またな」


　米人は実桜に背を向け、外に出た。


　実桜はドアが閉まるまで、じぃっと、米人の背中を見つめていた。
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　幼い日、実桜は泣いていた。


　親元から放ほうり出され、不安で怖こわくて泣きたくて、でも同じ部屋の女の子たちには気を許せなくて、独り逃にげ出して、敷しき地ちの隅すみの雑木林で泣いていた。


　自分の不幸と不安が溢あふれ出てくるのに、それを誰だれかに知られるのは怖かった。だから、誰もいないところで、ただ自分だけに向けて、その気持ちを訴うつたえていた。


　そのときはまだ孤こ独どくという言葉を知らなかった。だが、そのとき実桜を取り巻いていたのは確かに孤独だった。食事の前に逃げ出してきたので空腹だった。不ふ眠みんが続いていて身体がだるかった。薄うす着ぎで出てきたせいで空気が冷たかった。そんなことがすべて、彼女にはとても辛くて、涙はいつまでも止まらなかった。


　しばらくして、程ほど近い位置を少年が歩いているのに気が付いた。誰かと喧けん嘩かでもしたのか、少年の顔にはアザが浮かんでいた。


　実桜は彼を知っていた。実桜と同じ、この施し設せつの養護児童だった。


　彼は手に、食器を持っていた。そう、確かに今は夕飯の時間だ。だが、割り当てられた部屋でルームメイトと食事をとるのが、この施設のルールだったはずだ。


　抜け出してきたのか。ルームメイトと担当職員の監かん視しを逃れて、わざわざ？


　少年は実桜に気づかないまま、手て頃ごろな木の幹を背に腰を下ろすと、食事をとり始めた。落ち葉の中、洟はなを垂らしながら食べていた。


　なんとなく身を隠かくしながら、少年のほうへ近づいていく。……実桜のお腹なかが鳴った。


　その音で、見つかった。少年と目があった。


　だが少年はすぐに実桜から顔を背けると、何も見なかったかのように、食事を続けた。


　実桜はトレーナーの下からインナーをひっぱりだして、それで顔をごしごしと拭ぬぐった。


　それから米人のほうへと近づいていった。普ふ段だんにはない大だい胆たんさで声をかけた。


「な、なにしてるの？」


「食事をしているんだ。じゃまをするな」


　まるで怒おこっているかのような口調。不ふ遜そんな態度に、実桜の勇気が萎しぼんだ。


　そのとき、ぐぅ、とまたお腹が鳴った。


「……なんだ、空腹なのか？」


「う、うん」


「そうか」


　何かを期待する実桜を無視して、黙もく々もくと食事をする少年。


「…………ごちそうさま」


　完食だった。米こめ粒つぶ一つ、残していない。


「う、ううううぶぶぶぶ」


「な、泣くんじゃない！　他人は全員、敵なんだ！　ごはんなんか分けてやるわけないだろ！　ったく……」


「ど、どこ行くの？」


「独りになれるところだ」


「ま、待って」


「なんでついてくるんだよ！」


「うう……」


　……なぜ、ついていったのか。


　あのときは何もわかっていなかったし、考えていなかったけれど、もしかしたら……米人の強さに、憧あこがれていたのかもしれない。
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　実桜の家を出ると、外はすっかり暗くなっていた。


　痛む身体からだを引きずるようにして歩く帰り道。


「うう……よく歩けるな、俺」


「ほが……でもよかったじゃないですか、傷を冷やす氷を沢たく山さん無料で貰えたし、私も七次元体ユーリ・フオルクを食べて少しお腹がふくれたし。とっても得しましたね！」


「大損だよ！　俺がケチだからってそんなんで誤ご魔ま化かせると思うなよ!?　そもそもお前が首を突つっ込んだせいでああなったんだからな！　俺は無視する気まんまんだったのに」


「もが……やだなぁ、私はただ単に、美お味いしそうな匂においを辿たどっただけですよぅ。結果的に、実桜さんについてた美味しそうな匂いの正体は、もご、あのおじさんにくっついてた七次元体ユーリ・フオルクの移り香がだってわかりましたけど」


「白々しいこと言うな。……お前、さっきからなに口ん中でもごもごやってるんだ？」


「うう、なんか喉のどにつっかえてるんです……んー……もがもが……ぺっ！」


　ビタン、とアンノに吐はき出され路上に落ちたのは、綿わた飴あめに足が付いたような握り拳こぶし大の物体だった。恐おそろしいことに、動いている。


　それはしばらくきょどきょどしたあと、煙けむりのように溶とけて消えた。


「……なんだ、いまの？」


「七次元体ユーリ・フオルクにくっついてた……人工物ですね。何かのパルスを出してたので、もしかすると制せい御ぎよ装置か、発信装置だったのかも」


「装置って……だって、それもおじさんの中に入ってたってことだろ？」


「あい。高度な技術で造られた、異次元物質ですね」


「……んん？　どういうことだ。さっぱりわからんぞ」


「つまり…………あの七次元体ユーリ・フオルクは、誰かが管理していたものです。図書室でした話の続きですね。七次元体ユーリ・フオルクがこの町に集まっている理由……誰かによる、人じん為い的なもののようです」


「…………」


　……なぜ、いままで深く考えていなかったのだろう。


　いま、この町では連続殺人が起こっている。


　自分はもうすでに、そのうちの一件を目もく撃げきし、一件を防いでしまった。そして、関かかわりのありそうな少女を匿かくまっている──


　姿を知らない犯人の気配を感じた気がして、米人の背筋を寒気が襲おそった。
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　米人たちが通り過ぎた路上、一人の人ひと影かげが地面に顔をこすりつけるようにして這はいずっていた。ボロ布を重ねて被かぶったような服装のために、非人間的なシルエットになっている。


「スン、スン……七次元体ユーリ・フオルクの他ほかに、この痕こん跡せきは……やっぱり、アンノウン・エンダー？」


　顔を上げて口にする。その名前に呼応するかのように、影の左ひだり腕うでが蛇へびのように蠢うごめいた。


　同時に、欠けた月の明かりが、頭にまで被った布の隙すき間まからその人物の表情を浮うかび上がらせた。そこにあったのは中学生くらいの幼い少女の顔立ち。作り物のように整った美しい相そう貌ぼうには、一欠片かけらの感情も浮かんでいなかった。


「まずい……七次元体ユーリ・フオルク同士で食い合ってるならいいけど……アンノウン・Ｅエンダーが人間を口にしてたら…………最悪、全ぜん滅めつ……うう、死にたい」


　表情と同じく感情を感じさせない口調でネガティブな思いを口にしながら、その人物は再び影のように地面に這いつくばり、移動を開始した。
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「ふわぁーあ、ててて……」


　翌朝、起き床しようしたベッドの上で伸のびをすると同時に、身体が強いダメージを訴うつたえてきた。


「俺、よく無事だよなぁ。……あれ、今日はアンノ、寝ねっぱなしか？」


　押し入れを開けると、そこはもぬけの殻から。


　ふと、階下での談だん笑しようが耳に入った。嫌いやな予感がして階段を下りる。


　居間へと通じる襖ふすまを開けると、そこではアンノと……米まい人との里親である、叔お母ばの志し良ら以いが食しよく卓たくを囲んでいた。


「うふふ、アンノちゃん、おかわりいる？」


「あい！　おひつでください！」


「あら、豪ごう快かい！　じゃあおかずも何か……あらあら、もう冷蔵庫が空っぽだわぁ」


「さすがの私でも、冷蔵庫は食べませんよ。美味しくないですからね」


「あらあら、冷蔵庫も美味しかったらよかったのにねぇ、うふふ」


「あはは」


　パタン、と米人はとりあえず襖を閉めてみた。


　……なんだ、いまの異次元空間は……叔母の志良以と、アンノ。昨夜の二人の顔合わせからして友好的だったが、一晩経たってのこの光景は想像を絶している。驚おどろきよりもまず、いま見た空間の不可解さに眉まゆをひそめてしまう。


　いや、もともとあの、米人と十しか歳としの違ちがわない童顔の叔母が、損得で計れない行動を取る人間だということは知っていた。米人を預かったことがその最たるものだし、国から里親に支し払はらわれる養育費を受け取っていることにすら罪悪感を抱いだいているらしいという、不可解きわまりない人間だった。


　だがまさか、その叔母とアンノがこれほど相あい性しようがいいというか、悪いというか……


　なんとも言えない後こう悔かいや躊ちゆう躇ちよがダースの単位で襲ってきたが、それらはすべてため息一つで切り捨てて、覚かく悟ごを決める。改めて、恐おそる恐おそる、襖を開き直す。


　すべてが夢だった、なんていう奇き跡せきは起きることなく、二人は先ほどと同じように和なごやかに食卓を囲んでいた。


「にゅう、お米が美味しいです！　お米があれば、それだけでご飯が丼どんぶり三杯ばいは行けます！」


「そうねぇ、お米がなかったら、空の丼になっちゃうものねぇ」


　意味がわからない。


「ねぇ、アンノちゃん。今晩、なにか食べたいものある？」


「私、また食べ放題バイキングってとこに行きたいです！」


「あら、本当に食いしん坊ぼうねぇ。でも昨日のお店は、出入り禁止になっちゃったから」


「ぬう、世の中ケチばっかりです。あ、ケチといえば米人さん、おはようございます」


「ケチといえば俺だよ、おはよう」


　不ふ機き嫌げんを作り損そこねた表情で空いている椅い子すに座る。すぐに志良以が、わずかに首を傾かたむけながら米人に笑え顔がおを向けてきた。


「おはよう、米人。米人の分のご飯も、ちゃんと取っておいたわよ」


「ああ、ありがとう」


「うん、取っておいたの……二分前まで」


「過去形!?　アンノ！」


「起きるのが遅おそいほうが悪いんです。そもそも、米人さんのものは私のもの──そして、私のものは、米人さんのものです」


「意外にフェア!?　でもその取引、俺がすごい損な気がする！」


　朝から面めん倒どうな喧けん噪そうに巻き込まれていると、志良以が時計を見て腰こしを上げた。


「あ、ごめんね、米人。私、そろそろ出るから、ご飯はどこかで買って貰もらえるかしら？」


「ああ、わかった。早く行きなよ。もう、少し遅おくれそうじゃないか」


「うん……本当に、ごめんね」


「しつこいな、わかったって！」


「ひゃう……！　うう、私がふがいないばっかりに、米人がこんなにやさぐれた子に育ってしまって……」


「半年しか一いつ緒しよに暮らしてないだろ……」


「ごめんね……ごめんね……アンノちゃん、米人をよろしくね」


「あい、大盛りに乗ったつもりで安心してください」


「大船に乗ったつもり、の言い間ま違ちがいだって信じてるわ……」


　バタン、と志良以はなんとも慌あわただしい様子で家を出ていった。


「はぁ……やっぱり、会わせちゃいけなかったんじゃないか、この二人……」


「えー、私、志良以おねえさまのこと好きですよ。まあ、ちょっと変な人ですけど」


「…………」


「なんですか、その目は」


「いや、別にゃン」


　首筋を舐なめられた。


「ペロ……む！　『お前が言うな！　と思うけど……これ言っても仕方ねぇな』って、どういうことですか！」


「その通りの意味だよ！　ったく、人の考えが気になったからって、いちいち舐めるな！」


「やだなぁ、普ふ通つうは舐めません、米人さんだけ特別ですよ」


「そんな特別はいらん！」


　文句を吐はいてから、改めてため息をつく。たった二日で、米人の日常は驚くほどアンノに侵しん食しよくされてしまった。


　やはり、昨夜の出来事は失敗だった。昨夜、実み桜おの家から帰ってきたときのこと……









　　　　[image: ]




　昨夜、傷だらけで帰った米人は家の前で悩なやみに悩んでいた。


　窓から明かりが漏もれていた。叔母の志良以が帰っているということだった。


「怪け我がのことつっこまれたらどう返すか……まあ、実桜とボクシングしてましたって言っちまっていいか、不可解だが物理的には筋の通った説明だ。……だが」


　アンノを見る。


「……こいつに関しては、物理的な説明が出来ないからな……」


「なんですか、この美少女をまるで未確かく認にん生物みたいに言うだなんて」


「解かい剖ぼうされるからって逃にげてる時点でお前、確実に自覚してるだろ。ええい、とにかく隠かくすしかない。いいか、俺が中に入って安全を確認したら叔母さんの隙すきを見て合図を送るから、それによって二階の窓から入るか、玄げん関かんから入るかを切り替かえる。合図の種類は……」


「にゅう、面倒くさい」


「仕方ないだろ、万ばん全ぜんを期すんだ。血の繫つながった親しん戚せきとはいえ、里親の下もとで俺がどれだけ肩かた身みが狭せまいと思ってるんだ。お前みたいな問題の塊かたまり、絶対に見つかるわけにはいかん！」


　米人が高らかにそう宣言した瞬しゆん間かん、ガチャ、と家の玄関の扉とびらが開いた。


「米人？　さっきから玄関前で、どーかしたの？」


「…………イイエ、別ニ」


　玄関から出てきた叔母に対して、米人は硬かたい表情で機械的に反応するのがやっとだった。その答え方に志良以は一度首をひねり、それからすぐに米人の腫はれ上がった顔面に気付いて声を上げた。


「あなた、どうしたのその顔!?　じ、事故!?」


　想定していた事態ではあったが、まだ心構えが出来ていない。米人は想定の数倍、しどろもどろな答え方をした。


「い、いや、これは、実桜が力加減を間違っただけで……」


「実桜ちゃんって、幼なじみの？　どうして実桜ちゃんが……って、その子は？」


「うぐ……」


　アンノまで見つかってしまった。思わず答えに詰つまる。と──


「どうもわたくしアンノと申します！　米人さんにお世話になって──」


「うわぁ！」


　まっとうな挨あい拶さつではあるが、口裏も合わせていない段階でアンノにスラスラ喋しやべられても怖こわいだけだ。米人は慌てて前に出た。


「え、えっと、この子はアンノ。ほら、その……火事！　家が火事になって一家離り散さんしたんだけど、こいつだけ住むところがないっていうからうちにどうかな……って……」


　噓うそをつくことの罪悪感が胸を圧あつ迫ぱくするが、仕方がない。


　というかそれ以前に、こんな雑な作り話で、しかも「他人は敵、独りで生きる」がモットーである自分には我ながらふさわしくない、こんな話がまかり通るわけが──


　と顔をしかめる米人に対して、志良以は胸を張って答えた。


「わかったわ。これからはその娘こも家族の一員ね」


「え、いいの!?」


「だって、かわいそうじゃない」


　……そうだった。この人は、損得では行動を計れない謎なぞの人種なんだった……口を開けたまま呆ぼう然ぜんとする米人の前で、志良以は声の調子を少し変え、しみじみと言った。


「でも、そういうことだったのねぇ、米人」


「は？」


「その子を選んで……けじめをつけるため、実桜ちゃんにボコボコに……いつのまにか、男になってたのね、米人」


「いや、なにやら誤解が……というか、いつのまにかって感かん慨がい深げに言われても、まだ半年しか一緒にいないのに……」


「ささ、上がって上がってアンノちゃん……アンノって、名字？　名前？」


「え……名字だよ」「名前です」


　米人とアンノの二人の声がハモってしまった。


「あらあら？」


「いや……だからこいつの名前は、アンノ・アンノ。名字も名前もアンノ。両親のユーモアセンスが炸さく裂れつしたネーミング」


「あらそうなの。じゃあ親しみを込めて、アンノちゃんって呼ぶわね」


「はい、おばさま」


「やだ、おばさまだなんて。おねえさまでいいわよ」


　意外とちゃっかりしている。


「そうだ、ちょっと遅いけど、アンノちゃんの歓かん迎げい会も兼かねて駅前のスイーツバイキングに行きましょうか！　アンノちゃんの着き替がえなんかも買いに行かないといけないし」


「おお、スイーツ海かい賊ぞく！　なんだか逞たくましそうですね！」


「ええ!?　いいよそんなの！」


「そ、そう……？」


　米人に拒きよ否ひされ、志良以は萎い縮しゆくしてしまった。


　普ふ段だんはあけっぴろげな笑顔から善人さをたれ流している志良以だが、米人に強く出られたときだけは怯ひるんだ様子で、表情に影かげが射さす。そうして、腫れ物に触さわるかのごとく距きよ離りを置いてくるのがこれまでのパターンだったのだが、今日はそこに口を挟はさむ奴やつが居た。


「えー、行きましょうよ米人さん！　私と一緒に海賊王を目指しましょうよ！」


「あ、ほら、アンノちゃんもこう言ってるし……それに私、米人とあそこのお店に行ってみたかったの」


「な、なんで俺が……」


「にゅう、いいですよ、米人さん来ないなら私、おねえさまと二人で行きますから」


「うっ、なんだその、心の底から不安な展開は……くそっ、わかったよ。着替えてくる」


「おお！　やりましたね、おねえさま！」


「ええ、やったわ、アンノちゃん！」


　なにがそんなに嬉うれしいのか、二人はハイタッチで互たがいに祝福を交かわし合った。


　……思えば、そのときすでに嫌いやな予感は限界まで高まっていたのだ。だが、まさか次の日の朝に、あんな異次元の如ごとき朝食の風景を迎むかえることになろうとは……
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「……はぁ。やっぱり、他人に関かかわると碌ろくなことがない」


　米人はため息をつくと、回想を打ち切った。


　朝、志良以の出勤から米人の登校までには、三十分ほどの開きがある。


　米人は空腹を抱かかえたまま、朝のテレビをＢＧＭに登校準備を整えていった。


「おねえさま、いい人ですね」


　昨日、志良以に買って貰ったパジャマ姿のアンノが、何の気なしにそう言ってきた。


「否定はしないが……何を考えてるのか。昨日の夜も、お前が「今日も米人さんの部屋で寝ねます」とか言い出したのを、真っ赤な顔しながらすんなり飲み込むし……叔お母ばさんの中での俺のイメージがいま、ひどいことになってるぞ」


「大だい丈じよう夫ぶです。そんなのきっと、最初からですよ」


「お前が来るまでは俺も硬こう派はだったんだよ！　……そういや昨日から思ってたんだけど、お前、普通の食べ物って、食べてなんか意味あるのか？」


「美お味いしいです、それなりに」


「じゃなくて、栄養にもなるのか？　それなら俺の体なんか即そつ刻こく吐はき出して、代わりにケーキでも詰め込んでどっか行ってもらうという手も……」


「この期ごに及およんで冷たいこと言いますね……でも、駄だ目めです。自己拡張因子を持たない──要するに意志を持たないものは、美味しいだけで役には立ちません」


「そうか。……って、役に立たないくせにバイキング、出入り禁止になるまで食い荒あらしたのか!?　俺が口の中まで腫れて、碌にジュースも飲めずにいる目の前で！　しかも、今朝だって人の朝食まで食いやがって！」


「米人さん。……美味しい料理を前にして、コレがあっては、そうなりますとも」


「これ？」


　思わず米人が聞き返すと、アンノはその張りのある細いお腹を自じ慢まんげにポンとひと打ちしてから元気に言い放ってきた。


「七次元胃い袋ぶくろぉ！　取り込んだものは次元相転移されて、七次元宇宙に溶とけ込んでいますので事実上、無限の胃袋！」


「……お前、核かく廃はい棄き物ぶつって食べれるか？」


「げ、現実的な利用法を即そく座ざに思いつかないでくださいよ。まあ多分、美味しくないなりに食べれるとは思いますけど、私の身体からだ越ごしに米人さんの肉体が被ひ爆ばくするかも」


「よし冗じよう談だんだ忘れろ。……しかしお前、究極の無む駄だ飯ぐらいだな。これからは朝晩、飢き餓がで苦しんでる人たちのために黙もく禱とうでも捧ささげとけ」


「飢餓で苦しんでいる人たちのために……？」


　アンノが問い返した、そのとき。


　ぐぅ、と米人の腹が鳴った。


「…………」


「……哀あわれな米人さん……」


「……黙禱だ、黙だまってろ。じゃ、俺はそろそろ」


「あ、学校ですか？　ちょっと待ってください、私もいま準備を……」


「準備ってなんだ！　お前は家にいるんだよ。昨日学校に来たのは事故だろうが」


「えー、私もまた、実桜さんに会いたいですよー。彼女も悩みがなくなって今いま頃ごろ、美味しくなってるかもしれないじゃないですか」


「連れて行けない理由が一つ増えたよ！　だいたい、高校ってのは中学を卒業して、受験に受かった奴が行くところだ。お前はそれをしてないだろ？」


「う、ううう……よくテレビに出てくる、不良や駄目人間を集めたクラスでもいいんで、なんとかなりませんか？」


「そんなクラス、うちには無い！」


「生徒を更こう生せいさせる熱血教師は居なくても、我が慢まんしますから！」


「それ無法地帯だぞ!?」


「中学卒業と高校受験を、したと思い込みますから！」


「思い込みでなんとかなるなら、高校生やめるぞ俺」


「ううっ……学歴社会に負けた」


「戦ってさえいないがな……とにかく、ルールが飲み込めたなら家にいろ。家の中にいろ。この家から一歩も外に出るな。学校終わったらすぐ帰ってきて、人探し手伝ってやるから」


「ふにゅう……」


「じゃ、行ってくる。鍵かぎ、閉めとけよ」





　アンノは米人が出て行くのを玄げん関かんで見送った。すると即座に暇ひまになった。


「……にゅう、米人さんのケチ。…………あ、これ米人さんが昨日、バイキング行くとき履はいてたスニーカーだ。くんくん……クサッ！　でも米人さんの美味しい匂においもこびりついてるから、美味クサ……クサ美味い感じが……あ、これ意外と奥が深い……ぐっへー」


　驚きよう異い的に非生産的な活動だった。


　と、そのとき。


　ぴんぽーん、とインターフォンが鳴った。


「にゃ！　……あい？」


　どう対応したものか。迷っていると扉とびらが開いた。


「あ、鍵……」


　そういえば閉めてなかった。


　入ってきたのはサングラスに黒服の大男二人。見覚えはない。


　彼らは男物のスニーカーの匂いを嗅かいでいたアンノを見て、声をかけてきた。


「……あなたが、アンノさんですか？」


　名前を知っている。不可解ではあったが、脳天気なアンノはそれほど驚おどろくこともなく、頷うなずいた。


「あい、アンノ・アンノです」


「アンノ・アンノ……？　……なるほど。本日はあなたに、あるところにお越こし頂きたくお迎えに上がりました」


「あるところ……？　えーと、悪いですけど私はいまこの家を出たら、飢餓に苦しむ少年に殺されかねなくて……」


「ひとまず、こちらをご用意致いたしました」


　そう言って男は手にしていたスーツケースを床ゆかに置くと、それをバックリ開いて見せた。


「こ、これは……」


　アンノの表情が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。自分は、これを知っている。


　その反応に、黒服が満足げに笑えみを浮うかべた。
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　米人はコンビニでパンを買ってから、学校に向かっていた。


「やっぱり自転車が欲ほしいけど、叔母さんに食費以上のお金をねだるのはいやだしなぁ……叔母さんにばれずに、金を稼かせぐ方法はないものか……」


　途と中ちゆう、初めてアンノに遭そう遇ぐうした道に通りかかった。


　わずか二日で、血の跡あと以外は綺き麗れいになるものだ。昨日はここも報道の現場としてたいそう賑にぎわったらしいが、今の時間帯に人は居なかった。


「……七次元体ユーリ・フオルクに食われたんだよな、あの女」


　実体を持たない七次元体ユーリ・フオルクは、人の不良成就アルター・エゴに寄りつく。彼女がいったいどんな理想と現実のギャップを抱えていたのかは、いまとなっては永遠にわからない。もし、もっと早くに出会っていれば……


　……暗く落ち込む自分に気づき、はっとして首を振ふる。


「ええい、他人のことだ関係ない。もともと俺は日和ひより見み主義の傍ぼう観かん者だ。昨日はアンノに引っ張り回された上に、実桜の奴がうじうじとあまりにムカつくもんでドツボにはまったが、もう絶対にあんな損はするものか。今日から俺は生まれ変わる──そう、一昨日おとといまでの俺に、生まれ変わるんだ！」


　究極的にスケールの小さな決心を胸に、拳こぶしを握にぎり空を見上げ歩く。結果。


「ふげふ！」


　転んでしまった。


「ってー、誰だれだよ、こんな道の真ん中に障害物を置いてく奴は…………ん？」


　障害物を確かく認にんしようと巡めぐらした視線の先に、妙みようなものを見つけた。


　なにか、ボロ布の塊かたまりのようなものが道に落ちている……黒や焦こげ茶の、シーツだか毛布だかわからないようなものが、何重にも重なっているようだった。なんだろう、と思った直後、そこから聞こえてきた声にぎょっとした。


「障害物呼ばわりされた……死にたい」


　……声は明らかに幼い少女のものだった。それを聞いてから確認してみると、確かに布の切れ間からは手のようなものや足のようなものが見えており、なるほどじゃあ顔はここか、というところに小さな顎あごが発見できた。


「おま……お、おい、大丈夫か？」


　蹴け飛とばしてしまったが大丈夫か……という意味以上に、そんな格好で大丈夫か？　という思いを乗せて問いかける。と、それが顔を上げた。頭に被かぶっていたフードの隙すき間まから、すすけた少女の表情が現れた。


　思わず息を呑のむ。十二、三歳そこらに見えるその少女は、作り物めいた美しい顔立ちをしていた。表情の無い、整いきったその相そう貌ぼうは、薄うす汚よごれてさえいなければ生命いのち無い人形に見えたかもしれない。


　彼女が米人を見る。その一いつ瞬しゆん、なぜだか米人は彼女の表情が大人のそれのように見えた。無機的で色のない、しかし深く透すき通った液体のような表情。


　その神秘的な美しい少女が、呟つぶやくように言った。


「気にしないで、私みたいなゴミのこと……」


「自じ称しようゴミ!?　と、とりあえず立て。絵え面づら的に俺が耐たえられない！」


「でも……立ったら私、ゴミのくせに頭が高くなっちゃう」


「ええい、大して高くならねぇよチビ！」


「……やさしい……」


「やさしいと言われて、こんなに不本意なのは初めてだ」


　愕がく然ぜんとする米人の前で、少女はがさごそと複雑な変形をするかのように、布の塊を蠕ぜん動どうさせながら立ち上がった。


　思った以上に小こ柄がらだ。その舌っ足らずなしゃべり方と合わせて、なんだかちびっ子を前にしているような気持ちになってきた。


「ほれ、やっぱり頭は高かないだろ？」


「……うん。でも、私のことは気にしな（ぐぅうぅぅぅう）」


「は？」


　少女の言葉尻じりを、彼女のお腹の音が遮さえぎっていた。


「…………」


「…………おい？」


「………………死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい」


「涙なみだをこらえながら繰くり返し呟くな！　呪のろわれてるような気がしてくる！」


「ごめんなさい、いま、この小うるさい内臓を引きずり出して自害するから……」


「やめろ！　うるさくねぇよ腹の音くらい！　だいたいこんなとこで臓はら物わたをぶちまけたら、近所迷めい惑わくだろうが！」


　精せい一いつ杯ぱいにツッコむ米人に対して、少女は輝かがやく瞳ひとみを向けてきた。


「…………やさしい……」


「頼たのむから、その評価をやめろ。俺、明らかにやさしくないだろ？」


　確認の意味でそう言ったのだが、少女は更さらに輝く瞳を向けてきた。


「……謙けん虚きよ……」


「うぐ……とにかく、お前、そんな格好でなにやってんだ？　学校はどうした？」


「いま、極ごく秘ひ任務中、気にしな（ぐきゅるるうるるる）」


「…………おい」


　少女は目に涙を溜ため唇くちびるを[image: ]かみながら、震ふるえる声で言った。


「…………いますぐ餓が死しするには、どうしたらいいだろう？」


「これ食え！　パン！　ほら、豆乳もあるから！　ったく、傍はたから見ると俺が泣かせてるみたいじゃねぇか」


「え……？」


　米人は少女の右手──薔ば薇らの紋もん様ようが刻まれた赤しやく銅どう色の指輪が目に付くその小さな手に、押しつけるようにしてパンを握らせた。


　少女は受け取ったパンを、不可解そうに見下ろした。


「……でも」


「腹の音を気にするんなら、食え。それが一番、面めん倒どうくさくない」


　米人がそう言うと、少女は遠えん慮りよがちに粒つぶ入りマロンクリームコッペパンの袋ふくろを開けて、その中身を小さな口でついばみ始めた。


「…………もしゃもしゃ…………」


「ったく。なんで朝からこんなに疲つかれてるんだ、俺は……」


　米人が肩かたを落とす。少女がパンを食べる口を止め、礼を述べてきた。


「ありがとう。こんなに親切にしてくれて……さてはあなた……伝説のいい人仮面……？」


「まず俺は仮面を被ってないし、そんな伝説は知らない。そもそも俺はいい人じゃな──」


　と、言いかけて思い至る──俺のやってることは、偽ぎ善ぜん者そのものじゃないか。


「だぁああ！　昔の俺に生まれ変わると誓ちかったばかりなのに、何をやってるんだ俺は！　ペースが、ペースが乱れたままだ……！　おい、俺はいい人じゃない、わかったか？」


「……わかってる。いい人仮面の正体は、秘密」


「わかっとらんな……ったく。げ、もうこんな時間か。おい、なにか困ったことがあったら警察に駆かけ込めよ、金がかからないから。で、もし悪徳警官に不当に脅おどされたりしたら、マスコミを盾たてに交こう渉しようしろ。他人は全員、敵だと思え」


「うん……ありがとう」


　米人お得意の訓くん戒かいを述べてそのまま立ち去ろうとすると、袖そでを摑つかまれた。


「……ん？」


「あ……」


　米人の袖を摑んだ少女は、自分でも意外そうな表情をして、言葉を探すようなそぶりを見せた後、やがて言った。


「……名前」


「名前？　……まあ、いいか。滝たき立たて米人だ。個人情報だから、悪用するなよ。あと警察に行っても、俺からパンを貰もらったことは言わないように。面倒が増えそうだ」


「うん……私、クウ」


「クウ？　…………わかった、クウ。じゃあまたな」


「……またな」


　初めてにっこりとほころんだ笑顔に、米人は思わずドキっとした。


　ああ、柄がらにもないことをした。他人は敵、他人は敵。そう、あいつも行き倒だおれを装よそおった詐さ欺ぎ師しに違ちがいない。そう呟きながら、米人は空すきっ腹を抱かかえ手ぶらで学校へと向かった。
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　教室に入って早々に、小こ石いし口ぐちが悲鳴を上げた。


「うわ！　ま、米人くん、その顔の怪け我が……大だい丈じよう夫ぶ？」


「大丈夫に見えるのか？」


　……事情を訊きかれたら面倒くさいな。昨日の実桜との出来事がばれたら、どういう騒そう動どうになるかわからないし……なんて思っていたら、小石口はなにか勝手に事情を察し始めた。


「そう……君はまた弱きを助け、強きをくじくために戦ったんだね……さすが米人くん」


「……小石口。お前の中の俺はどういう人間なんだ、いったい」


「え？　そりゃあもちろん、目の前にいる米人くんそのものだけど？」


「……なら、いいんだが」


　居い心地ごこちは悪いが、ともあれこれで実桜との一件は喋しやべらずに済んだ。


　ほっと安心しているところに、今度はその当人である実桜が寄ってきた。


「お、おはよう、米人」


　挨あい拶さつがぎこちない。さすがの実桜も、今日ばかりは申し訳なさそうな顔をしている。


「ああ、おはようさん」


「……大丈夫？　傷」


　大丈夫だ、問題ないと答えてやるのがやさしさだという気がしたので、その回答は避さけることにした。だって自分はやさしくない男、一昨日までの米人なのだから。


「……大丈夫に見えるのか？」


「うっ…………。あのさ、米人ってお弁当持ってきてる？」


　なんだその話題転てん換かんは、と思うまもなく、


　……ぐぅー、と米人の腹が鳴いた。


　飯の話に反応して、ぐぅって。死にたい、と言っていたクウの気持ちが少しわかった。


「……弁当を持ってたら、いま食ってるよ」


「そっか。朝ご飯、抜ぬいてきたの？　そっかぁ」


　米人が飢うえている状じよう況きようを知って、なぜか実桜は表情を輝かせた。


　鬼おにのような女だと思った。


「くそっ、俺が苦しんでるのがそんなに嬉うれしいか。ヤッターみたいな顔して、お前」


「え？　ヤッタ、そんな顔してないわよ」


　顔どころか、言っている。


「それは凄すごい斬ざん新しんな悪口なのか!?　ボケじゃないとしたら悪口なのか!?」


「ええ？　なによもう……変なこと言って」


　ぺしん、と米人の額が、軽く触ふれるくらいに叩たたかれた。


「じゃあ、ちょっと、お昼休みになったらそこで待ってなさい」


「あ？」


　なぜ？　……と聞き返す暇ひまを与あたえず、実桜はそのまま向こうへ行ってしまった。


「あいつ……何かの奥おう義ぎに目覚めてるんじゃないのか？　軽く叩かれただけで、視界がくらくらするんだが……」


「それは多分、米人くんの身体からだにダメージが蓄ちく積せきしてるせいじゃないかな？」


　小石口は現実的な解説をしたつもりらしかったが、米人からしてみれば、彼は実桜の打だ撃げきの威い力りよくをまったくわかっていなかった。断じて否定する。


「いいや、違う。そもそも俺は今『軽く』と言ったが、それは比ひ較かく的という意味であって実際はけっこう重いんだぞ!?　あいつは加減ってもんをまったく理解してない！」


　熱く語ると、それが教室の向こうの実桜に聞こえたらしい。


「米人なんか言った!?」


「叩かれ心地は最高です」


「でしょう？」


　それで実桜は会話を打ち切った。どうやら殴なぐられずに済んだらしい。しかし……


「……うう、あれだけやったのに、結局この力関係に変わりはないのか……勝負の条件はどこいったんだよ……まあ確かに、俺の勝ちとは言いづらいとはいえ、理り不ふ尽じんな……」


　嘆なげく米人と実桜を交こう互ごに眺ながめてから、小石口はさも面おも白しろそうに微笑ほほえみ、言った。


「何をしたのか知らないけど……変わったよね、実桜さん」


「……そうか？」


「うん、実桜さん、なんだか元気になったし……米人くんの相手をするときも、ぜんぜんイライラしなくなったよ」


「へぇ……目ざといなお前」


「米人くんが鈍どん感かんなんだよ。そこもいいところなんだけど。ほら、彼女だって気づいてるみたいだよ」


「彼女？」


　小石口の視線を辿たどる。そこには、米人を仇きゆう敵てきのごとく睨にらんでいる檸檬れもんが居た。


　教室の隅すみで、こちらを睨んだまま携けい帯たい電話で何か話している。「決行だ」とか「よくやった」とか、なんだか物ぶつ騒そうな口ぶりだ。


　さすが理事長の娘むすめ、怖こわい物なしだ、と携帯使用禁止である教室内での堂々とした通話の様子に米人が感じ入ったりしていると、通話を終えた檸檬がずんずんと米人の目の前まで歩み寄り、言い放ってきた。


「いつまでも、私の実桜と仲良くしていられると思うなよ」


「わ、私の実桜!?」


「ふん、お前の安息も、せいぜい今のウチだ」


　いったいどこからどういう因果で出てくるのかさっぱりわからない脅し文句を残して、檸檬は去っていった。


「……ほんとにあいつは、実桜のファンだな」


「怖いねぇ、理事長の娘さん」


「へっ、おれは歴れつきとした学力奨しよう学がく生せいだからな。理事会も一枚岩じゃないし、理事長が娘かわいさに退学にできるような位置づけじゃあない。こわかないね」


「さすが米人くん、計算高い！　……けど、成績はよくても米人くん、行事のボイコットとか授業の欠席とかをしてるから、あんまり万ばん全ぜんじゃない気もするけど」


「うぐ……授業については、俺の責任じゃない。しかし八や光こうの奴やつ、気になることも言ってたな……安息は今のウチだけだとかなんとか」


　あれは明らかに、手の内に策のある言い方だった。


　ちょっとは警けい戒かいしたほうがいいか……と思いきや、そんな警戒、二分で吹ふき飛んだ。





「ッ！　…………ッ!!」


　ホームルームの時間。


　入ってきた転校生を見て、米人は目を丸く、口を三角、姿勢を四角にして驚おどろいた。


「転校生の、アンノ・アンノです。米人さんちで暮らしてます！　よろしく！」


「ということで、親善留学生のアンノくんだ。みんな、ほどほどに仲良くするように」


「馬ば鹿かな……どうして！」


　思わず発した米人の質問に、アンノはあっけらかんと答えた。


「いやー、家にいたら大人の人たちが来て、学校に来ていいって言うんですよ？　ほら、この制服とか鞄かばんとか一式もくれたんですよ！　すごいお得ですよ、お得、米人さん嬉しいでしょう？」




[image: ]


「俺はなに一つ得しとらん！　ううう……はっ!?」


　気が付くと、アンノではなく米人に周囲からの視線が注がれていた。


　好こう奇き心しんと囃はやしたて心と、あとなにかよくない感情が渦うず巻まいている。


　その中でひときわ輝かがやく光……檸檬の眼光。


「ふっふっふ、理事長の娘としての力なんて使いたくはなかったがな。その気になれば、記き憶おくも国こく籍せきもない者の一人くらい、簡単にほらこの通り」


「お前……自分で思ってる三十倍は面めん倒どうを呼び込んでるのが、わかっとらんな」


「ふふん、それは貴様にふりかかる面倒だろう。せいぜいその子の相手を務めることだ。その間に、私の実桜は正しい人間への道を引き返し……」


　と啖たん呵かを切ってるその横で。


「あ、アンノちゃんだー。うちのクラスになるの？　すごーい」


「実桜さーん！　うにゅーパク」


「あふっ──駄だ目めだってば[image: ]かんじゃぁ！　まったくもー、あははは」


「にゃははは」


　と、なっていた。


「わ、私の実桜ううう!!」


「前々から知ってたけど、お前アホだろ」


　檸檬は、素す直なおな感想を述べる米人のほうに向き直った。


「おのれ滝立ぇ！」


「え、俺!?　ち、違うだろ、ほら見ろ、お前の実桜と絡からんでる生き物。俺じゃないだろ？」


「……あれはあれで、別にいい。だが、お前があれの関係者だということが許せない！」


「はあ!?　なんで女ってのはこう理不尽なんだ！」


　徐じよ々じよに一いつ般ぱん生徒もざわつき始めた。


　それを抑おさえるべく、担任の花はな園ぞの教師は言った。


「お前ら静かにしろー。このままだと俺が怒おこって、八光に嫌きらわれて、理事長命令でクビになって、お前らのこと凄い恨うらむことになるぞー。恨みながら、毎日ハローワークに通ったりするぞー」


　……少しかわいそうな気がしてきたので、皆みんな、ひとまずは静かになった。
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　悪夢は次の授業時間から既すでに始まっていた。


「米人さーん、あの先生さん面白いですよ。鼻の穴が大きいです、鼻の穴がー」


「……気のせいだ。この生物は、気のせいだ」


　隣となりの席のアンノは幻げん覚かくだと必死に思い込もうとしたが、うまくいかない。


「ねーねー米人さんってば！」


「うう……」


　米人より先に、英語の坂さか崎ざき教師が音を上げた。


「……滝立。静かにさせろ」


「は!?　なんで俺が！　たたき出せばいいんですよ、こんな奴やつ！」


　と、正当な主張をしたのに、実桜に窘たしなめられた。


「ちょっと米人！　その言い方はひどいんじゃないの!?　記き憶おく喪そう失しつの野生児である彼女が、一生懸けん命めい社会復帰しようとしてるんじゃない」


「まだその設定あったのか……」


　周囲の生徒たちも実桜に同調し始める。


「津つ下げさんの言うとおり！」


「そうだそうだ、アンノちゃんは悪くないぞ！」


「でもまあうるさいから滝立、ちゃんと相手してやれよ！」


「そうだそうだ、相手してやれよ滝立！」


「ぬぅぅ…………くそ。アンノ、授業中は大人しくしていないと、俺はもう二度とお前に食いたいものは食わせないからな」


「ハッ!?　…………わかりました。大人しくします」


　おお、と教室がしずかにどよめく。あの他人嫌ぎらいの米人が、なんて巧たくみな手た綱づなさばきなんだ、という驚きと感心の声だったが、米人は微み塵じんもいい気がしなかった。


「にゅう、大人しくしてれば食べさせてくれるっていうのなら、大人しくするくらい、どってことありませんとも」


「うぐっ……」


　「大人しくしないなら食わせない」と言ったのを勝手に、「大人しくしてたら食わせてやる」という話にすりかえている……とりあえず今は黙だまって聞き流そう。ああ、また放課後にうるさくなるんだろうなぁ……と思うと、もう本当に胃が痛くなりそうだった。
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　ようやくにして午前中の授業が終わった。


　疲つかれ果ててぐったりしている米人の元に、実桜が寄ってきた。


「米人」


「な……なんだ……？」


「数時間で死ぬほど老ふけたわね、あんた。えーっと、あーの…………ッど、どうせお腹なか空すかせてるんでしょ？　で、このままじゃ空腹任せに犯罪だって起こしかねないっていうなら、それはもうやっぱり仕方ないから、これ食べてもいいわよ」


「…………はぁ？」


　わけがわからない、というのを表情と声で表してみた。すると、実桜が殴ってきた。


「食べるの!?　食べないの!?」


「ぐふっ、いや、食べてもいいが、基本的に他人の施ほどこしは受けたくない──」


「ああ!?　なによその言い方は!?　米人のくせに調子に乗ってんじゃないわよ！　これはうちのお父さんがどうしてもってしつこく言うからわざわざ作ってきてやった、言ってみればもうお父さんの愛情が詰まってるわけよ!?　それを食ってもいいってあんた、死ぬ？　死にたいの？　あんたはもう死んでるの!?」


「いや、ぐは、いてて、わかった、食います、食わせてくださいお願いします！」


「そこまで言うなら、仕方ないわね。…………ちょ、ちょっとみんな、なに見てんのよ」


　実桜が赤面してそんなことを言うものだから、あっけにとられてその様子を見ていたクラス中の面々も、反射的に頰ほおを赤らめ顔を背そむけた。ただ一人、檸檬だけは携帯電話を片手に「おい、いますぐ青酸カリを持ってこい！　なに、たまたま切らしているとはどういうことだ！」などと怒ど鳴なっていた。


「ほら。容器はあとで返しなさい。家に持って帰ってあんたのばい菌きん、消毒するんだから」


「ああ、了りよう解かい」


　大して期待せずに、貰もらった四角い箱を開けてみる。


「……うお」


　声が漏もれた。彩いろどり見事な手の込んだ家庭料理の数々……


「てっきり、木炭が入ってるかと思ったのに」


「ふざけんな」


「げふ」


　ぺしん、と叩たたかれた。


　と、隣の席でいつのまにか眠ねむっていたアンノが鼻をひくつかせながら起き出してきた。


「クンクン……うわぁ、米人さんこれ、美お味いしそうですよ！　いただきます！」


「お前、これも食う気かよ!?　朝あんだけ食っておきながら！」


「味見！　味見だけですから！」


「ふざけんな！　これは俺んだ！」


　そんな卑いやしい奪うばい合いを前に、実桜がなぜかニヤついていた。


「あ、あはははは。やだなもー、米人ったら卑しん坊ぼう！　あははは！　じゃ、じゃあしょうがないから、アンノちゃんにはあたしのお弁当を分けたげる。今日はちょっと作り過ぎちゃったし。おいで、一いつ緒しよに食べよ」


「あい！　実桜さんに一生ついて行きます！」


「安いな、お前の一生……」


　呆あきれる米人を置き去りにして、女二人は離はなれた席に腰こしを落ち着けた。米人のことを[image: ]みつきそうな勢いで睨にらみ付けていた檸檬もそこに合流し、実桜のお弁当を分けて貰って表情を弛し緩かんさせている。


「……ふん、相変わらず、女子供には甘い顔しやがって」


「さて、話は済んだ？　じゃあ、ここいいかな？」


　そばで様子を窺うかがっていたらしい、小石口が寄ってきた。


　小石口は普ふ段だん、お弁当の時間は男女構わずそこらの島を渡わたり歩くという器用な処世をしていて、独りで食事をする米人に寄ってくることはなかったのだが。今日、初めて小石口は米人の席に自分の食事スペースを陣じん取どってきた。


「なんだよ、今日に限って。俺に対する距きよ離りの取り方が近いな」


「なんとなく、そういう空気だからさ」


「…………」


　言われてみると、今日は朝からゴタゴタのせいで、話しかけてくる小石口を追おい払はらうのを忘れていた。いまから追い払うのも、なにか少し面倒くさい気がしてきた。


「……まあ、今日くらいは勝手にさせとくか」


「ありがとう、米人くん。……それにしても、凄すごいね実桜さん。料理、上手なんだ」


「ふん、どうだかな」


　厳しい表情を崩くずさず、米人は料理を口に運んだ……腹が立つくらい、美味しかった。


「……子供の頃ころは家庭めいたことなんか、なんにもできない奴だったのに」


「実桜さん？　そうなんだ。中学時代にはもう、結構家庭的なイメージがあったけどね」


「はっはっは。ところでカテイテキって、日本語でどういう意味？」


「米人くんが爽さわやかに混乱してる……!?　そ、そりゃ米人くんに対してはいつもああだけど、それ以外は穏おだやかじゃない、実桜さん。ほら、子供とかも好きそうだしさ」


「それも今でこそだ。昔の実桜は人見知りの塊かたまりだったんだからな？」


「へぇ。人見知りなのに、米人くんのことは昔から殴なぐってたんだ。なんでなんだろう？」


「……それについては、ノーコメントだ」


　そんな取り留めのない話をしている最中。


「くんくん……くんくん……ぱくぱく」


　アンノが米人の背後で何かやっていた。が、あえて無視する。


「…………」


「……米人くん、なんか困ってることがあったら言ってね。できる限り、力になるから」


「ふん、相変わらずの偽ぎ善ぜん者め。俺のことなんか気にするな。一皮剝むいたら敵だと思え」


「さすが米人くん……かっこいい」


　米人が懸けん命めいに無視する間も、背後ではアンノが妙みようなことを言っていた。


「すーはー……パク……うん、米人さんの匂においをおかずにすれば、ご飯が二倍は美味しいです！」


「ぐっ…………」


　それでも更さらに努力して無視していると。


「ほ、本当に？　ええっと……スーハー……パク」


　実桜が混ざり始めた。


「う、ううん……なんか、味に集中できないけどな……」


「それは、米人さんを食べ物だと思ってないからです。米人さんを食べ物だと思いながら匂いを嗅かぐんです」


「うーん……はぁはぁ……はぁはぁ」


「そんなにモジモジしなくても、大だい丈じよう夫ぶですよ？」


「え、ええ!?　あたし、モジモジなんてしてないに決まってるじゃない！　まったく、アンノちゃんったらぁ！」


　ぺしん、と関係ない米人の頭が叩かれた。


「痛ひ！　舌[image: ]かんだ！　っくぅ……小石口……実は俺いま、困ってるんだ」


「あ、あはは……ちょっと僕には、どうすることも出来ないかな……」


「くっ……」


　米人は眉み間けんにしわを寄せ、呻うめいた。背後では再び、アンノと実桜がハァハァ言っている。想像を超こえてよくわからないこの状じよう況きようを前に、米人は何かを言うことを諦あきらめ、黙もく々もくとご飯を口へ運んだ。舌を[image: ]んだせいで、血の味がする。


　もはや混迷を極きわめたかに思われた米人の席だったが、更に檸檬が寄ってきた。


「ふん。実桜、アンノ。そんな男の匂いを嗅いでいたら、妊にん娠しんしてしまうぞ」


「え、やだ子供はまだ早い……じゃ、じゃなくて、そう！　思わず一緒にやっちゃったけど、アンノちゃん！　こんな男の匂いでご飯食べてたら、お腹壊こわして脱だつ水すい症しよう状じようのあまりミイラになっちゃうわよ！」


「大丈夫です、米人さんは水分も豊富ですから！」


　俺で水分補給する気か！　と思い切りツッコみそうになったが、こらえて黙々とご飯を口に運ぶ。そんな米人に、盛せい大だいにスプレーが吹ふき付けられた。


　プシュー


「う、げほ、うべほ、えほ、ぶほ」


　口の中のご飯はん粒つぶを撒まき散らしながら激しく咳せき込む。そんな米人の前で、檸檬は手にした小型スプレーの噴ふん射しやボタンから指を離はなした。


「うむ。消しよう臭しゆうスプレーが無いので取り急ぎ制せい汗かんスプレーを充あてたが、まあいいだろう」


「げっほ……八光！　目と鼻と肺がやな感じに粉っぽくて、息がしづらい！　げほっ」


　むわむわと薄うすい霧きりが辺りに漂ただよい、とても石せつ鹼けん臭くさい。


「ま、米人くん。いま咳き込んだときに、ご飯粒が飛んできたんだけど……」


　米人の向かいに座っていた小石口が、自分の制服に付いたご飯粒を指でつまむ。


「っと悪い、賠ばい償しよう請せい求きゆうならこのチビ女に──」


「このご飯粒、貰ってもいいかな!?」


「顔を赤らめてるお前が気持ち悪いから駄だ目めだ！　捨てろ！」


「うう……勿もつ体たいない」


　小石口は残念そうに肩かたを落としながら、集めていたご飯粒をひろげたティッシュの上にまとめた。……ちゃんと捨てるか、あとで監かん視ししておこう。


　それはともかく。米人はツバごと口の中の制汗剤ざいを飲み込むと、檸檬に向き直った。


「ったく……食事中になにしやがる、このチビクリマンボ！」


「ぬぅ!?　人をチビクリマンボ呼ばわりとは、なんと無礼な！　というかそもそも、チビクリマンボってどういう意味だ！」


「チビクリマンボがどういう意味かだと!?　……ちっ、痛いところを突つきやがる」


「無いのか、意味!?　ぬぅ、馬ば鹿かにしおって！」


　プシュー


「ちょ、げほっ、げっほ、やめろこの、プッシューキャット！」


「ぷ、プッシューキャット!?　今度はいったいなんだそれは！」


「当然、意味は無い！」


「貴様、またしても……ッ！」


　プシュー


　驚きよう異い的に不毛な罵ののしり合いだった。


「けほっけほ……ったく。こうなったらもう、トイレの個室で弁当食うぞ俺」


「は？　行ぎよう儀ぎが悪いでしょうが！」


　背後の実桜からお叱しかりチョップ。


「グヘやめます！」


　一いつ瞬しゆんで逃とう亡ぼうを諦めた米人を見下ろしながら、実桜は呆れたように言った。


「まったく、檸檬ちゃんをいじめるんじゃないの。ほんと落ち着きのない男ね、あんたは」


「お、俺に言うのかよ!?　おま……くぅ……」


　だいたい全部、お前らのせいじゃねぇか！　……という思いを胸に抑おさえ込み、せめて女どもを睨み付ける。けれど、女子たちはただ呆れたように米人を見てくるだけだった。


「……はぁ」


　結局はいつもの通り、仕方がないと諦めて理り不ふ尽じんを飲み込むことにした。


　大きくため息をついて脱だつ力りよくする米人に、実桜が立ち去り際、


「あ、そうだ米人、明日もお弁当、いる？」


　まったく他意のない表情で、そんなことを訊きいてきた。


　予想外の申し出を、米人は喜ぶよりも不ふ審しんがる。


「……俺、施ほどこしを受けても恩は感じないからな？」


「あたしみたいな女の子にお弁当作って貰もらっといて、そんな台詞せりふ返すのあんただけだわ。いいのよ、そんなんわかってるし」


「……毒でも盛る気か？」


「盛ってやろうか!?」


　実桜が片手で軽々と米人の首を絞しめてきた。……軽々と、急所はしっかり極きめながら。


「ぐうぇ……クビ……しめるな……死ぬ……」


「あ、そうだ。明日はアンノちゃんにもお弁当、作ってきたげるね」


「あい！　生まれ変わってもついていきます、実桜さん！」


「し……じぬ……」


　米人はいまにも生まれ変わってしまいそうだった。





「はぁ～～」


　もはやこの二日間に、何ガロンのため息をついたかわからない。


　下校の時刻、昇しよう降こう口を出た米人はアンノと二人、町中へ向けて歩いていた。


「ああ、理不尽だ……なんだこの理不尽さは……一昨日おとといまでは、俺だってそれなりに要領よく立ち回ってたのに……」


　肩を落として歩く米人に、アンノが笑え顔がおで声をかけてくる。


「まあまあ米人さん、落ち込まないで」


「お前は慰なぐさめる立場じゃなくて、反省する立場だからな!?　わかってんのか！」


「だいたいわかってます、よくわかりませんが」


　要するにわかってないのか。


「全すべてが集約されてるな、その答え……とりあえず、今日は真ま面じ目めに人探しをするぞ」


「あい。お弁当の時間に、クンクンする匂いの嗅ぎ方もわかりましたし」


「ああ、俺のおかげでな……じゃあ、なんか気づいたことあったら言えよ」


「あい。すーはー…………ああ！」


「どうした!?」


「お腹なかが空すきました！」


「ツバでも飲んでろ！」





　　　　[image: ]




「あ、アンノちゃん。今日はエスニック料理にしてみたの」


「わあ、エスでしかもニックだなんて、凄すごいですね！」


「アンノ、区切りがおかしい」


　人探しを終え家に帰ると、志良以が普ふ段だんより早めに帰宅して、熱心に料理をしていた。アンノが現れる以前の米人は「夕飯はコンビニ弁当でいい」と宣言してほぼその通り、独りで弁当生活を送っていたのだが。今日の食しよく卓たくにはしっかりと、米人の席が用意されていた。


「ほーら米人、美お味いしいご飯よぉ」


「……い、いただきます」


　食卓を囲む。それは米人にとって……ツッコミだった。


　アンノが学校であったことを明るく話し、そのトンデモな点について米人がツッコむ。


　その話を拾って、志良以が無茶な相づちを返すから、それに対しても米人がツッコむ。


「今日、あんまり美味しくない先生に、米人さんってば怒おこられちゃったんですよ！」


「教師を味で区別するな！　あと、怒られたのはお前が授業中、俺に[image: ]みついたからだ！」


「あらあら、アンノちゃん。学校の先生を好き嫌きらいしちゃ駄目よ？」


「その言い方だと教師が食べ物みたいでなんか危ない！　ったく……」


　ご飯を食べてはツッコみ、スープを飲んではツッコみ。


　ただならぬ面めん倒どうくささだ。それでもまあ、仕方がないと自分に言い聞かせ、米人は食卓を囲んでいた。


　……思えば、食卓を囲むという習慣は、米人にとって真新しいものだった。


　米人の育った施し設せつは小舎制を採用し、食事の時は担当職員を親に見立て、同室の子供らでテーブルを囲んでいただきます……というのが普ふ通つうだったらしいのだが、米人は常に自分の食事を様々な手段で盗ぬすみ出しては独り、人に見つからないところで食べていた。


　なんせ、他人は敵なのだから。隙すきを見せるわけにはいかなかった。


　そして施設に入る前の記き憶おくは朧おぼろ気げで、どんな食事をしていたかも覚えていない。


　だから、ああ、この夕食の団らんは自分にとって、生まれて初めての経験なのか──米人は食事の最さ中なかに、ふとそんなことに気付いてしまった。


「…………」


「米人、どうかした？」


「あ、いや、別に」


　自覚すると、この食事の風景が少し恥はずかしく感じられてきた。


　──ああ、面倒くさい。以前は独りで落ち着いて食事が出来ていたのに、うるさくて仕方がない。まったく、だから他人に関かかわるのは嫌いやなんだ。


　胸の中で文句を垂れながら、米人はおかずに箸はしを伸のばした。





　　　　[image: ]




　そうして、賑にぎやかなるままに三日が過ぎた。


　捜そう索さく作業はいまだに手がかりゼロ。


　嗅かげば嗅ぐほどアンノの探し人がこの辺りにいるのは確からしいが、首しゆ都と圏けん近きん郊こうのベッドダウンであるこの市の人口は十万を超こえる。なかなかに気の遠くなる話に思えてくる。


　学校ではインターネットで、アンノに関係ありそうな情報を探すもヒット無し。


　地道な作業を続けるしかないようだった。





「はぁ……今日も授業終わったし、人探しに行くか」


「あ、あの子だ……」


　下校時間の校門付近、米人と歩くアンノを見て、通り過ぎる生徒の何人かがひそひそ話をしていた。更に、アンノに手を振ふってくる生徒まで居る。


　アンノは笑顔で手を振り返した。


「バイバーイ、あはは」


「……なんでお前はそんなに顔が売れてると思う？」


「さあ？　不思議ですね」


「教えてやろう。昨日の合同授業のとき、みんなの前で先生に[image: ]かみついたからだ！」


「ああ、なんだ。そんなことですか」


「そんなこと!?　お前な、自じ粛しゆくしろいい加減。そのうち逮たい捕ほされるぞ」


「わかってます。わかってはいます」


「それはわかってないときの答えだ！」


　実際、よく今まで見み逃のがされているものだ。まあ、それもひとえにあっけらかんと突き抜ぬけた明るさのおかげなんだろうが……


「ったく……この学校の生徒は馬鹿ばっかなのか？」


　驚おどろいたことには今朝、アンノの下げ駄た箱ばこにラブレターらしきものが入っていたのだ。いい匂においがするからといって、アンノさんたら読まずに食べたから差出人もわからないが……ハート形のシールが貼はってあった。


　それだけ手の早い奴やつが居るという以上に、確かにアンノは目立っているらしい。


　そしてまた、アンノの存在の副作用として──


「お、滝立！　アンノさんの世話、がんばれよ！」


「ああもう、それが俺の仕事みたいに言うんじゃない！」


　通りすがりに声をかけてきたのは、同じクラスの男子だった。


　そう、これまでは米人を煙けむたがるような態度しか取らなかった連中が、アンノ相手に奮ふん闘とうする米人を見て──それといわゆる『滝立卑ひ猥わい事件』の後こう遺い症しようとして、なにか違ちがった風に声をかけてくるようになっていた。


「なんだよ、相変わらず口が悪いなぁ。じゃあな、滝立。アンノさんも、また来週」


「あい！」


「ったく……うざったいことこの上ないな」


　立ち去る男子生徒を睨にらんで見送る米人に、更に背後から声がかけられた。


「あ、米人！　アンノちゃん」


　振り向くと、実桜が近づいてくるところだった。珍めずらしく一人である。


「何の用だ？」


　米人がそう応こたえると、殴なぐられた。


「返事が無礼！」


「痛ごきげんよう！　……つぅ、俺の怪け我がが治りつつあるからって、またポンポン殴るようになりやがって……」


「お弁当効果で治ってるんでしょ。ということで、なんか食べたいものある？」


「…………ぬう」


　お弁当を作ってもらうようになって、もう四日目になる。実桜は毎日、鞄かばんとは別に三つ重なったお弁当箱を抱かかえてきて、昼時になると悪態を吐きながら米人に、猫ねこなで声を発しながらアンノに、それぞれのお弁当を手て渡わたしてくれた。手渡しの瞬しゆん間かんには、クラス全体に見てはいけないものをあえて無視するような謎なぞの緊きん張ちよう感が漂ただよっていたが、それも四度目の今日になるとだいぶ薄うすれ、実桜の弁当支給はほぼ日常の風景となっていた。


　と、これだけ世話になっておきながらも、米人にとって他人の親切はありがたさ一割、気持ち悪さ九割だった。


「……いつでも食しよく糧りよう援えん助じよは打ち切っていいんだからな？」


「む、相変わらずドライな男ね。本当にお父さんがうるさいんだから、米人くん米人くんって。なんかもうすっかりあんたのファンなんだもん」


「褒ほめられる分には悪くないけど、過大評価は居い心地ごこちが悪い」


「過大評価、ねぇ。いいじゃん、どうせあたしの分のお弁当は作ってるんだから、それが二つ増えても手間はそんな変わらないって」


「……まあ、助かるには違いない。このまま食費を浮うかせ続ければ、年末には念願の自転車が買えそうだしな」


　なんの気なしに呟いた米人の言葉に、実桜が驚いた様子で眉まゆを寄せた。


「ね、念願の自転車……!?　なに、なんかこう、高いロードレーサーとか欲ほしいの？」


「いや、別に。普通の町乗り自転車でいいけど」


「は!?」


　米人が当たり前のように答えると、実桜の背景に雷かみなりが走った、ように見えた。ショックを受けているらしい。


「ふ、普通の自転車を、念願のって……あんたか小学生くらいしか、しない表現ね、それ」


「にゅう、米人さんは小学生レベルですから」


　実桜の失礼な発言に、おそらく内容を理解していないアンノまでもが乗っかってくる。


　米人は憤いきどおりに拳こぶしを握にぎり、声を荒あららげた。


「ええい黙だまれ、中流階級と野生児め！　俺の育った施設じゃ自転車は共有資産だったから、いままで俺は『自分の自転車』ってのを持ったことがないんだよ！」


「あー、なるほど？　でも、それ言うなら自転車じゃなくて、『自分のゲーム』とか『自分のパソコン』が欲しい、ってならないの？　今時の高校生としてはさ」


「それは贅ぜい沢たく品ひんだろ、勿もつ体たいない。そもそもゲームなんて面倒くさいだけだし、パソコンは学校にあるし。しかも、電気代が掛かかるんだぞ!?　それに比べ、自転車は実用品。日常のあらゆる場面を効率化してくれる上に、維い持じコストもほとんどゼロ！」


「どうしよう……自転車のよさを熱く語ってるあんたが、もの凄い不ふ憫びんに見える……」


「どうもせんでいい！　くそっ、迂う闊かつなことを口走っちまった……ッ！」


「っていうか、そんな欲しいならおばさまに頼たのめば？　すぐ買ってくれるでしょ、多分」


「……そういうのは、嫌なんだよ」


　遠えん慮りよと、気恥ずかしさと、反はん抗こう期のような気分とが入り交じった複雑な感情があった。それが合理的な行動でないことはわかっていたし、むしろ子供っぽい感情のような気もしていたが、しかし米人にとって、志良以に甘えることはやはり、耐たえ難がたい行こう為いだった。


　なにかしらつっこまれるかと思ったが、実桜はただ「ふーん」と応えただけだった。つい、ほっとする。その辺の気やすさは、認めたくはないがさすがの腐くされ縁えんというとこか。


「ま、あんたが浮いたお昼代をなんに使ってもいいけど。で、なんか食べたいものある？」


「ああ、食いたいものか……」


　米人は口元にある傷に、舌で触ふれてみた。響ひびくようにズキリと痛んだ。


「……まだ唇くちびるが切れてるから、塩しお辛からいのとか酸味のあるのって、結構しみるんだよな」


「そんなに痛むんですか？」


　他人の傷に興味があるのか、アンノが首をかしげて訊きいてきた。


「飯食うときだけな。普ふ段だんはそんなでもない」


「そうそう、米人の怪我なんて気にしなくていいんだから」


「お前が言うな！　ったく……ああ、俺、あれが食いたい。卵焼き」


「あんた本当に卵焼きが好きね。貧びん乏ぼうくさい」


「実際に貧乏だから、いいんだよ」


「じゃあ、アンノちゃんは？」


「あい。じゃあ、米人さんぽいものを」


「米人……っぽいもの？　って、卵焼きみたいなものってこと？」


「いいえ、米人さんの味に、似た味のするものがいいです！」


　米人は実桜の手前、アンノを殴り倒たおしたい衝しよう動どうをなんとか抑おさえつけた。


　日ひ頃ごろからアンノに[image: ]みつかれ慣れている実桜は、アンノの言っている意味を正確に理解できたらしい、困ったような表情でアンノを見た。


「米人の味って、アンノちゃん、米人には[image: ]みついちゃ駄だ目めって言ったでしょ？　内臓から順番に全身が腐ってくよ？」


「俺は新種の病びよう原げん菌きんか」


「っていうか、米人の味ってどんな味よ…………んっぐ」


「お前まで、俺を見て喉のどを鳴らすんじゃない！」


「べ、別に見てないに決まってるでしょ！」


「決まってるのか……？　とりあえず、こいつの言うことは気にするな。砂利じやりとご飯の味の違いもわかってるか疑わしいんだから」


「むぅ、私ほど味にうるさい美少女はいませんよ!?」


「そうよそうよ！　アンノちゃんに失礼でしょうが！」


「う、なぜ俺だけが悪役に……とにかく、俺っぽい味のするものなんて無いんだから、こいつの言うことは気にすんな」


「うーん、まあ、善処してみるね」


「おお、期待してます」


　米人の味を再現することに挑いどもうとする少女たちを前に、米人は頭が痛くなってきた。


「じゃあ実桜さん、一いつ緒しよに帰りましょう。送っていきます」


「本当？　アンノちゃんはかわいいねぇ」


「あ、おい、遠回りだろ、なに勝手に……」


「じゃ、行こうかアンノちゃん」


「あい！」


「……ったく」


　一人で帰ってやろうかとも思ったが、アンノを野放しにもしておけない。


　結局その後、実桜を家に送り届け、おじさんが帰る前にそそくさと逃にげ出し、町中をうろうろして美お味いしそうな匂いを探してから、家に帰った。
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　さて、日曜。それはアンノが現れてから初めての週末だった。


　遅おそくに起きた米人は、いまだ痛む身体からだを引きずりながら一階へ下りた。


　食しよく卓たくにて待ち構えながら箸はしをしゃぶっている行ぎよう儀ぎの悪いアンノと、朝食の準備をしている志良以に声をかけて、席に着き新聞を見た。昨日の土曜日は、朝から晩まで人探しに明け暮れた。今日も同じように、人探しに一日を割さくか、と思っていた。


　と、志良以が朝食を運びながら世間話を始めた。


「そういえば最近、この辺りで変な人が出歩いてるらしいから、気をつけてね」


「変な人……」


　思わずアンノを見る。アンノは意外そうな表情で話を聞いていた。


「へー、こんな平和な町中に、変な人なんているんでしょうかねぇ」


「そんなお前にこの言葉を贈おくろう。自分の胸に訊いてみろ」


「え、おっぱいに？」


「ぶはッ！」


　思わず吹ふき出す。志良以が困ったように頰ほおを染めて米人を見ていた。


「米人……あなた……」


「ち、違う！　アンノの日本語に深い意味は無い！　それより、そう、変な人って？」


　慌あわてて誤ご魔ま化かす。志良以はおっぱいについては引きずらず、答えてくれた。


「うん。なんか、がさがさしてたり、ごそごそしてたりする人が居るんですって」


「がさがさ？　ごそごそ？」


　アンノが、腕うでを組んで眉を寄せる。


「なるほど……それは、なかなか変わった食べ方ですね」


「食べ方の話はしてない。とはいえ、がさがさって？」


「ごめんなさい、そこまで詳くわしくはわからないの。私も昼間は働いてて、ご近所づきあい、疎うといから」


「うーん、がさがさ、ごそごそ……」


　口にしてみても、碌ろくなイメージは湧わいてこないが。





　その日の朝食を終えると、志良以が言った。


「あ、そうだアンノちゃん。このあと、お昼、私とお洋服買いに行かないかしら？」


「おお！　それは素す晴ばらしいですね！」


　アンノが瞳ひとみを輝かがやかせる。食事のこと以外でアンノが喜ぶのを見たことがない米人は、さては勘かん違ちがいをしているなと思い、正してやることにした。


「アンノ。洋服というのは食い物のことじゃないぞ？」


「米人さん……そんなの、当たり前でしょう？」


「す、すごい冷たい目で、常識的なことを言われただと……!?」


　予想外の事態に衝しよう撃げきを受ける米人だったが、志良以はさも当然、という様子で頷うなずいた。


「そうよ、米人。女の子は食べ物も好きだけど、お洋服はもっと好きなんだから」


「にゅ、あふ、その通りです」


「お前いま一いつ瞬しゆん、服と食べ物の序列に異を唱えようとしただろ」


「と、ともかく、オシャレですオシャレ。私は元来オシャレなのに、米人さんが無神経であるがためにこんな衣い装しよう貧乏を続けていたんです。もし志良以おねえさまがいなかったらいまごろ私は裸はだかになっていたかも知れません！　米人さんのせいで！」


「他意がある言い方はやめろ！　そりゃまあ俺は、寒さがしのげれば布でも葉っぱでも、金の掛からないほうがいいとは思ってるけど」


「ああ、服を買いに行くときに着る服がない、ってタイプの人ですね」


「タイプ分けされるほど一いつ般ぱん的なのか、それ!?」


　そんな非生産的な会話に、志良以が何か思い出した様子で割り込んできた。


「でも、米人もオシャレじゃない。ほら、制服を改造して」


「か、改造？」


「ええ、腕にガムテープを巻いて、かっこいいわ」


「あぁ……あれか」


　そういえば、アンノに[image: ]かみつかれた跡あとを隠かくすためのガムテープ。そろそろ学校でもツッコまれなくなったが、あれをかっこいいと言われるのには抵てい抗こうがあった。とはいえ、ここで「あれは穴を塞ふさいでいるだけだ」と言ってしまうと、志良以は直そうだの買ってあげるだの、世話を焼いてくるに違いない。それは嫌いやなので、特に否定はしないでおいた。


「それに、あの安全ピンで装そう飾しよくしたＴシャツも。ロックよねぇ」


「あー、うん……」


　安全ピンで装飾したＴシャツ、というのは実桜とのボクシングのときに着ていたＴシャツのことである。


　あのとき、実桜の人間離ばなれした威い力りよくのパンチと、米人の人間離れした穴の空いた体形とが組み合わさって生まれた胴どう体たい貫かん通つうパンチ。その犠ぎ牲せいとなったＴシャツは、胸と背中の位置が大きく裂さけていた。普ふ通つうなら捨ててしまうところだが、ケチな米人は穴の空いた部分を安全ピンで留め、制服の下などに着るようにしていた。というか、いま着ている長なが袖そでネルシャツの下がまさに、志良以のいうロックなＴシャツである。留め金の位置を外に出しておけば、意外と違い和わ感なく着れるのだ。


　ということで、ガムテープも安全ピンも、決してオシャレのためのものではないのだが、米人が否定しないものだから志良以はニコニコ微笑ほほえみながら堂々と言った。


「本当に、米人はセンスあるわ」


「えーと……うん、どうも」


　そう言って曖あい昧まいに頷く米人の様子を、やはりオシャレに興味有り、と受け取ったらしい。志良以は微笑みながら、米人のことも買い物に誘さそってきた。


「ね、米人も一緒に服を買いに行きましょう？」


「あー、いや、俺は別にいいって。今あるので十分だから」


　心の底からオシャレに興味のない米人がそう答えると、志良以は笑顔から一転、今度は心配そうな表情を覗のぞかせた。


「米人……遠えん慮りよとかは、しないでいいからね？」


「いや、してないよ。本当に服にはこだわらないってだけで」


　萎い縮しゆくさせないように、多少柔やわらかく応こたえた。志良以は心配そうな影かげはひそめ、代わりにがっかり残念そうに肩かたを落とした。


「そう……じゃあ、アンノちゃん、今日は初めて二人きりでお買い物ね」


「あい！」


　アンノは何も考えてなさそうに元気に応える。


「……いや、アンノ？」


「あい？　なんでしょう？」


「だから……人探し。どうすんだよ。せっかくの休日なのに」


「大だい丈じよう夫ぶです、ちゃんと町中でも鼻は利ききますから。一石二鳥です！」


「……そうか？」


　なるほど確かに、目的もなく歩き回るよりは用事を兼かねたほうが効率的なのかもしれない。


　それに言われてみれば、自分が常に同行するのはアンノの奇き行こうが心配だからで、志良以と一緒にいるときのアンノは意外と大人しいからそれについても問題は無い気がしてきた。


「……ふむ。じゃあなんか匂においを感じたら、人なら人、場所なら場所の確かく認にんだけして、突つっ走るな。俺に言えよ」


「あい。どんと任せておいてください」


「…………じゃあ俺は久々に、あれでもしに行くか」
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　その日の夜。米人は爽そう快かいな気分で自動ドアをくぐり外に出た。


「……っあぁー、今日はいい立ち読みしたぜ。午前中は本屋で雑誌巡めぐり、夕方からは古本屋で流れてきた新刊と掘ほり出し物の発はつ掘くつ。一銭も使わず、実にセレブな休日を過ごせたぜ」


　と、セレブが聞いたら怒おこるより前に同情してしまいそうなことを呟つぶやきながらの帰り道。


「あとはまあ、俺の顔を完かん璧ぺきに覚えてしまった店員が、俺が入るとあからさまに顔をしかめるのがアレなくらいか。態度だけならいいけど、そろそろ目の前で本の入れ替かえとかして直接介かい入にゆうしてきそうだしなぁ。新しい店を開かい拓たくして、長めのローテーション組まないとうおおおおお！」


　こけた。何かに足を取られ、顔面を地面にぶつけてしまった。


「っつぅ……なんだよ道の真ん中に……ってまさか」


　見ると、予想通りになんだかよくわからない汚よごれた布の塊かたまりが落ちていた。


「クウか……？」


「は！」


　がさごそ、という音を立ててそれが人型を現していく。


「ま、米人……ひさしぶり」


　がさごそ。何かが中で動いている。


「なんだ？　中でなんかやってるのか？」


　がさごそ


「あ、うん、ご飯食べてた……米人にいわれたから、食べるようにしてる……」


「へぇ……変わった食べ方だな。って、あ」


　まずい、ちょっとでもネガティブなことを言うとこいつは──


「……変でごめんなさい……うう、死にたい」


「お、おい、変わってるとは言ったが、別になに一つ悪いとこはないぞ」


「変な食べ方をするこの口を縫ぬい付けて、窒ちつ息そく死したい……」


「聞くだけで痛苦しい！　やめろ！」


　怒ど鳴なるようにツッコむと、クウは瞳を輝かがやかせ米人を見上げてきた。


「…………やさしい……」


「う……またこのパターンか……前にも思ったけど、俺はけっこう常識的なことを言ってるだけだからな。やさしい人扱あつかいされる心当たりなんかない」


「……んーん……米人は、やさしい……自分で気づいてないだけ」


「いや、だから、お前のやさしい人の基準が低すぎるんだよ。俺はごく普通に話してるだけで──」


「それ」


「ん？」


「クウにつまずいた人で……普通に話しかけてきたの、米人だけ……やさしい」


「──ッ！」


　不意を突かれて、返事が出来なかった。自分の中にある無自覚な善意に気づいて驚おどろいただけではなく。この少女が──米人をやさしいというのは脳天気なためと思っていたこの少女が、実は正しく、他人は残ざん酷こくだと認識していると気づき、息が止まったのだ。


「……そ、それはお前が、そんな格好をしてるからだ」


「だって……寒ささえしのげれば、服なんて布でも葉っぱでもいい……」


「うぐ……なんか凄すごく、自分のことを反省したくなってきた……服は大事だな、それなりに。ともかく、俺がお前に話しかけたのは、たまたま変な奴やつに慣れてたからってだけだ。お前が普通の格好してたら、つまずいた奴は全員、俺よりやさしく話しかけてたよ。お前、中身はすごいかわいいんだから」


「っ……ま、米人…………やらしい」


「ぬ？」


　米人は自分の言動を振ふり返り、ああ、確かに今の自分は柄がらにもなくやさしいことを言っていたと自覚した。


「……確かに、お前の言うとおりだな。認めたくはないが」


「え……米人、本当にやらしいの……？」


「なんか、急に滑かつ舌ぜつ悪くなったな……？　まあ確かに、俺にも少しはそういう感情があるらしい。が、これは人間的な弱点！　損にしかならないから普段は切り捨てる感情だ！　なのに、クウにだけはつい油断しちまって──」


「ク……クウにだけ……？　つい、油断して、やらしく……？」


「むぅ……これは特別だ。特別の中の特別だからな？　俺はあくまで、情に薄うすい冷血人間を目指してるんだ！　これは、ここだけの話だからな。人に言うなよ」


「………………うん……やらしいは、ひみつ……」


　なにか、クウが顔を赤らめ、ふらついている。


「……お前、大丈夫か？」


「大丈夫……死にたい」


「それは大丈夫なのか!?　ったく……そういえばお前、家は？　ないなら、警察に行けって言っただろ」


「極ごく秘ひ任務……大丈夫」


「またそれか。なんなんだよ、極秘任務って」


「……秘密……だけど、米人になら…………ひ、秘密だよ？」


　そう言って、微かすかにはにかんだ。なんだかどきっとしてしまう。


「お、おう。で、その任務っていうのは？」


「全部は言えない……でも、狩かり……」


「狩り？　こんな町中で？」


「米人…………人を食べるモノを、見たことはない？」


「ッ!!」


　驚きに身体からだが震ふるえる。頭が何の状じよう況きよう判断も出来ないうちに、口が咄とつ嗟さに言い訳を紡つむいだ。


「そ、それって、あれか。最近の連続殺人の話か？　怖こわい事件だよな、あれ」


「うん…………でも、あれらは所しよ詮せん、虫の抜ぬけ殻がら……もっと恐おそろしいものが居る……」


　この口ぶりは、七次元体ユーリ・フオルクについて知っているというのか？　では、まさか──


「……恐ろしいもの、って？」


「…………人食いの王──完食者。知能を持ったマンイーター。人間の言葉を喋しやべって人に取り入り、人を食う」


　──アンノ。その姿が脳のう裏りに浮うかぶ。


「……それは、何者なんだ？　お前が、それを狩るっていうのか？」


　その問いかけに、クウはわずかに瞳ひとみをゆらし、首をかしげた。


「……クウの話、信じてくれるの？　米人……」


「あー……いや、俺はほら、かわいい子の言うことは信じるんだよー、なんちゃって」


「……死ぬ。死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ」


「『死にたい』より直接的に!?　いまの会話の流れの、どこにそんな要素が!?」


「……うう……話せるのは、ここまで……じゃ………………ま、またね！」


「うぉ？　お、おお」


　クウが最後の一言だけ、はっきり喋ったので驚いてしまった。


　それでも反射的に米人が首を縦に振ると、クウはどこか満足げに頷うなずいてから、すぐに背を向け驚きよう異い的な初速で走り出そうとした。


「あ、ちょ待──」


　まだ聞きたいことがある。米人はとっさに身を乗り出して手を伸のばし──


「ん？」


　──その場にピタリと立ち止まって振り向いたクウに、正面から突っ込んでしまった。距きよ離り感を誤り、クウにつまずくようにして思い切り倒たおれ込む。


「んのわ!!」


「あ……」


　そのまま覆おおい被かぶさるように倒れてしまい、偶ぐう然ぜんにも重なる二人……というのもそれはそれで問題だが、米人とクウに関してはそれどころではなかった。


　もし米人の服装が制服だったなら、あるいはきちんとしたＴシャツを着ていたなら、こうはならなかったに違ちがいない。だが今日の米人は私服のネルシャツで、下に着ていたのは穴あきＴシャツだった。


　その結果。


　奇き妙みような減速感の後、クウの肩かたに摑つかまるようにしてなんとか踏ふみこらえた米人は、


「っと……クウ、大丈──って、うわあああ!!」


　自分たちの姿勢を見て、大きな悲鳴を上げてしまった。


　つまりどうなったのかと言えば──クウの小さな頭がすっぽりと、米人の胸の穴の中にインしていた。米人がクウの真上に倒れ込んだ結果、彼のネルシャツのボタンとＴシャツの安全ピンを弾はじき飛ばしてクウの頭が突っ込まれてしまったのである。


「ん……？　あれ……？　暗くて、なんだか……あったか？」


「ク、クウ!!　目を開けるな！　ちょっと目をつぶってろ！」


「目、目を……？　うう、米人……やらしい」


「う、うん？　くぐもってよく聞こえんが、とにかくしばらく目をつぶっていろよ！」


「うん…………なんだか、すごい包容力」


「お、おお、まあな……」


　包容力というより、収納力という気もするが。


「うう……死ぬ」


「そ、そんなに苦しいのか？　すまん、ちょっと待ってろ」


　とにかく米人は、妙なところが妙なところに触さわらないように注意しながら、クウのことを自分の穴の中から慎しん重ちように引き抜いた。


　クウは顔を真っ赤にしつつ、素す直なおに目を閉じていてくれた。とりあえず、穴から抜くところは見られずに済んだらしい。


　ネルシャツの前を引き合わせて身なりを整えてから、米人はこれをどう誤ご魔ま化かそうかと頭を痛めつつ、ひとまずクウの目を開けさせることにした。


「……クウ、もう目を開けていいぞ」


「…………はふ」


　クウは切なげに息を吐はきながら目を開けた。顔は赤いままで、瞳の焦しよう点てんが合っていない。


「え、ええとだな、いまのは──」


「クウ……」


　口から出任せを言おうとする米人を遮さえぎるように、クウが俯うつむきがちに喋り始めた。


「……クウ、無知だから……なにされてたか、わからないけど…………」


　クウは顔を上げた。瞳が潤うるんでいる。これまでにない、湿しめっぽい声で言った。


「…………あ……あったかかった……よ」


「そ、そうか。それはよかった」


　なぜか米人の顔も熱くなってしまった。なにがなにやらわからないが、とりあえずクウはいまの事態について詳くわしく質問するつもりはないらしい。助かった。


「じゃ、じゃあ……」


「あ、ちょっと待った！」


　気まずげに立ち去ろうとするクウを、再び呼び止める。そう、さっきは思わぬ事故になってしまったが、そもそも米人は聞きたいことがあってクウを呼び止めたのだ。


「……な、なに、米人……？」


「いや、あのだな……さっき言ってた……完食者ってのは、なんなんだ？」


　そう問いかけてすぐに……米人の背筋に鳥とり肌はだが立った。


　クウの表情が一変していた。


　米人は初めてクウと出会った時、彼女の表情が変に大人びて見えたことを思い出した。あの表情の正体は、きっとコレだ。頰ほおの紅潮はすでに消え去り、冷静というよりも冷れい酷こくと言いたくなるような、厳しい視線が目の前の米人に向けられていた。


「……米人……米人は、やさしい。だから……注意して。もし、人を食うものに会ったら……心を許しちゃ駄だ目め」


「……取り入って、食うからか？」
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　クウは静かに頷いた。


「……それは、すぐには人を食べない……詳しくはわからないけど、なにか、条件がある……その条件が整ったとき、それは人を食う。残らず、すべて」


「残らず、すべて……」


　──それはいったい、どういうことなのか。アンノの正体は……なんだというのか。


　沈ちん黙もくする米人に、クウは少しだけ視線を柔やわらかくして言い添そえた。


「でも、大だい丈じよう夫ぶ…………クウが、なんとかするから」


「お前が？」


　クウは軽く頷いた。その視線が、わずかに彼女の左ひだり腕うでに向けられる。


　それ以上何かを尋たずねる前に、クウは米人に背を向けた。


「じゃあ……ま、またね」


「あ、おお」


　挨あい拶さつを交かわすと、クウは驚おどろくべき速さで遠ざかり、影かげに吸い込まれるようにしてすぐに見えなくなった。


　……結局、クウが言っていたことはどういうことなのか、さっぱりわからない。ただ……アンノが人を食う恐ろしいイメージだけが、米人の頭の中を巡めぐっていた。





　　　　[image: ]




　家に帰ると、志良以が嬉うれしそうに、アンノに萌もえ葱ぎ色のツーピースを着せていた。


「あらあら、アンノちゃん、ぴったり！　でもこの鎖さ骨こつのところって、アザ……？」


　志良以が、アンノの鎖骨のそばにある内出血の跡あとのようなものを見つけ、不思議そうに尋ねる。アンノは笑って答えた。


「ああ、気にしないでください、私はハードな女なので。あ、米人さん、遅おそかったですね」


「ああ、まあな」


「えへへ、米人さん、どうです、これ？　上下合わせて、なんと千九百九十円！　この服……美お味いしそうでしょう？」


「……ああ」


　アンノがなにかおかしなことを言っていたが、ついツッコまずに聞き流してしまった。


　自分のボケには気付かないアンノだったが、米人の様子がおかしなことには気付いたらしい。米人のことを心配そうに覗のぞき込んできた。


「……米人さん、どうかしましたか？」


「いや、ちょっと疲つかれてるだけだ。……立ち読みも、極きわめるとスポーツだからな」


「へー、私も今度、連れてってくださいよ！　グルメ情報誌とか読んでみたいです！」


「ふん、間ま違ちがってファッション誌を見て『この子、美味しそう』とか言う──」


　ふっ、と冷たいものが胸の中に起こり、言葉が途と切ぎれる。


　アンノは気付かず……あるいは気付かないふりをして、笑って応こたえた。


「あはは、大丈夫です。私、人の味は見た目で判断しませんから。……米人さん？　かなりお疲れみたいですね？」


「いや……そうだな。あのさ、アンノ……」


「あい？」


　クウって知ってるか？　完食者って、なんのことだ？　お前は俺を……


「……何でもない」


「はあ」


「俺、ちょっと先に寝ねるから。アンノ、他ほかの部屋で寝るならそうしてくれ」


「えー、人の部屋を取らないでくださいよ」


「勝手に押し入れを私有化するんじゃない……ったく……」


　なんだか、急激に疲れていた……アンノと出会ってからの一週間、精神の昂たかぶりで忘れていた疲ひ労ろうがいっきに襲おそってきたような気がした。


　米人は部屋へ戻もどると、ジーンズをジャージに穿はき替かえ、そのまま横になった。


　最初はアンノのことが気になって眠ねむれなかったが、目を閉じながら考え込んでいると、やがて意識は全身の疲労に手を引かれ、眠りの中へと落ちていった。
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　アンノが米まい人とを食べていた。


　寝ねている米人の露ろ出しゆつしたクビもとに、肉を浅く削けずるようにして歯を立てる。


　舌が動いた。喉のども鳴っている。


　いままでのような無む邪じや気きな、あるいは欲よく望ぼうに忠実な[image: ]かみつき方ではなかった。


　それは何かの儀ぎ式しきのように。あるいはまるで、艶つや事ごとのように。


　歯でこそぎ取ったものを、舌で嘗なめ取り、喉の奥へと飲み落とす。


　何度も、何度も、何度も、何度も……





「うわあ！」


　目を覚ます。


　辺りの薄うす暗ぐらさに時間の前後感覚を失うが、時計を見ると朝の六時。十時間近くは寝ていたことになる。


　部屋の中が暗いのは時間のせいばかりではなかった。窓の外が重たい雨に覆おおわれている。サーという細やかな雨の音が、肌はだに吸い付くようで息苦しい。


「……夢？　……なんて、夢だよ」


　クウに、あんなことを言われたせいだろうか？


　米人の手は無意識に、自分の首筋に当てられていた。もちろん、なんの怪け我がも、痛みもない。……なのに、その平常さが奇き妙みような違い和わ感を伴ともなって感じられた。


　少しだけ抓つねってみる。痛み、とも呼べないような刺し激げきが皮ひ膚ふに染しみ込む。そこにもやはり、何か違和感があった。


　……先ほどの夢には、いつにない生々しさがありはしなかったか。


「…………」


　押し入れを見る。襖ふすまは閉じられたままだった。階下からの声も聞こえてこないから、アンノはまだ、そこに寝ているのだろう……その事実が米人の動きを鈍にぶらせる。


　アンノを押し入れに置いたまま、気楽に寝起きしていた昨日までの感覚が思い出せない。


「…………」


　米人は足音を殺してベッドを降りると、階段を下り、洗面所に向かった。


　洗面所の明かりは点ついていなかった。それでも念のため、浴室のドアを開けて中に人が──アンノがいないことを確かめた。


　鏡をちらりと見てから、足あし下もとに目を向ける。洗面所には、体たい脂し肪ぼう計付きのデジタル体重計が置いてある。計測開始のスイッチを押し、慎しん重ちように乗ってみる。


「…………っ」


　結果を見て、息が止まる。……体重が減っていた。実み桜おとボクシングをした朝から、更さらに三キロほど。


　瘦やせたわけではないはずだ。実桜の作るボリュームのあるお弁当と、志し良ら以いの作る豪ごう勢せいな食事のために、ズボンが少しきつくなっているくらいだ。


　アンノがふざけて[image: ]みついてくることもあったが、おそらく二回か三回だ。それだけでこれほど減るとは思えない。


「……っはぁ……はぁ」


　運動もしていないのに、急に息が切れてきた。


　まだ、夢の続きを見ているのか。しばらく目をつぶって現実を疑うが、考えれば考えるほど意識は鮮せん明めいになっていく。これは、夢ではない。





　つまり……アンノは、米人が寝ている間に食っていたのだ。彼の肉を、こっそりと。





　アンノの明るい表情。無邪気な様子。それらに対していつのまにかに抱いだいていた感情が反転する。一いつ瞬しゆんで、アンノが理解不能な存在へと変へん貌ぼうしていく。


　ぞわぞわと、身体からだの内側に鳥とり肌はだが立つかのような感覚。


　朝の空気の中にはふさわしくないほどの緊きん張ちよう感がわき起こる。自分の血管の音が耳にうるさくて、雨音が遠い。


　……どうするか。クウを探して、相談する？　いや、だがそれじゃあ……しかし……


　厳しい表情のまま、ふと顔を上げ、鏡を見る。


　背後にアンノが立っていた。


「おは──」


「うわッ!!」


　米人は狼ろう狽ばいしつつ咄とつ嗟さに振ふり返り、洗面台に後ろ手をついた。鏡に肩がぶつかる。


「……ようございます、米人さん？」


　アンノが不可解そうに、米人の表情を覗き込んでくる。


　それはまったくいつも通りのアンノで、それが逆に米人を怯おびえさせた。


「っ…………っは、はぁ、はぁ」


　背中の震ふるえは肩かたをつたい、腕うでに及およんでいた。何かを考えようとしても、身体の中を棒でかき混ぜられているかのようで、明確な思考に至らない。


「ま……米人、さん？」


　アンノが手を持ち上げ、米人に一歩近づこうと──


「ッ!!」


　米人は声にならない悲鳴を上げ……洗面所にあった、カミソリを手に構えた。米人のものでも志良以のものでもないのに置かれ続けていた、年季の入ったカミソリ。錆さびの一つもないその刃はを見ると、米人の頭はくらくらしてきた。だが、こらえてそれを前に構えた。


　すでに米人は気づいていた。


　アンノの口元には、何かを食べたときについたような──血の跡あとがあった。


　状じよう況きようが、声をそろえて告げている。


　──アンノは、米人を裏切っている。


「ああ……わかってたことじゃねぇか。他人は全員、一皮剝むけば敵なんだって」


「ど……どうしたんですか、米人さん……？」


「白々しい……お前、寝てる間に俺を食ってるだろ……気づかないとでも、思ったのか」


「…………ああ。……そういうこと、なんですね……」


　否定の言葉もなく、納なつ得とくしたように呟つぶやくアンノの表情が、目に見えて凍こおり付く。


　米人はその瞬しゆん間かん、それまで耳に入らなかった雨音がなぜか気になりだした。それはもう、気が狂くるいそうなほどに。


「……でも米人さん、それは──」


「ッ！」


　カミソリを持ち上げる。一歩近づこうとしていたアンノが、足を止めた。


　アンノは目を伏ふせ、苦痛のようなものに表情を歪ゆがめた。それはいつも通りのアンノの、しかし見たことのない表情だった。


　罪悪感のようなものに、胸がきしむ。


「米人さん……」


　アンノが窺うかがうようにこちらを見てきた。張り詰つめた風船のように、いまにも割れてしまいそうな乾かわいた声。懇こん願がんするような暗い視線。


「……ったく、なんて表情だよ。叱しかられた子供か、お前は」


　思わずそう、いつも通りに声をかけそうな衝しよう動どうに駆かられる。だが……声は出なかった。


　アンノに対する不信と恐きよう怖ふが、それらに反する感情とせめぎ合う。


　……米人の中に最後に残ったのは、彼のこれまでの生き方だった。他人に反発し、受け入れず、独力に頼たよって生きてきた『これまで』が、彼に咄嗟の言葉を選ばせた。





「ち……近よるな」





「………………ごめんなさい」


　表情を隠かくすように俯うつむくと小さく呟つぶやいて、アンノは身を翻ひるがえした。


　米人はもはや、自分がどんな姿勢で立っているのかもわからなかった。ただ穴の空いた胸を押さえながら、雨の音を聞き続けた。


　息苦しくて、死にそうだった。





　どれほどの時間が経たったかはわからない。やがて洗面所に、志良以が現れた。心配そうな表情をしていた。


「……どうしたの？」


　米人は志良以の前で、ようやく気持ちを張り直すことが出来た。手に持ったままだったカミソリを洗面台に置き、表情は力ないままながら顔を上げ、姿勢を正した。


　一度、短く呼吸をしてから、言う。


「……アンノが出てった。もう戻もどらない」


「え……ええ!?　米人、それどういうこと!?」


「そういうことだよ……もう、忘れてくれ」


「米人……？」


「学校に行ってくる」


　志良以から逃にげるように居間に向かい、壁かべに掛かけてある制服とワイシャツを雑に身に着ける。不安そうに追ってきた志良以は、着き替がえる米人の隣となりに立った。


「ま、待って。米人……米人、私、また何か間ま違ちがっちゃった？」


「また……？」


　志良以にそう言われることに、覚えはない。だが、なにか、胸の奥がざわざわした。


「米人？」


「……別に、叔お母ばさんは何も悪くない。アンノは、家に帰ったんだ。それだけだよ」


「……そう……なの…………でも、米人は本当にそれで、いいの？」


「別に、俺はいつだって独りで生きてきたんだから」


「ッ!!」


　米人の言葉に志良以は絶望の表情を見せた。痛みをこらえて泣きそうな、そんな表情を。


「……ごめん」


　志良以の表情の真意を読み取れないまま、それでも思わず、謝罪していた。


「ううん……いいの」


　暗い表情のままそう言ってから、志良以は思いついたようにぽつりと言った。


「私……ちょっと、アンノちゃんを追いかけてみようかしら」


「駄だ目めだ！」


　その声に、志良以が大きく震え、固まる。


　米人はバツが悪そうに、視線を外しながら言葉を付け足した。


「……ほら、今は殺人事件とかで、危ないから。あまり出歩かないほうが、いいよ」


「…………そう。そうね」


　志良以のいつも通りの言葉に、どこか乾いた響ひびきがあった。耐たえきれずに、米人は居間を出て玄げん関かんに向かった。その際、台所に作りかけの朝食があるのが一瞬、目に入った。胸の奥がチリチリと痛んだ。米人は目をつぶるようにして、家を出た。
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　雨の中、傘かさを差して歩く。


　通学中も違和感があった。


　教室に入ってそれは強まった。


　小こ石いし口ぐちが、怪け訝げんそうに声をかけてきた。


「米人くん、大だい丈じよう夫ぶ？」


「ああ……」


「……米人くん？」


「あれ、米人、おはよう。アンノちゃんは？」


　小石口の次に、実桜が声をかけてくる。いつも通りの順番。実桜は、雨よけのためだろう、スーパーのビニール袋ぶくろに、弁当箱を三つ入れている。それを見みるのが無む性しように耐え難かった。だから、突つき放すように言った。


「……アンノはうちを出てった。居るべき場所に戻ったよ」


「は？　なに言ってんの。学校には来るんでしょ？」


「来ない」


「……米人？」


「あいつのことは忘れろよ。もともと、一いつ緒しよに住むような奴やつじゃなかったんだ」


「……米人。なにがあったの？　アンノちゃんが、何かしたの？　誰だれかに何かされたの？」


「なんにもない。ただ、あいつは俺を友達とか──そういうものとは思ってなかっただけだ、最初から。もう何も、言うことはない」


　そのあともなにやら言ってきたが、無視した。


　なんだか全すべてがぼんやりしていた──


「米人！」


　パン、と叩たたかれた痛みに意識が覚かく醒せいする。


「痛いって！　おま、いきなり暴力かよ……俺は病やみ上がりだぞ、容よう赦しやしろよ！」


「するわけないでしょうが！　なにが病み上がりよ、とっくにピンピンしてるくせに！　それより、なにがあったか言いなさいよ、クソ米人。あんたがどう思ってようが、あたしはアンノちゃんの友達なんだから」


「言える事情だったら、最初から言ってる！」


「……っ！」


　いつのまにか、教室の前には教師が立っていた。


「……チャイム鳴ってるぞー。青春は休み時間に済ませとけー」


「……ふん！」


「けっ、ったく……」


　皆みんなが席に着いていく中、去り際ぎわに小石口が呟くように言った。


「実桜さん、凄すごいな……米人くんが、少し元気になった」


「は？　人を病人みたいに言うんじゃない。俺はもともと、何も気にしてない」


「……うん。米人くんがそういうなら、そうなのかもね。でも……それは本当に、気にしなくていいことなの？」


「……どういう意味だよ」


「今の米人くんは、何か失敗したり、間違ったりしてるように見えるけど」


　そう言い残して、小石口は自分の席へと戻っていった。


　…………馬ば鹿かな。自分は、間違いなく、安全を選せん択たくしただけだ。
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　お昼になった。


　実桜のお弁当を貰もらえるわけもないので購こう買ばいに行ったら、今日の日ひ替がわり総菜パンは酢す豚ぶたパンだった。買ってから、ああそういやぁ、いま口の中怪け我がしててこういうのはしみるんだった、と思い出す。


　まあいいか。気だるい諦あきらめに任せて、雨の見える外階段に腰こし掛かけ、一口頰ほお張ばる。


「…………もぐもぐ…………すっぱ…………ん？」


　……痛くない。昨日までは確かに、舌で触ふれても痛かったのに。


　念入りに確かく認にんすると、そこはまったくの無傷、すべすべだった。


　……頭の中に何かがちらつく。


　なんだ、なにが気になってる。





　朝の光景。アンノの口元に血がついていた。あれは、誰の血だ？


　……あいつは人を食うとき、血を流さないじゃないか。





「……俺は、馬鹿か！」


「あ、米人くん、探したよ。……米人くん？」


　小石口を無視してトイレに駆け込み、鏡で顔を見る。昨日までは邪じや魔まで仕方なかった口元の傷。その位置、すっかり傷きず跡あともないその部分。それは、確かに今朝のアンノの口元にあった血の跡──切り傷の位置だったはずだ。


　ワイシャツをはだけ、下に着ていたＴシャツの胸むな元もとを穴の見えない程度に開き、自分の身体からだを観察する。


「ま、米人きゅきゅきゅん!?」


　顔を真っ赤にし、目元を覆おおう両手の隙すき間まからこちらを覗のぞく小石口は気にせず、思い出す。


　……買ってきた服を着ていたアンノの、アザの位置。あれもまた、俺にくっついていたものに違ちがいない。いま、自分の身体には何の傷跡も残っていない。痛みも数日で引いていた。あれほどの怪我でも意外と早く治るもんだ、と思っていた。


　今朝、目を覚ましたときに感じた奇き妙みような違い和わ感。それもまた、怪我と痛みが消え去っていることに対するものだったはずなのに。


　どれほどの馬鹿なんだ、俺は。


　あいつは自分の怪我を吐はき出すことが出来た。吐き出した怪我はなぜか、俺の身体に移り代わった。


　なら、逆も出来るのではないか？　いや、それはもはや、疑問形で語ることではない。


「くそ……くそ、くそ!!」


　それだけで信用に足るとは思わない。相変わらずあいつは怪あやしい生物だし、クウの話も気になる。


　でも、いまならわかる。わかったのだ。今朝の、立ち去り際のアンノの表情の意味を。そのとき感じていたであろう、彼女の苦痛を。


　まったくもって、腹立たしい。あいつは俺を殴なぐればよかった、罵ののしればよかった、なのにそうしなかった。気持ちを全部飲み込んで、立ち去ったのだ。そんなこと、本当はしたくなかったはずなのに……ッ！


「……くそ。俺は、自分から損してる奴を見ると虫むし酸ずが走るんだよ……ッ！」


　そう、こんなに不快な気分にさせられるなんて…………損だ。


　精神的な、大損失だ。


　自分は決してやさしい人間ではない。だが、ケチなのだ。


　このまま損を飲むなんてことは、我が慢まんできない。


　だから……取り返さなければ。損した分は、今すぐに。





「実桜！」


　教室に駆かけ込むと、お弁当を広げている実桜のもとへ向かう。


　その手前に檸檬れもんが立ちはだかってきた。仇かたきを見るような目つきで米人を睨にらんでくる。


「滝たき立たて。貴様、私の実桜をこれ以上──」


「わかってる、なんとかする」


「きさ──ん、む、は？」


　米人の真しん剣けんな様子に檸檬が戸と惑まどっているうちに、その隣を通り過ぎて、実桜の席へ。


　大丈夫、二つのお弁当に手は付けられていない。


「よし。実桜」


「……耳みみ障ざわりなんだけど」


　朝から変わらず不ふ機き嫌げんそうだったが、構っている暇ひまはない。


「とりあえず、これ持ってくぞ」


「はぁ!?　お弁当って、あんたどんだけ図ずう々ずうしい──」


「わかってるよ、ちゃんと渡わたす！」


　渡すと言った。


　誰に？　とは訊きかない。言う必要もなかった。


　実桜は一いつ瞬しゆん、呆あつ気けにとられた顔をしてから、すぐにニヤリと笑えみを浮うかべた。


「……なら、利害は一いつ致ちしてるわね」


「いや、これは俺の借りだ。ああ、他人に借りを作るなんて吐き気がする。教師には──」


「うん、新しい病気のバリエーション考えとく」


「エグいので頼たのむ」


　そのまま教室を飛び出していく。


　檸檬を含ふくめたクラスメイト全員が、呆ぼう然ぜんとした様子でその出来事を眺ながめていた。


　しばらくしてから鼻に血の染しみたティッシュを詰つめた小石口が入ってきて、静まりかえったクラスの中をふらふら歩き、力ちから尽つきたように自分の席にへたり込んだ。その状態で、熱っぽく呟つぶやく。


「ああ……米人くんは、本当に素す敵てきだなぁ……」


「……人間として、ちょっとはマシになってきたってレベルでしょうが」


　そう言う実桜の表情には、言葉よりもいくぶんか満ち足りたものが浮かんでいた。
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　傘かさをしならせて路上を思い切り走りながら、当たり前のことに絶望する。


　あいつがどこにいるかわからん。


　思い出の場所なんて無いし、俺以外にあいつが寄っていきそうな食い物も無い。


「くそ……いまなら一口だけ食わせてやるから、出てこい、アンノ！」


　声が空むなしく響ひびく。そのとき、米人の耳が雨音の中、水を引きずるような足音を捉とらえた。


　ざば、ざば……


「……お前……」


　ざば、ざば……


「米人……？　なに、してるの……？」


　クウが傘も差さずに、ボロ衣い装しようが水を含むのも気にせぬ様子で、歩いていた。
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　アンノはぴくりと顔を上げた。


「いま、米人さんが食べてもいいよって言ってくれたような……やめよう。かなしい」


　膝ひざに顎あごを載のせる。橋の下、増水する川を眺めていた。


「……米人さんの身体、食べたままで来ちゃったな……早く、返さないとな……」


　じわりと、涙なみだが浮かんできた。


「あ、あはは、涙が出たところで、私は人間じゃないのに……」


　米人の拒きよ絶ぜつがまぶたに浮かぶ。


　記き憶おくはいまだに戻もどらない。でも、かつての自分が孤こ独どくの中にいたことだけは覚えている。


　きっとそこが自分の故郷で、それが自分の結末なんだ。


　食べたくないと思ったのは、独りになりたくないからだった。


　でも、自分は食べる。やがて、なにもかもを食べてしまう。そして独りになる。


「……私は、そういう生き物なんだ」


　自然に、そう思った。まるでかつて、そうしたことがあったかのように。


　──そんな思いに応こたえるように、彼女の身体に変異が兆きざす。腕うで先さきの輪りん郭かくの一部が溶とけ出し、影かげのような黒がその存在を覆ってしまう。周囲の空間には陽炎かげろうのような歪ゆがみと、ひび割れのような直線が不安定に明めい滅めつし始めている。


　この場にそれを見る者は無く、アンノ自身もそれを自覚していなかったが──もしこの場を目にする人間がいたら、強制的なまでの直感によって、こう思ったに違いない。


　──巨きよ大だいな顎あぎとが開こうとしている、と。
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「クウ……お前こそ、なにしてるんだ？」


「前、言った……狩かり……」


「びしょ濡ぬれ……っていうか、寒くないのか？」


　米人が手持ちの傘の下に入れてやると、クウは顔を赤くした。


「あわわ……相合い傘だ……死にたい」


「そ、そんなに嫌いやか？　でも、我慢しろ」


「う……」


「とりあえず、どっか屋根のあるところで着き替がえを……こっからだと学校が近いか？」


　クウはぶんぶんと首を振ふった。


「大だい丈じよう夫ぶ……クウ、三次元的な因子は、排はい除じよできるから……」


「……最近、俺にはわからない言葉が腐くさるほどあるんだとわかってきた。嫌になる」


　……気を取り直して、考える。自分の目的と、この少女の繫つながり、つなげ方。


「……なあ、前に言ってた完食者……そいつがどこにいるかって、わからんか？」


「だいたいしか……でも、いまは……」


　躊躇ためらう様子を見せてから、言った。


「……わかる」


「ほ、本当か!?」


「これまで安定していたらしいのに……形態が不安定になって、匂においが強まってる……いま、それを辿たどってた。危ないから、あっちには行っちゃ駄だ目め……」


「あっち？　あっちって、ええと、具体的にはどこ!?」


「……あっち」


「あ、ちょ──」


　走り出したクウは、今までに見たことのない速度で遠ざかっていった。


　と思ったら戻ってきた。


「……クウ？」


「ま、またね」


「あ、おう。いや、おま──」


　結局遠ざかっていく。畜ちく生しよう、置き去りにされてなるものか！


　米人は傘も放ほうり出して全力で走り出した。


「ああもう、いったい、何をやってるんだ俺はあああああああああ」


　その疑問に答えは出ないが、それでも足は止まらなかった。
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　その行き場のなさは、アンノにとって初めての感覚だった。


　自分の最初の記憶……意識を取り戻したとき、記憶もなく居場所もわからないまま、それでも誰だれかを探していた。その匂いを辿っている途と中ちゆうで偶ぐう然ぜん、米人に会った。


　そう……米人はその程度の人間。本来、自分とは何の関係もない、ただの人。


　迷めい惑わくがられていたに違ちがいない。……そんなことはわかっていたはずなのに、彼の拒絶に自分はひどいショックを受けている。


「これからどうしよう……」


　呟つぶやいてから、そんなことは決まっていると思い出す。たとえ一人になろうとも自分は、記憶の底に朧おぼろ気げに浮かぶ恩人のことを探し続けるだけだ──胸の中で呟つぶやくように確かめたその考えは、しかし、自分のものとは思えないよそよそしさで空気中に蒸発し、沈しずむ彼女の心を素通りしていった。


　弱々しいため息をつくと、吐と息いきの代わりに震ふるえるような空間の歪みが周囲に放たれた。それと同時に、体の所々に滲にじむようにまとわりつく黒い影が、その範はん囲いを増す。すでに手足の一割以上が影に覆おおわれていた。


　アンノも、いまや自分が人間の殻からを捨てそうになっていることに気づいている。本能のままにすべてを食くらう、すべての『終わり』の存在。それはきっと、悩なやみや苦しみもない、楽で自然な在り方に違いない……


　そんなことを考えながら、アンノはふと顔を上げた。橋の間にある隙すき間まから、曇くもり空の薄うす明あかりに照らされた雨が落ちていた。


　とても、懐なつかしいと思った。


　……米人の下もとに来てから今日までの間に、雨が降ったことはない。じゃあ、この記憶はなんだろう。
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　それが、いつのことだったのかは覚えていない。


　アンノは暗い雨の中で空を見上げていた。


　身体からだは痛く、苦しかった。胸はつらく、切なかった。


　アンノは町中をさまよっていた。人を見つけたので嬉うれしくなって寄っていったら、悲鳴を上げて逃にげられた。


　もっと近づいたら傘を振り回されて、その切っ先がアンノの肉を抉えぐった。悲鳴を上げて腕を持ち上げると、突つき出された傘の切っ先がアンノを貫つらぬいた。


　恐きよう怖ふと痛みに、アンノは逃げた。身体は呼吸を拒こばむかのように、重たく、苦しかった。


　疲ひ労ろうと怪け我がのために、視界が暗くなっていた。よく見えない。その状態で、何かの明かりが見えた。吸い寄せられるように近づいた次の瞬しゆん間かん、破は壊かい的な衝しよう撃げきに全身を打たれた。


　それは車だった。ヘッドライトに向かっていたアンノは思い切りはねられ、宙を舞まった。


　すぐに車が停とまり、人が降りてきた。それは倒たおれていたアンノを見ると、やはり悲鳴を上げて、すぐさま車に飛び乗り、逃げ去っていった。


『……なんで、こんなにつらいんだろう。かつて居た、狂くるおしいまでの孤独が懐かしい。ああ、こんなにつらいなら、いっそ全部、全部…………食べてしまおうか』


　自然に、そう思った。まるでかつて、そうしたことがあったかのように。


　──次の瞬間。アンノの周囲には雨を曲げる空間の歪みとともに、ひび割れのような亀き裂れつが走っていた。意識が地中にしみいるようにして、無限に拡大する。上位次元の深みに潜もぐった意識の前に、三次元宇宙は一いつ片ぺんの角砂糖のようで、口を開くとそれらがすべて口の中に収まるのが感じられた。その口を閉じれば、完全な安息がもたらされると、アンノはすでに知っていた。それはとても容易たやすく、魅み力りよく的な選せん択たくだった。


　……ただ、頰ほお張ばる口を閉じる寸前。ふと、雨が遮さえぎられていることに気がついた。


　遥はるか遠くまで拡散していた意識を目の前に集中する。そこには幼い少年が立っていた。


「……大丈夫？」


　少年も、自分と同じように傷だらけのようだった。彼はまぶたの腫はれた目でじっとアンノを見下ろしていたが、すぐにアンノに手を触ふれてきた。


「……生きてる………………」


　少年は迷ってから、そのアザと火傷やけどにまみれた腕で、アンノを抱だき上げた。


　温かい……少年の鼓こ動どうが聞こえた。アンノはただ、それらに困こん惑わくするだけだった。それでも気がつけば、アンノの周囲の空間の揺ゆらぎは収まり、亀裂もすべて消え去っていた。
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「……っ……にゅ？」


　曖あい昧まいな過去の記憶にひたっていたアンノの意識が、急速に覚かく醒せいする。彼女の意識を現実に引き戻したのは、周囲に満ちた濃のう厚こうな匂い──危険を知らせる気配だった。


　バギン！


　アンノのいた空間が引き裂さかれるようにして搔かき消える。滴したたっていた雨あま粒つぶと、地面の一部が同時に消え去っていた。


　咄とつ嗟さに飛び退すさっていたアンノは、匂いの元を確かく認にんした。


「…………七次元体ユーリ・フオルク……じゃない？」


　そこにいたのは、ボロ布のようなものを何重にも纏まとった少女。その華きや奢しやな左手の先に、牙きばの生えた大きな口が開いている。


　七次元体ユーリ・フオルクにとりつかれているような異容だが、七次元体ユーリ・フオルクの匂いはしてこない……


　その少女は、肌はだに影を纏ったかのようなアンノの様子を見て、わずかに表情をしかめた。


「……アンノウン・Ｅエンダー。自分の状じよう況きよう……わかってる……？」


「アンノウン……？」


「……やっぱり、記き憶おくが断だん裂れつしてる……うう、死にたい……あなた、人を食べてる…………それを吐はき出して、クウと来て」


「は、吐き出したら、私、動けなくなっちゃいます！」


「構わない。クウたちが保護するから……」


「保護……？　よくわかりませんけど……私は、探してる人に会いに行かなくちゃいけないんです。それまでは、放っておいてくれませんか？」


「…………わかった」


「まあ、ありが──」


　バキン！


　少女が左ひだり腕うでを前へ向け、そこに穿うがたれた口が開閉し、空間が飲み込まれる。アンノはこれもすんでで躱かわしていた。が、それは偶然に近いタイミングだった。


　少女は言った。


「クウが、あなたを食べて、連れ帰る。大丈夫、殺さない、あとで吐き出すから……」


「なな、なんですか！　一方的に人を食べようとするなんて、最低ですよ!?」


「あー……ん」


「く……んあぐ」


　少女の左腕に応じるように、アンノもその口を大きく開き──


　ガギギギン!!


　空間のひび割れが相そう互ごに結ばれ、ねじれた空気が衝しよう撃げき波はとなる。目に見えない巨きよ大だいな剣けん先さきが、中空で切り結ばれたかのようだった。


「イタタ、口イタひ……うー、なんかよくわかりませんが、人を無理矢理食べようとするなんて許しません！　そんな人は、食べちゃいますよ！」


「…………あなたは、弱ってる……クウには、勝てない」


「そんなこと、やってみなくちゃわかんないでしょう！」


　確かに、所々を影かげに覆われた身体に力は入らず、米人から齧かじり取った身体的ダメージも重たく残っている。だが、アンノは正面から少女に向き合い、身構えた。


　よくわからないが、どこか遠くへ連れて行かれるなんて我が慢まんならなかった。それに……食べてる人を、吐けと言われた。


　米人を吐けだなんて、見ず知らずの少女にそんなこと、言われたく、ない！
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「畜生、どこだ!?」


　クウの消えた方向に見当を付けて走っていた米人の耳に、バギン、という何度か聞いた覚えのある音が聞こえてきた。


「あれは……」


　走っていく。橋から下を見下ろすと、黒い影のようなものに点々と肌を覆われたアンノが、目に見えない何かをかわしているところだった。


　まさかあの相手が、クウなのか？　狩かりってどうやるのかと思ってたら、あいつも同類だったのかよ……ッ！


　河原に下りる道は、橋からやや迂う回かいした位置にある。とにかく急いで……と思っていると、アンノの悲鳴が耳を突いた。





「きゃっ！」


　大きくはえぐり取られていない。だが、アンノの皮ひ膚ふには裂け目が入って、血が流れていた。異次元体同士であれば、牙は直接に相手を傷つける。それは七次元体ユーリ・フオルク相手の戦いで身をもって知っていた。


「……だから、言った…………素す直なおに三次元体を吐いて、ついてきて」


「……ついていったら、私はどうなるんです？」


「……以前の通りに、拘こう束そくされる」


「以前の……？　ッ──」


　自らの血の臭においに触しよく発はつされるようにして、瞬間的に浮うかぶ記憶──無機的な狭せまい密室の中、ときたま現れる研究者たちの狂きよう気きを伴ともなう視線の先せん端たん、自由を縛しばる焦こげくさい痛み。


　学習用にと据すえ置かれたテレビから垂れ流される番組を観みて、人間は家族というものに囲まれ、友達というものと笑いあい、恋こい人びとというものと愛しあうと知った。しかし、そういった素晴らしいものは、彼女の住まう乾かわいた空間には何一つ存在しておらず──


　──はっきりと、具体的な記憶が蘇よみがえったわけではない。ただ、あそこには戻もどりたくないという思いが、瞬間的に意識を貫いていた。


「……いやです。私は、受け入れて貰もらえなくても……ここで、暮らしていたいんです！」


「…………駄だ目め。世界が、滅ほろびる……」


「せ、世界が滅びるって、何をいったい──」


「あーん」


「あっうく──」


　バギギン！


　弾はじけた衝撃は相そう殺さいしきれず、余波がアンノの身体を傷つける。


「…………次で、おわり」


「う、うう……」


　クウの左腕が、いままでで最も大きく牙を剝むく。


　対たい抗こうするようにアンノも懸けん命めいに口を開くが、とても受け切れそうにない。次に互たがいの口が閉じた瞬間、間ま違ちがいなくアンノはクウの左腕に飲み込まれていることだろう。


　ああ、このまま終わるのか。頭の中では後こう悔かいと未練ばかりが渦うずを巻く。だが同時に……それでいいのかもしれない、という思いも存在していた。


　今いま更さらに、アンノを拒きよ絶ぜつする米人の姿が頭にちらついていた。先ほどはクウに向かって反射的に啖たん呵かを切っていたが、自分が戦ってまで守ろうとしている生活なんてものは、もうとっくに無くなっているのだ。だから、たとえ非人間的なところにつれて行かれても、それは仕方ないことなのかもしれない……


　諦あきらめが、アンノの心を満たそうとしていた。





「まずい……クウ、本当にアンノを狩っちまう」


　見下ろす米人の足あし下もとで、クウの眼前の空間が縦に裂けたように大きく歪ゆがむ。


　少しだけ彼女らの世界に近づいている米人には、その脅きよう威いを知覚することが出来た。


「…………せいぜい足の骨を折るくらいだ、たぶん大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、大丈夫！」


　三回唱えてから……米人は手すりを乗り越こえ、五メートル近いその橋から河原に向かって飛び降りた。


「うおおおああああああ!!　あ、アンノぉ!!」





　声に顔を上げるアンノとクウ。二つの驚おどろいたような表情の中間に、米人が落下してくる。


「くっ……」


　クウは咄嗟に左腕の口を抑おさえようとしたが、間に合わない、必殺の力を込こめた一[image: ]かみが、眼前の空間ごと米人を引き裂こうと放たれる。


　一方、アンノは目を丸くして、ぽつりと呟つぶやいた。


「……米人さん」


　──その瞬しゆん間かん、彼女の身体からだに染しみ込むようだった影が、微かすかな光となって弾けるように消えていった。不安定だった存在が一息に、アンノと呼ばれる少女の姿に収束していく。


　それからすぐにアンノは、なにか言おうとした言葉を咄嗟に飲み込むようにして、かちん、と歯を鳴らした。


　直後──





　バギギギギギギギギィ──!!





　拮きつ抗こうした二つの力の衝しよう突とつ。周囲の雨う滴てきが、放射状に勢いよく飛び散っていく。


　その衝しよう撃げきは米人の身体を浮かして、致ち命めい的だった落下速度を大きく緩かん和わした。


　また、アンノとクウも吹ふき飛ばされる形で、いったん距きよ離りを広げる。


　衝撃の影えい響きようからか空の雨雲が部分的に薄うすれ、この周囲だけ日差しがわずかに強まった。


　アンノとクウはそれぞれ、対たい峙じする相手の確かく認にんもそこそこに、川の水みず際ぎわに転がる米人に向かって声を上げた。


「ま、米人さん!?」


「ま、米人！　……ん？」


「……え？」


　互いの口からこぼれた同じ名前に、先ほどまでとは異なった表情で二人が見つめ合う。


「なんで……米人を知ってる……？」


「そ、そっちこそ、あなたは米人さんのなんなんですか!?」


「それは………………ひみつ」


「はぁ!?　なんですかそれ！　はぁ!?」


　米人は全身の痛みをこらえて起き上がった。


「う、うぐぐぐ……いっててて……意外と高かったな、普ふ通つうに落ちてたら死んでたぞ」


　今更に、ゾッとする。


　──だから他人に関かかわるのは嫌いやなんだ。そう胸の内で呟いた。


　そんな米人の目の前で、少女二人は険悪な様子で睨にらみ合っていた。


「とにかく、いまは早く……あなたを、食べる」


「く…………」


　いまにも戦いを再開しそうな二人。彼女たちに向かって、米人は側面から呼びかけた。


「お、おい、やめろ！」


「米人……？」


「よくわからん。まったくもってよくわからんが……そいつは悪い奴やつじゃない」


「へ？」「む？」


　お互いに顔を見合わせるアンノとクウ。「そいつ」とは相手のことだと思っている。


　米人は続けて言った。


「アンノ！　お前、自分が誰だれか思い出したのか？」


「いえ……」


「クウ！　お前はなんでアンノを狩るんだ！」


「それは……言えない」


「ほれみろ。お互いになんもわからんのに殺し合いして傷だらけになって……お前らそれ、完全な損だ！　コストパフォーマンスが悪すぎる！」


「そ、損!?」


「ああ。いいか？　ウィンウィンといってだな、お互いに利益を確保できる条件を模も索さくするのが現代的なのだ！」


「ウィ……？　……でも……このままじゃ、世界の危機」


「せ、世界の危機？　宇宙人、組織ときて、ついにそこまで来たのか……ったく、いったい、なにがどうして世界の危機なんだよ」


「彼女が……人を食ったから」


「人を……って、俺を食ったのが、そんなにまずかったのか？」


「ま…………米人を!?　米人を、食べたの!?」


「う、なんだよ、珍めずらしくテンション高いな」


　クウの瞳ひとみに、なにか先ほどまでとは別の闘とう志しが浮かんでいた。


「米人を……米人を……」


　わなわなと戦おののきながらアンノを睨む。


　その視線に気づいたアンノは、得意げにふんぞり返り、自じ慢まんげに語りだした。


「ふふん？　なんだかよくわかりませんが、あぁ、米人さんってば、とっても美お味いしかった……引き締しまった赤身や、とろけるような脂あぶら……」


「それ、自分のことだと思うとグロくて仕方ないな……」


「ええ、私が食べた人は米人さんだけ、そして米人さんを食べたのも、私だけなのです！」


「う、うう…………米人……ひどい」


「お、俺が非難されるのか!?　いや、あれは仕方なく……っていうか、そのせいで世界が滅びるって、どういうことだ？」


　米人は話を本筋に戻そうとしたが、誰もそんなの聞いちゃいなかった。


　クウは悔くやしげな表情をふいに引っ込めると、微かすかな笑えみを浮かべた。なにか少し、悪そうな笑みを。そして衝撃発言を繰くり出してきた。


「……でも…………米人のやらしさを知ってるのは、クウだけ」


「や、やらしさ!?　なんですか、それは！」


「お、おいおい、それはやさし──」


　さだ、と訂てい正せいしようとする言葉をクウが遮さえぎり、米人に視線を送ってきた。


「ひみつ……ね、米人……」


「え？　ああ、おお、そういえば、そう言ったっけか」


　確かにひみつだと言ったのは米人なので、思わず頷うなずく。


　それを見たアンノは衝撃に打たれた。


「ひ、ひみつ……!?　ひみつのやらしいことを!?」


「いや、ちょっと待て！　違ちがう、俺はただ──」


　弁明しようとする米人の言葉を再び遮るように……クウがわずかに頰ほおを染め、じっくり観察してようやくわかる程度に頰を緩ゆるめながら、吐と息いき多めに言葉を発した。


「米人の中…………あったかかった」


「な……ナカ!?」


「ちょ、いや、あれはだな、クウ！　おい！」


　クウは恥はずかしそうに米人から顔を背そむけている。


　アンノはぶるぶると激しく震ふるえだした。


「米人さん……米人さんのナカになんて、私も入ったことないのに!!」


「アンノ！　わけのわからないまま、危ない台詞せりふを吐はくんじゃない！」


「ううう……こんな子とそんなことして……条例かなんかで、逮たい捕ほされちゃいますよ!?」


「いまの会話だけ聞くと俺もそんな気がしてくるが、濡ぬれ衣ぎぬだ！」


「にゅぅぅ……さてはこの子が居るから、米人さんは私を追い出そうと……？」


「はぁ!?　お前ら、さっきから何の話をしてるんだ！　んなことよりまず、世界が滅ほろぶとかなんとかいうことについてだなぁ!!」


　と、全力で話を本筋に戻もどそうとする米人に向かって──





「米人さんは黙だまってて！」「米人は黙ってて……！」





　各おの々おのの個性的に鋭するどい言葉が向けられた。


「……やはり、あなたとは決着を付ける必要があるようですね！」


「絶対……負けない……」


　先ほどまでとは温度の異なる熱気を纏まとい、二人の少女の戦いの火ぶたが切って落とされる──寸前に、米人がキレた。


「黙ってら・れ・る・かー!!」


　勢いよく怒ど号ごうが響ひびき渡わたる。気づけば雨は、止やんでいた。


「てめぇら、よくわからない話ばかりしやがって！　俺がここに来た理由は一つ！　……ええと、なんだっけ？　ああ、そうだ、アンノ！」


「は、はい？」


「……俺の怪け我がを食ってたのか」


「ッ！　…………ごめんなさい」


　謝罪の言葉。それは質問を肯こう定ていすると同時に……米人を激しくイラだたせるものだった。


「ああ、ああ、まったく謝れ！　俺は自分から損する奴が嫌きらいだってのに、なにやってんだお前は！」


「……だって……も、申し訳なくて。私のために、いろいろやってくれてるのに……私は甘えてばっかりで……甘えるしかなくて……」


　震える声で告げてくるアンノに、米人は言った。


「俺に返せ」


「え……？」


「俺の怪我だ。勝手に持って行くんじゃない」


「で、でも……」


「さっきも言ったろ。俺は、自分から損する奴が嫌いなんだ。さっさと返せ」


「で、出来ませんよ、そんなこと！　米人さん、これすっごい痛いってわかってるでしょう!?　一週間じゃ全然、治ってないですよ!?」


「くっ……」


　それだけの怪我を、笑って引き受けていたのはどこのどいつだ。胸がざわつく。


「無理です。いま、あんなとこから落ちてきてまた満身創そう痍いになってる米人さんに、更さらにこの怪我を戻すなんて、無理無理無理です！」


「知ったことか、寄よ越こせ！」


「米人さん……どうして、そんな。私なんて、どうでもいいじゃないですか……！　米人さんの嫌いな、他人じゃないですか！」


「それはそうなんだが…………弁当が、貰もらえないんだ」


「……へ？」


　完全に予想外のその言葉に、アンノが深刻な表情を忘れ目を丸くする。


　米人は逆に、さも難しそうな表情で話を始めた。


「つまり……お前がいないと、実桜が弁当をくれないんだ。このままじゃ昼飯代を浮うかせて年末に自転車を買うという計画が頓とん挫ざする。やはり、実桜の機き嫌げんを取るにはお前の協力が必要だ。そのためなら仕方ない、多少の代だい償しようは払はらう。それがウィンウィンというやつだ」


　真ま面じ目めな調子で語り終える。


「…………」


「…………」


　微び妙みような空気。その中で、やがて──


「あは……は、あははははは、お弁当って……あはははは！」


　──アンノが笑いだした。


　文字通りお腹なかを抱かかえて、心の底からおかしそうに……涙なみだを、こぼしながら。


「あは、あははは、んぐ、うっ、んふふふふ、んっ、んっく、うへへへへ」


　その笑いは途と中ちゆうから、嗚お咽えつを誤ご魔ま化かすようなものになっていた。だが、その嗚咽に痛々しさは欠片かけらもない。涙と一いつ緒しよにあふれる感情は、間ま違ちがいなく幸福なものだった。


　米人は不機嫌そうな表情に、見る人が見ればわかるわずかな安あん堵どを滲にじませながら、それを見ていた。クウはさも不可解そうに少しだけ目を丸め、黙ってその様子を眺ながめている。


「ははっ、実桜さんの、お弁当……あははは、はぁ～あ」


　ひとしきり泣き笑い尽つくしたアンノは目元を拭ぬぐいながら、その呟つぶやきを嬉うれしそうに[image: ]かみしめていた。実桜のお弁当。胸があたたかさに満たされる。


　アンノが、改めて米人に向き直る。米人は相変わらず顔をしかめつつ、少しだけ頰を震わせていた。アンノは軽く深呼吸をしてから、米人に小さく頭を下げた。


「米人さん……勝手なことして、ごめんなさい」


「まったくだ。他人は敵で、タダで施ほどこしはしない。俺と一緒にいるなら、それを覚えとけ」


「あい」


　不機嫌そうな表情の米人と、幸福そうな表情のアンノ。見つめ合う二人。


　横からそれを見ていたクウは、短く何度か息を吸ってから、確かく認にんするように聞いてきた。


「米人…………アンノウン・Ｅエンダーと、仲良し……？」


「な、仲良し!?　まさか！　こいつはただの……ただの………………」


　言葉に詰つまり、空を仰あおいで考える。


　アンノが頰を染め、興奮した様子で答えを待っている。


　長い時間、考え抜ぬいた末に米人は前を向き、はっきりと答えた。


「ただの、乗りかかった船だ」


　アンノが不満げにずっこけた。


「さ、さんざん考えた割には、いい答えじゃないんですけど……」


「うるさいな。だったらそれは要するに、元からいい関係じゃないってことだ。諦あきらめろ」


「そんなぁ」


　そんなやりとりを見たクウは、何かを了りよう解かいしたような顔つきでゆっくりと言った。


「…………米人……ごめんなさい」




[image: ]


　何を謝るのか、判じかねて視線を向ける米人に向かって、クウは唇くちびるを小さく引き結び、俯うつむきがちに一言、告げてきた。


「……あきらめて」


　クウの左ひだり腕うでが改めてアンノに向けて構えられる。


　先ほどまでの弛し緩かんした空気が霧む散さんする。クウの表情からはあらゆる感情が抜け落ち、ただ冷静に任務を遂すい行こうしようとするまっすぐな意志だけを浮かべていた。


「ま、待てって！　だから、お前がアンノを襲おそう理由がわからんと──」


「わからなくていい……極ごく秘ひ任務」


　冷たく突つき放すような短い言葉。


「いや、おい、クウ！　くそっ」


　米人が、咄とつ嗟さにアンノをかばう位置に飛び出そうとする。が、圧あつ倒とう的に間に合わない。


　クウがその小さな口を開くのに合わせて、彼女の左腕も大きく牙きばを剝むく。それは川かわ縁べりの地形さえも変えてしまいそうな程ほどの、大きく鋭い牙となる。


「あ──────……んぐむ！」


　容よう赦しやなく、確実に、その牙がアンノを狙ねらって振ふり下ろされ──





　バギギャン！





　──川かわ面もを揺ゆらす衝しよう撃げき。大きく皮ひ膚ふが裂さけ、血が流れていた……クウの、左腕から。


　クウの左腕はその口を閉じた瞬しゆん間かん、逆に大きな傷を負っていた。


「ッ……どうして……」


　疑問を口にするクウの前では、アンノが指先で確かめるように自分の唇をなぞっていた。


「うーん、確かに怪我で弱ってたみたいですね、私。……つい、さっきまで」


「……いつのまにか、米人にダメージを、返してた……？」


「ええ、まあ。さっき笑ってるときに、ついぽろっと出ちゃいました。てへ」


　言われてみると、米人は額に汗あせを流しながら口の中で繰くり返し呟いていた。


「痛くない痛くない痛くない痛くない痛くない……」


　すごく痛そうだった。


「……でも、これは……」


　クウは表情を曇くもらせた。確かに、アンノは米人にダメージを返したことで、三次元空間における能力を増大させたのだろう。だが、それだけでこれほど飛ひ躍やく的な力の向上はあり得ない。本当の原因はやはり──米人との意思疎そ通つうそのものに、違ちがいなかった。


「……米人はやっぱり、アンノウン・Ｅエンダーの観測者……」


「観測者？　なんだそれ、アンノの餌えさって意味か？」


　クウは首を横に振った。わずかな躊躇ためらいの後、米人に向かって諭さとすように語り始めた。


「……アンノウン・Ｅエンダーは、観測者の観測した世界を実現するため、可能性の渦うずを搔かき分け事象を確定する、小宇宙、願望実現機。観測者は、可能性の選せん択たく者」


「……もっとＳＦ小説とか立ち読みしとくべきだったな。わけわからん」


　難解な言葉に眉まゆ根ねを寄せる米人に対して、クウが更に続ける。


「もし米人が世界に絶望したら、彼女は世界を絶望に作り替かえる。彼女は危険、人間とはまったく別の存在……だから、米人、アンノウン・Ｅエンダーを──」


　そこまで言って、言葉に詰つまる。


　クウは米人に、アンノを見捨ててくれと嘆たん願がんしようとしていた。躊躇ったのは、見捨てられるアンノの気持ちを自分のことのように想像してしまったからだ。それでも唾つばを飲み、言葉を続けようとする。


　だが、クウが言い切るより前に米人が口を挟はさんできた。


「それよりクウ、ああもう、見てるこっちが痛くてたまらん！　腕は大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「え……」


　クウが、思い出したように自身の血まみれの左腕を見つめる。それから意外なことを言われた驚おどろきの表情で、米人を見返した。


「…………米人？」


「ああ、いちおう言っておくが、俺はやさしくないからな？」


「…………クウも、人間じゃないよ？」


「うん……？　いや、それにしてもその出血は大丈夫なのか？　とりあえず応急処置とか。あー、俺の服は勿もつ体たいないから、アンノの服を裂いて包帯にするか」


「な、なんで私の服ならいいんですか!?」


「決まってるだろう、俺の服じゃないからだ」


「にゅう、私の服だって、国産牛肉一キロ分のお値段ですよ!?」


「肉が基準って、お前の経済観念は原始人か！」


　クウはしばらくじっと米人とアンノを見つめた後……小さく一つ息を吐はいた。





「……クウ、怪け我がを治しに、帰るね。アンノウン・Ｅエンダーは……米人、気をつけて……あ、七次元体ユーリ・フオルクも襲ってくると思うけど、それにも。じゃあ、またね」


　そう告げたかと思うと、クウは人間離ばなれした跳ちよう躍やくでその場を立ち去っていく。


「はぁ!?　いや、最後に重要そうな発言を……おい！　説明してくれんなら、もっと聞きたいことが……ああ、行っちまった」


　追いすがる米人には一いち瞥べつを残したのみで、クウはあっさり橋の向こうに消えていった。


「……ったく、クウの奴やつ、思わせぶりなキャラ演じやがって。なあアンノ……アンノ？」


　妙みような気配に振り向くと、アンノはとても冷たい目つきで米人を見つめていた。


「……米人さん。あの子にした、ひみつのやらしいことってなんだったんですか？」


「はぁ!?　いやいやいや、待て待て。やらしい、って聞こえたのか？　いや、確かにそう聞こえたかもしれんが、実はそれは違う。あいつは俺のことを『やさしい』と言ったんだ」


「米人さんがやさしいって、そんなわけないじゃないですか！」


「お前ひどいな！　今日の俺は結構、善玉だったじゃねぇか！」


「うう、米人さんがやらしいって、実桜さんに言ってやる！」


「やめろ！　死ぬ！　俺が！」


「……わかりました言いません。でも、もしかするとお腹なかが空すいて口が滑すべるかも……チラ」


「せこい脅おどしを覚えやがって……ああそうだ、俺を食わせる気はないが、実桜の弁当が橋の上にある。食ってくか」


「食ってきます！」


　橋を見上げると、その向こう側に広がる空が目に入った。


　いつのまにか雲も晴れ、すっきりと広がった空の中に、眩まぶしい太陽が顔を覗のぞかせていた。
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　人気のない路地裏で、クウは左腕に布の切れ端はしを巻き付けていた。


　人ならざる彼女にとってそれは命に関かかわるような傷ではなかったが、しかし左腕に宿った匣猫カツツエ・カステンの機能を取り戻もどすには、やや時間が掛かかりそうだった。


　彼女は布の内側にあるいくつかのポケットの一つから、携けい帯たい電話を取りだし通話ボタンを押した。コールゼロで相手に繫つながると、すぐに状じよう況きよう報告を始める。


「アンノウン・Ｅエンダーを確認……そう、姿はまるで変わっていたけど……だから、間違いない。この町で起こっている七次元体ユーリ・フオルクの異常発生は、『薔薇紋の家族バラモンズ・フアミリア』に対する、背信者によるもの……うん、彼女は必ず、アンノウン・Ｅエンダーを狙ってくる。クウは重度Ｃの負傷、応おう援えん要よう請せい」


　その後も、途と切ぎれ途切れの言葉で詳しよう細さいを伝え、通話を切る。


　喋しやべるのは苦手だ。疲つかれた。


　クウは携帯を布の内側に戻し……ふと、別のポケットの中身を取り出した。


　──粒つぶ入りマロンクリームコッペパンの空き袋ぶくろ。それは、米人から貰もらったものだった。


　クウは栗くりの絵え柄がらの入ったそのビニール袋をじっと見つめてから、やがて丁てい寧ねいに折りたたみ、ポケットに戻した。





　　　　[image: ]




　掃そう除じも終わってあとは下校のみ、というタイミングでアンノを教室に連れ帰った米人は、なんだかよくわからないなりに感動しているクラスメイトたちに賑にぎやかな喝かつ采さいで迎むかえられた。


「よくやった！　よくわかんないけど！」


「信じてたぜ！　なんかこう、あれだってな！」


「さすが滝立、俺が認めたとか、そういう感じの奴だぜ」


「お前ら、とりあえずそのフワッと褒ほめるのやめろ！　あと力任せに叩たたくな！　いま、かなり身体からだが痛いんだから！」


　なんだかやたらと上じよう機き嫌げんな実桜も近づいてきて、嬉うれしそうに声をかけてきた。


「ね？　アンノちゃんは、ちゃんと友達だったでしょ？」


「……ふん、もっとビジネスライクな関係だよ」


　その言葉を聞いて、隣となりのアンノが嬉しそうに話に入ってくる。


「そうです。私と米人さんの関係は、えっと、ビンビン？　の関係なんですから」


「び、ビンビン!?」


　それを聞いた小石口が、


「ぅぐッ！」


　と呻うめくように奇き声せいを上げながらジャンプして頭から天てん井じように突き刺ささった。


「こ、小石口!?　なに奇声を上げながらジャンプして頭から天井に刺さってんだ！　アンノお前、よく覚えてない知識を適当に口にするんじゃない！」


「く、クチにスルって……いったい何を!?」


「お前がなに言ってんだ実桜!?」


「そ……そんなの言えない！」


　恥はずかしパンチ。


「とても痛い！」


　重じゆう症しよう患かん者じやに戻っているところに容赦のない一いち撃げきを食くらって悶もん絶ぜつする米人。その背中に、不ふ機き嫌げんそうな声がかけられた。


「……それで勝ったと思うなよ」


「あ？」


　振り向くと、檸檬が腕を組んでふんぞり返り、米人を睨にらんでいた。


「勝ったうんぬんの前に……勝負をした覚えがない！」


「ふん。今のうちにせいぜい、もてはやされておくがいい」


「お前……ただのクラスメイトのくせに、言うことだけ黒幕級だな」


「あう……」


　米人の指し摘てきに、檸檬は頰ほおを赤らめ視線を背そむけた。なにか、恥ずかしがっているらしい。何に反応したのかはわからないが、珍めずらしい。ここに来て、新しい一面を見た。


「ま、檸檬ちゃんのお許しも出たことだし、今だけはもてはやしてあげましょうか」


「実桜？」


　実桜は米人の肩かたに軽く手を置いてきた。……殴なぐってくるとき以外の実桜の手は、細くて柔やわらかくて冷たくて……妙にどきどきしてしまう。


　実桜は米人の目を見て、小さく一言だけ。


「……さすが」


　そう言った。米人は視線を明後日あさつてに向けて、


「なんのことやら」


　と言ってとぼけた。実桜は嬉しそうに笑って、ポンと一度、米人の背中を叩いてきた。見た目に軽そうな叩き方でも、そこは実桜の一撃。


「死ぬほど痛いッ!!」


　悶絶した。


「ちょ、大げさすぎでしょ……ちょっと、米人？　クソ米人？」


「ううう……」


　呻き続ける米人のことを、さすがの実桜も心配げに覗き込む。


　さきほどまで賞賛の雰ふん囲い気きに賑わっていた周囲が、リアルな惨さん状じように軽く引く。


「……おーい、お前ら最近、本当にいい加減にしてくれよ……」


　教室に入ってきた担任の花はな園ぞの教師が、諦あきらめたような調子で声をかけてきた。


　生徒らはざわつきながらも素す早ばやく席に着いた。米人もふらふら自分の席に辿たどり着く。


「……で、下校準備はいいかー」


「あ、はーい」


「じゃあ……うーん」


「さよーならー」


　花園教師はまだ何か言いたげだったが、生徒たちは勝手に挨あい拶さつを済ませるとそのまま解散してしまった。部活のある者からバラバラに、そして他ほかの者も順々に。


　米人も痛む身体を引きずりながら、席を立った。


「くぅっ……今日は、このまま帰るぞ、アンノ」


「あい！」


「あ、こらバカ米人、授業欠席の証明書……はまあ、明日でいいか」


　実桜も今日だけは、面めん倒どうな手続きから米人を見み逃のがしてくれるようだった。


　そうして生徒が全員帰き途とに就つき、教室には花園教師だけが残った。


「ああ、おい……って言ってるのに、全員帰っちまったぞ……」


　教きよう壇だんに立つ教師は、天井を見た。


「……なぜ小石口は天井に刺さってるんだ……？　これ、俺が降ろすのか？　だりー……」
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「登校するときと同じ道で帰るのって、実は初めてです」


「ああ、いつもは町中に出て、人探しをしてから帰るからな」


　下校の道すがら、そんな言葉を交かわした。


　二人で学校からまっすぐ帰るというのは、なにか少し特別な感じのすることだった。


「まあ今日は疲ひ労ろうしすぎだし、制服も生なま乾がわきだからこのまま帰るしかないが、明日からはまた人探しに行くからな」


「あい！　なんだか私、米人さんに怪我を返してから嗅きゆう覚かくも敏びん感かんになった気がするんで、探し人もきっとすぐ見つかるに違ちがいありません！」


「だといいがな。とっとと見つけて──」


「あい、見つけて──」


　…………見つけて、どうするのか。


　それはこれまで何度も口にしてきたことなのに、今に限って言葉に詰つまった。


　ふいに訪おとずれた沈ちん黙もくの中で、二人の間にあった明るい空気が薄うすらいでいく。


　先に口を開いたのは意外なことに、アンノのほうだった。


「……見つけたら、そしたらめでたく、お別れですね」


「ああ……まあ、その通りだとも」


「……あい」


　言いようのない不足感に、語ご尾びがすぼむ。


　二人は俯うつむいた視線の先に言うべき言葉を探したが、何も見つからず、ただアスファルトの路面を眺ながめながら黙だまって歩いた。


　結局、それ以上ひとことも言葉を発せずにいるうちに、二人は家の前に到とう着ちやくしていた。


「アンノちゃん!?」


　声をかけられ、そちらを向く。玄げん関かんの前に、志良以が待っていた。どうやら、仕事は無理に早上がりしてきたらしい。


「アンノちゃぁーん！」


　呼びながら駆かけ寄って、涙なみだをこぼし、志良以は躊ちゆう躇ちよ無くアンノを抱だきしめた。


「うう……おかえり、アンノちゃん」


「お、おねえさま……あの……ただいまです」


　アンノも瞳ひとみに涙を浮うかべ、志良以を遠えん慮りよがちに抱き返す。


　そんな二人の姿を見て、なんだか米人も無む性しようにほっとしてしまった。


　──アンノの探し人が見つかったらどうするか。それは、見つかってから考えればいいことだ。少なくとも、今は。


「よかった……うう、よかったぁ……ほら、米人もおいで」


「うえ!?　い、いや、俺はいいよ……って、ぅわ！」


　拒きよ否ひに構わず、志良以は米人の肩に腕うでを回してきた。




[image: ]


　身体からだが痛むせいで逃にげられなかった、と米人は胸中で呟つぶやいたが、それが事実かどうかは米人本人にもよくわからなかった。


　……人間の体温って、こんなに熱いものだったのかと、そんなことに驚おどろく。その熱さの下もとでは、身体の痛みも和やわらぐように感じられた。


　志良以はそっと告げてきた。


「……おかえり、米人」


「……た、ただいま……」


　思わず言葉を返しながら、なんだこれは、安いドラマか。……そういう毒づきを、胸の中だけにしまい込む。


　そのまま志良以は、細い腕にぎゅーっと力を込めて二人を存分に抱ほう擁ようし、そうしてやがて腕を離はなしたときにはもう表情はいつも通り、穏おだやかなものになっていた。


「ふぅ。さて、じゃあお夕飯、とっても豪ごう華かにするから。待っててね」


「あい、楽しみです！　ね、米人さん」


「……こっちは身体が痛くてたまらないから、いますぐ休みたいってのに……」


　なのに、食しよく卓たくがあるという。豪勢な──家庭の食卓が。


「……ったく、面倒くさい。だから他人に関わるのは嫌いやなんだ」


　仏ぶつ頂ちよう面づらでそう呟きながら、米人は玄関をくぐった。






　あとがき




　世の中には星の数ほど食いしん坊ぼうヒロインがいて、それぞれに大好物がある。


　じゃあ、うちのヒロインの大好物はなんにしよう？　…………そうだ！


　主人公の、肉だ!!　──それが、すべての始まりでした。





　はじめまして、小こ林ばやしがると申します。この度たびは本書をお手に取りくださいまして、誠まことにありがとうございます。


　本作は『ハートウォーミングでちょっぴりエッチな、気軽に読める日常系ラブコメ』のはずなのですが、担当様は「まあ、実際はぜんぜん違ちがいますよね」と言っています。さて、どうなのでしょう。


　いやーそれにしても、私が第二十二回ファンタジア大賞で特別賞を頂いてから、本作を世に出して頂くまでには紆う余よ曲折がありました。いま、こうしてあとがきを記している最中にも、それらの出来事が脳のう裏りに去来します。


　そう、あれは昨年の夏のことでした──





（以下、回想）


　──某ぼう月某日、私は意気揚よう々ようと、富士見書房様に向かっていました。第二十二回ファンタジア大賞にて、拙作『ジャスティン！』が光栄にも特別賞を頂いたからです。


　その日の私の鞄かばんの中には『ジャスティン！』の続編構想が盛り沢だく山さんに詰つまっていました。この作品はもともと、自分のサイトで公開するつもりであった長期シリーズの一作目を投稿用に手直ししたものでしたので、私の中にはすでに、受賞作から始まる遠大なシリーズ構想が出来上がっていたのです。まさか、一巻で出たあのキャラがああなるとは……しかも、死んだはずのあいつがあんなことに……その上、最後はあんな衝しよう撃げきの結末を迎むかえるなんて……実際に書き上げる前から、私はもう自分の構想に感動しきっておりました。


　そうして伺うかがった編集部、初めての打ち合わせの席で、担当のＯ様は仰おつしやりました。


「『ジャスティン！』を出版するのは、やめときましょう！」





　……え、いまなんて？





「特撮ネタって、人気が出ないんですよ。他ほかにもこの作品、とにかく売れない要素が満まん載さいですから。だから、本としては出せません！」


　う、売れない要素が満載……!?


「選考途と中ちゆうから既に、『コレ売れないけどどうしよう？』って問題になってまして」


　う、売れない前提の選考……!?


「で、普ふ通つうの賞を与あたえちゃうと出版せざるを得ないんで、急きゆう遽きよ、特別賞を作りました」


　あ、特別賞ってそういう……いや、あれ？　え、っていうか──





　──お前らよく、そんな作品に賞を与えたなッ!!（敬語略）





　……すごいです。富士見書房様、すごい太っ腹です。そして選考委員の先生方には、足を向けて寝ねられません。





　思えば、その兆ちよう候こうは早い段階から目の前にちらついていたのです。


　受賞をお知らせ頂いた電話にて、聞き覚えのない『特別賞』というものに困こん惑わくした私の「それって喜んでいいんですか？」という愚ぐ問もんに、賞担当様はお答えくださいました。


『受賞は受賞です』


　……じゅ、受賞は、受賞……？


　更さらにその翌日、編集長様から頂いたお電話。後から思えば、それは決定的なものでした。


『受賞おめでとうございます。ところで、作品タイトルのことなのですが』


「ああ、あのタイトル、自分でもかなり気に入ってるんですよ！」


『あのタイトルが経歴に載のると小林さんの作家生命に関かかわるので、変えましょう』


「ああ、作家せいめ──作家生命ッ!?」


　……作家生命が惜おしいので、『ジャスティン！』の元タイトルはひみつです。





　とまあ、そんな兆候があったことを思い出しながら、私は打ち合わせのテーブルの下で開きかけていた鞄の口を、そっ……と閉じたのでした。『ジャスティン！』の続編構想よ、いつか時代が追いつくその日まで、ゆっくりとお休み……


（以上、回想終わり）


（※この回想には、二割ほどのフィクションと、過度な脚色が含ふくまれています）





　──かように九死に一生、不幸中の幸いならぬ、幸い中の不幸のような受賞から這はい上がるようにして今作『[image: ]かみつけ！　アンノちゃん。』が生まれました。


　受賞作の『ジャスティン！』は流血と爆ばく発はつだらけの世界の中で当然の如ごとく世界を救い続けるナチュラルボーン・ヒーローのお話でしたので、『アンノちゃん。』のほうはそれとは対照的にダラダラした日常の中、他人を救うなんてまっぴらだと言い張るどうしようもない男の話になっています。


　もちろんそれだけじゃ何も起こらないので、彼を引っ張り回す善意と食欲の塊かたまりのような少女が現れて、いやがる彼を無理矢理ぱくぱくもぐむぐごっくんとしてしまうわけです。はい、自分でも何を言っているのか、よくわからなくなってきました。


　とりあえず、彼と彼女がそれぞれの生き方と境きよう遇ぐうに本気で悩なやみだすのはまだまだ先になりますので、地味な物語ですが、最後のどんでん返しまでおつきあい頂ければ甚はなはだ幸いに存じます。





　さて、最後になりましたが忘れちゃいけない、謝辞。


　まず選考委員の先生方、そして編集部の皆みな様さま方には、商品になる見み込こみのない応募作だったにもかかわらず特別賞という身に余る光栄を頂き、深謝の念に堪たえません。……というか本当によく受賞させましたね。その剛ごう腹ふくさに恐れ入ります。


　イラストを担当していただいたアカバネ様には、容姿設定がほとんどない原稿をお渡わたしして申し訳なかったりしたのですが、素す晴ばらしいデザインに纏まとめて頂き感動しきりです。上う手まくて素す敵てき、そしてエロくて素晴らしい絵を、本当にありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。


　担当様には、商業的センスの欠けた自分に貴重なダメ出しをして頂き大変に助かりました。ありがとうございます。お陰かげ様さまで、この作品が血しぶき舞まう凄せい惨さんな人肉祭りギャグ小説にならずにすみました。本当に危ないところでした。


　ついでに、自分の人生に水と肥料を注いでくれたすべての方々に感謝を。特に大学時代の悪友様方。自分の考えるギャグのお手本はあなたたちの生き様ですが、現実の人生でそれを続けると洒落しやれにならないのでそろそろ落ち着いてください。


　そして最後の最後に──ああ恥はずかしい、すごい照れる。でも言わなきゃ──この本を読んでくださったすべての方々に、心からの感謝を。私はこの本を、ただあなたのためだけに書いています。





　それでは、二巻でまたお会いできることを祈いのって。




小林がる　





[image: ]かみつけ！　アンノちゃん。


１　あなたのハートいただきます





小こ林ばやしがる
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